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Population & Development 

財団法人アジア人口開発協会(AP口A)



マングロープの苗木を1直樹する、インドネシアと日本の若者たち2

やさしい想い、地球にも。

TOGETHER TO TOMORROW 

地球が与えてくれた、豊かな自然と資源を糧に、めざましい進歩と発展をとけた人

類。しかし、その繁栄とともに失われつつある、かつての美しい地球の姿を忘れて

はいけません。地球環境問題が、世界的にクローズアップされている現代。日本船

舶振興会は、この問題に早くから取り組み、環境問題の先駆けとして活動してきま

した。大切な地球を守るため、私たちはこれからも、環境問題の研究・事業に取り組

んでいきます。TOGETHERTO TOMORROW、あなたもせひ、こ一緒に。

財団法人日本船舶振興会会rs,11:111良 ・
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・ムダリ氏スリランカ前大臣アトラット

暗殺の報に接して

巻

頭

言

●

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

政
治
の
こ
の
混
乱
の
直
接
の
原
因
が
何
で

あ
る
の
か
余
り
よ
く
知
ら
な
い
が
、
経
済
の

不
振
が
遠
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
で
あ
ろ
う
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
‘

七
七
年
以
降
、
独
立
直
後
か
ら
の
福
祉
頂
視

の
計
画
経
済
的
運
営
を
転
換
さ
せ
て
経
済
の

自
由
化
に
と
り
く
ん
で
い
る
。
こ
の
自
由
化

に
よ
っ
て
、
経
済
成
長
に
は
ず
み
が
つ
い
た

一
九

ス
リ
ラ
ン
カ
で
政
治
の
混
乱
が
お
こ
っ
て

い
る
。

A
P
D
A
の
活
動
を
通
じ
て
知
り
あ

う
こ
と
の
出
来
た
前
教
育
・
高
等
教
育
大
臣

ア
ト
ラ
ッ
ト
・
ム
ダ
リ
氏
が
暗
殺
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
コ
ロ
ン
ポ
を
訪
問
し
た
折
議
会
内

で
昼
食
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

大
層
お
ど
ろ
い
て
い
た
と
こ
ろ
‘
氏
を
最
大

の
政
治
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
い
た
首
相
も
暗
殺

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
政
治
は

の
よ
う
だ
。

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
世
界
銀
行
等
の

ii
 

自
由
主
義
学
派
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
予
想
し
-

た
程
に
は
経
済
か
う
ま
く
回
転
し
て
い
る
と

i

は
い
え
そ
う
に
な
い
。
経
済
自
由
化
が
目
ざ

it
 

し
て
い
る
市
場
経
済
と
は
、
結
局
人
々
の
金

銭
欲
に
頼
る
経
済
運
営
方
法
で
あ
り
、
社
会
-

内
の
大
方
の
人
間
が
こ
の
ゲ
—
ム
に
は
ゞ
同

i
、
i

-

等
に
参
入
能
力
を
も
っ
て
い
る
場
合
に
だ
け
・

杜
会
全
体
の
福
祉
の
向
上
か
可
能
と
な
る
に
-

す
ぎ
な
い
。
こ
う
い
う
条
件
が
整

i

備
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
の
急

ii
 

激
な
自
由
放
任
へ
の
転
換
は
、
結
-

果
と
し
て
貧
富
の
差
の
拡
大
な
ど
一

-

の上

i

こ

と

が

多

い

。

一

-
t
 

-
0
 

t
 

-

（原

洋
之
介
）

前
大
臣
暗
殺
の
報
に
接
し
て
、
あ
ら
た
め

て
‘
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
開
発
の
む
ず
か

し
さ
と
同
時
に
市
場
の
力
だ
け
を
強
調
す
る

経
済
開
発
論
の
再
検
討
の
必
要
性
を
痛
感
し

た
次
第
で
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
も
そ
う
い
う
国

口渾鵬呻虞屋退泣四呻

1…巻頭言・スリランカ前大臣アトラット・
ムダリ氏暗殺の報に接して

2…混迷する中国の人口動態 ●宮森喜久二
10…戦後日本の経済発展と労働力

●降矢憲一

18・・・天皇御一家との対話 ●黒田 俊夫

20…高齢化社会におけるムラの人口• 家族統
ーー東北・日本のムラ―

●清水

21…本協会理事小林和正氏逝〈
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浩昭

俊夫

28…にゅうすふぉーらむ
●米・ 中絶費用補助ヘ

●人口爆発・資源供給に支障

● アジアの都市、人口が急膨脹
● 80オ以上が急増
●農業人口減るが農協職員は30年で倍増
●女性に深刻、日本の高齢
●不景気で減る引っ越し

●子供の人口2,I 10万人
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混迷する中国の人口動態

(_その現状と見透し）

●宮森 喜久二
今
世
紀
末
の
目
標
12
億

9
4
0
0
万
人

l
 

政
府
の
施
策
を
守
っ
て
、
一
人
っ
子
の

赤
ん
坊
を
抱
い
て
買
物
（
ト
ル
フ
ァ
ン
）

「
一
人
っ
子
政
策
」
を
生
み
出
し
た
中
国
の
人
口
政
策
は
‘
今
枇
紀

木
の
人
口
を
―
二
億
以
内
に
押
え
込
む
こ
と
て
あ
っ
た
。
六

0
年
代
の

文
化
大
革
命
期
の
ヘ
ビ
ー
ブ
ー
ム
か
‘
八

0
年
代
に
入
っ
て
第
二
次
ベ

ヒ
ー
ブ
ー
ム
を
招
来
し
た
り
し
て
、
八

0
年
代
末
に
は
そ
の
一
，
一
億
を

―
二
億
五

0
0
0
ガ
に
置
き
換
え
て
最
大
努
力
目
標
と
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
か
九
二
年
―
一
月
に
国
家
計
画
生
育
（
出
産
）
委
員
会
か
そ
の
決

／ 

ーi 

9
‘
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混迷する中国の人口動態•その現状と見透し

●宮森喜久二（みやもり・きくじ〉

1930年関西学院英文学科卒 同年毎日新
聞大阪本社入社 1939年毎日新間中国広
東特派員 1940年毎日新聞東京本社束亜
部 1941年束亜部副部長 1942年南京支
局長 1945年上海陸軍部出向 同年12月
引揚第一船で焙国 世論鵡査、調査部、

連絡部、ラジオ報導部各部長、北海道総

局長、総務局次長を歴任、世論調査部長

在任中に40年間継続している家族計画世
論調査を立案、その第 1回穎査を実施し

た。 1962年（株）パレスサイドピルディ
ング、五日市カントリークラプ代表取締

役など、以後中国問題研究に従事。

〔写真・右〕カシュガルの繁華街で、顔を

か〈し、子供の手を引く妊婦。実子なら

ば、お腹の子は第二子ということになり、

ここでも中国の政策が小さな崩れを見せ

ている。

も
の
ら
し
い
。

定
と
し
て
人
口
抑
制
目
標
―
二
億
九
四

0
0

万
人
と
公
表
し
た
。
何
と
か
―
二
億
台
を
死

守
し
得
る
成
算
を
も
っ
て
努
力
を
躯
中
す
る

す
る
と
、

九
三
年
二
月
の
統
計
局
発
表
に
よ
る
と
、

九
二
年
末
の
推
定
人
口
は
一
―
億
七
一
七
―

万
人
て
、
前
年
比
―
.
]
，
ハ
％
増
‘
そ
の
増

加
率
は
近
年
最
低
だ
っ
た
と
説
明
し
て
お
り
‘

第
二
次
ベ
ピ
ー
プ
ー
ム
が
漸
く
ピ
—
ク
の
頂

点
を
越
え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

一
人
っ
＋
政
策
が
実
施
実
動
に
入
っ
た
の
が

七
九
年
で
、
そ
の
年
の
人
口
が
七
億
七
五
四

二
万
て
あ
っ
た
か
ら
‘
一
人
っ

f
政
策
実
施

以
米
一
三
年
間
て
一
億
九
六
二
九
万
人
の
実

際
増
で
あ
る
。
こ
の
実
際
増
か
ら
単
純
計
算

七
年
後
の
今
世
紀
末
の
人
口
は
国

家
生
育
委
員
会
の
抑
制
目
標
と
極
め
て
近
似

の
数
字
が
弾
答
出
さ
れ
て
来
る
。

中
国
の
人
口
増
の
―
つ
の
鍵
は
‘
平
均
絣

命
の
上
昇
と
乳
幼
児
死
亡
率
の
低
下
て
あ
る
。

九
三
年
三
月
二

0
日
の
中
国
通
信
に
よ
る
と
‘

中
国
人
の
平
均
寿
命
は
七

0
歳
と
な
り
‘
乳

幼
児
死
亡
率
は
三
五
協
に
な
っ
た
と
伝
え
て

い
る
。
平
均
非
命
は
人
民
政
府
成
立
の
四
九

年
か
三
―
―
歳
。
五

0
年
台
平
均
が
三

h
歳
で
、

八

0
年
に
は
六
八
歳
に
な
っ
て
い
た
。
近
来

と
み
に
老
人
問
題
が
喧
ま
し
く
い
わ
れ
出
し

た
こ
と
が
首
肯
で
き
る
。
乳
幼
児
死
亡
率
を

見
る
と
四
九
年
発
表
で
は
二

0
0
2
R
、
国
連

推
計
て
は
八
0
年
四
9
•

五
％
、
八
五
年
三

九
，
三
協
で
あ
り
、
そ
れ
が
三
五
％
と
な
っ

て
見
る
と
‘
一
人
っ
＋
政
策
に
よ
る
出
生
率

減
少
の
効
果
を
聯
か
阻
害

し
て
来
た
感
じ
で
あ
る
。

し
か
し
先
進
国
並
み
の
水

準
に
達
し
て
苔
た
平
均
舟

命
と
乳
幼
児
死
亡
率
は
こ

こ
に
来
て
定
着
を
見
せ
‘

今
後
の
人
口
自
然
増
へ
は

影
響
が
な
く
な
り
、
加
え

て
第
二
次
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム

も
峠
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
、
国
家

生
育
委
貝
会
の
抑
制
目
標
の
達
成
に
は
こ
の

ト
な
い
好
材
料
と
考
え
ら
れ
る
の
て
あ
る
。

し
か
る
に
一

一
億
五
千
万
を
目
前
に
し
た

九

0
年
頃
か
ら
今
世
紀
末
の
一
三
億
突
破
は

避
け
ら
れ
な
い
と
す
る
危
機
感
が
高
ま
り
続

け
て
い
る
。
例
え
ば
同
年
初
頭
開
か
れ
た
人

ロ
学
会
拡
大
会
議
で
は
‘
九

0
年
代
に
は
毎

年
結
婚
出
産
か
千
三
百
万
人
に
近
い
と
人
口

問
題
の
深
刻
化
を
認
め
、
新
華
電
も
「
計
画

出
産
を
各
級
政
府
の
業
績
評
価
の
最
重
要
テ

（表 1〉 人口動態表
万人、％

年 総人口 出生率 死亡率
自1然6,増Q 

1949 54,167 36, 0 20.0 

1952 57、482 37. 0 17 .o 20 .o 
1957 64,653 34.0 10.8 23,2 

I 965 72、538 37. 9 9 .5 28 ,4 

1979 97,542 17 .8 6.21 12 .o 
1980 98, 705 18,21 6,34 11 ,8 

1981 100,072 20.91 6 ,36 14-5 

1985 105,851 21 .04 6-78 14.2 

1988 111,026 22 .37 6 ,64 15. 7 

1991 115,823 19 .68 6-70 12.9 

1992 117、171

単位
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ー
タ
と
し
な
け
れ
ば
今
世
紀
末
の
一
三
億
突

破
の
可
能
性
が
大
き
い
」
と
改
革
解
放
の
近

代
化
は
画
餅
に
帰
す
る
と
警
告
を
発
し
て
い

る
。
事
実
中
国
民
衆
は
‘
一
人
っ
子
政
策
の

政
府
発
表
に
は
手
加
減
が
加
え
ら
れ
て
い
る
‘

と
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
れ
程
に

中
国
の
人
口
動
態
の
現
状
は
複
雑
を
極
め
、

一
人
っ
子
政
策
に
逆
流
す
る
現
象
が
活
発
化

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
人
っ
子
政
策
の
実
施
も
な
く
、
文
革
時

代
の
ま
ま
野
放
し
で
放
置
さ
れ
て
お
れ
ば
‘

今
世
紀
末
に
は
一
五
億
乃
至
一
七
億
に
達
す

る
と
思
わ
れ
た
。
一
夫
婦
三
ー
五
人
の
子
供

か
普
通
と
さ
れ
た
多
十
多
福
の
世
界
は
‘
文

革
が
終
っ
て
み
る
と
驚
い
た
こ
と
に
人
ロ
一

0
億
と
い
う
事
態
か
眼
の
前
に
出
現
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
「
一
人
っ
子
政
策
」

―
四
年
の
努
力
に
よ
っ
て
今
恨
紀
末
―
二
億

に
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
な

ど
関
心
を
抱
く
者
か
ら
見
て
も
‘
―
二
億
を

死
守
し
得
な
く
て
も
一
三
億
を
越
え
る
数
は

極
め
て
僅
か
な
も
の
で
し
か
な
い
。
そ
の
実

績
か
ら
す
れ
ば
「
成
功
」
と
評
価
す
る
に
吝

か
で
は
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
‘
―
二
億
台
を

頑
強
に
固
守
し
て
い
る
。
恐
ら
く
そ
の
真
意

は
‘
一
三
億
台
へ
ず
れ
込
み
を
許
す
こ
と
は
‘

人
口
政
策
の
大
閂
（
か
ん
ぬ
き
）
を
取
外
す
こ

と
で
、
さ
ら
に
重
要
性
を
増
す
―
―
一
世
紀
の

人
口
政
策
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
感
を
揺
が

せ
る
不
安
感
で
あ
ろ
う
。

現
に
二

0
ニ
―
年
に
は
人
ロ
一
四
億
五
千

万
‘
二

0
四
九
年
に
は
一
六
億
と
見
込
ん
で

い
る
が
、
今
世
紀
の
一
三
億
突
破
は
‘
こ
の

不
安
材
料
を
醸
成
し
た
原
因
の
第
一
は
‘

方
針
の
一
貰
性
を
欠
券
‘
緩
和
と
譲
歩
を
重

ね
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

元
来
‘
今
世
紀
末
―
二
億
と
い
う
上
限
の

画
定
は
‘
学
問
的
な
合
理
性
か
ら
割
り
出
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
。
人
ロ
一

0
億
と
悪
魔

の
影
に
脅
え
る
よ
う
に
し
て
、
当
時
の
結
婚

適
齢
達
成
人
口
か
年
間
二
千
万
、
結
婚
数
一

千
万
と
い
う
か
な
り
大
雑
把
な
概
算
か
ら
一
―

0
年
後
人
口
増
二
億
と
踏
ん
で
弾
き
出
さ
れ

た
。
そ
の
審
議
過
程
は
わ
か
ら
な
い
か
、
正

に
蛮
勇
そ
の
も
の
て
‘
決
定
さ
れ
る
と
国
運

を
賭
す
る
意
気
込
み
で
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。
し
か
も
政
府
が
直
接
乗
り
出
す
の
で
な

く
‘
省
、
自
治
区
の
地
方
政
府
に
そ
の
実
施
が

見
込
み
目
標
を
大
き
く
狂
わ
せ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
。
案
外
ニ
―
世
紀
の
人
口
問
題

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
―
二
億
台
に
置
い
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
そ
れ
は
そ

れ
な
り
に
意
義
を
持
つ
も
の
と
評
価
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
―
二
億
人
台
死
守
を
不
安
視
さ
せ

る
現
在
の
複
雑
な
動
態
を
観
察
し
て
み
よ
う
。

委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
八

0
年
ニ

月
二
日
の
国
務
院
計
画
生
育
指
導
小
組
の
会

議
で
「
夫
婦
一
組
で
子
供
一
人
」
と
の
決
定
を

う
け
て
、
同
年
広
東
省
か
「
計
画
出
産
条
令
L

を
公
布
し
て
実
施
に
移
さ
れ
た
。
一
夫
婦
子

供
一
人
と
い
っ
て
も
全
国
的
指
標
は
一
・
一

二
五
と
多
少
弾
力
性
も
加
え
ら
れ
た
が
、
広

束
省
の
条
令
て
は
住
居
優
先
入
居
‘
自
留
地
・

宅
地
の
割
当
増
‘
違
反
者
に
は
賃
金
、
労
慟

点
数
一

0
％
カ
ッ
ト
、
住
居
不
提
供
と
い
う

賞
罰
規
定
が
織
り
込
ま
れ
て
い
た
。

広
東
省
に
追
随
し
て
各
省
•
自
治
区
も
同

じ
内
容
の
条
令
を
逐
次
公
布
し
て
、
次
々
と

全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し

か
し
省
区
の
足
並
は
揃
わ
ず
、
私
の
体
験
を

国

民

の

抵

抗

と

緩

和

と

譲

歩

4
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着飾った、少数民族

ウィーグル族の少女

たち（ウルムチのパ

ザールで）

述
べ
る
と
‘
八
一
年
春
、
長
江
三
峡
下
り
の

旅
行
て
‘
足
を
延
ば
し
て
大
石
刻
の
あ
る
大

足
で
一
泊
し
た
。
そ
の
夜
‘
別
棟
の
二
階
大

広
間
で
は
暗
く
な
っ
て
か
ら
も
ラ
ン
プ
を
灯

し
て
会
議
を
続
け
て
い
た
。
翌
朝
慌
し
い
洗

面
騒
ぎ
の
一
人
に
聞
く
と
、
そ
れ
は
一
人
っ

子
政
策
の
説
明
会
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
八

七
年
秋
、
再
度
四
川
省
を
訪
れ
る
と
、
成
都

か
ら
楽
山
‘
峨
眉
に
至
る
眠
江
沿
い
の
数
時

間
の
ハ
ス
の
沿
道
は
‘
家
々
の
競
は
勿
論
街

道
に
掲
け
ら
れ
た
横
條
に
は
ぶ
晩
婚
・
晩
産
・

少
産
」
と
い
っ
た
標
語
で
埋
め
つ
く
さ
れ
て

い
た
。
一
人
っ
子
政
餓
に
対
す
る
熱
店
の
強

烈
さ
と
、
執
拗
な
ま
て
の
打
ち
込
み

Jj
と
映

し
て
感
じ
人
っ
た
も
の
で
あ
る
。
成
都
に
帰

っ
て
調
べ
て
み
る
と
広
東
省
と
同
じ
計
画
出

産
条
令
か
公
布
さ
れ
た
の
か
三
カ
月
前
の
七

月
で
、
そ
の
四
川
省
令
公
布
の
周
知
徹
底
を

期
す
る
大
宜
伝
が
そ
の
ま
ま
わ
れ
わ
れ
を
迎

え
て
く
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
省
条
令
公

布
以
前
の
七
年
間
は
国
家
計
画
牛
育
会
の
地

方
支
部
か
省
政
府
の
協
力
を
得
て
、
そ
の
衝

に
当
っ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
に
省
条

令
に
よ
る
一
人
っ
子
政
策
運
動
は
各
地
バ
ラ

バ
ラ
で
、
チ
ベ
ッ
ト
を
除
く
各
省
区
が
完
全

に
足
並
を
揃
え
た
の
は

J
L
0
年
頃
で
、
そ
の

時
に
は
改
革
解
放
に
よ
る
経
済
の
大
変
動
で
、

条
令
の
賞
罰
の
賞
の
部
分
は
有
名
無
実
と
な

り
、
罰
則
の
み
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う

実
情
で
、
計
画
出
産
条
令
は
雲
散
霧
消
し
て

さ
て
、
多
子
多
福
の
世
界
に
生
き
て
き
た

だ
け
に
‘
一
人
っ
子
政
策
へ
の
反
撥
は
意
外

に
根
強
く
、
特
に
家
族
甚
子
の
人
手
を
要
す

る
農
村
の
抵
抗
は
深
刻
で
{
県
郷
政
府
襲
撃

事
件
な
ど
ま
で
続
発
し
た
こ
と
は
未
た
記
憶

に
新
し
い
。
ま
た
後
継
者
は
男
子
と
慣
習
は
‘

宝
と
す
る
一
人
っ
子
か
女
児
で
あ
る
と
こ
れ

を
間
引
く
と
い
う
予
想
外
の
処
償
ま
で
出
て

世
界
中
か
眼
を
見
張
っ
た
。
一
人
っ
子
政
策

は
中
国
の
農
村
問
題
に
ま
て
格
上
げ
さ
れ
る

観
を
呈
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
八
五
年

春
、
安
徽
省
南
昌
に
滞
在
し
て
い
る
時
て
あ

っ
た
。
現
地
ガ
イ
ド
か
「
農
村
の
第
二
十
か

女
児
で
あ
る
場
合
第
二

f
の
出
産
を
認
め
る
」

旨
の
内
部
通
達
か
米
て
い
る
‘
と
教
え
て
く

れ
た
。
カ
イ
ド
は
鬼
の
首
で
も
と
っ
た
よ
う

に
誇
ら
し
け
に
教
え
て
く
れ
た
が
、
私
は
当

然
拡
大
解
釈
さ
れ
て
、
農
村
で
は
い
ず
れ
二

f
ま
で
承
認
と
い
う
慣
例
と
な
る
と
感
得
し

た
。
二
年
も
す
る
と
そ
れ
は
既
成
事
実
の
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ

と
併
行
し
て
一
人
っ
子
の
娘
か
入
婿
を
迎
え

る
場
合
や
一
人
っ
子
同
上
の
結
婚
に
は
何
れ

も
第
二

f
を
容
認
す
る
な
ど
細
か
い
配
應
も

し
ま
っ
て
い
た
。
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行
わ
れ
た
が
、
一
方
で
は
二
つ
違
い
の
双

生
児
」
や
第
二
子
以
下
の
出
生
無
届
な
ど
、

網
の
目
を
抜
け
る
不
法
手
段
も
講
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

八
八
年
秋
、
二
年
も
す
る
と
間
海
線
、
蘭

新
鉄
道
が
延
長
し
て
中
ソ
国
境
を
越
え
て
江

蘇
省
連
運
港
か
ら
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
ま
で
八

千
キ
。
の
亜
欧
横
断
鉄
道
が
貫
通
す
る
と
い
う

新
彊
自
治
区
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
胡
燿
邦

が
総
書
記
時
代
、
新
彊
南
北
七
、
八
カ
所
を

め
ぐ
っ
て
食
糧
農
産
物
、
木
綿
、
果
実
の
大

増
産
を
説
い
て
回
っ
た
。
今
冊
紀
末
ま
で
の

二
億
の
人
口
増
を
‘
せ
め
て
三
、
四
千
万
人

を
新
彊
に
送
り
込
み
た
い
と
い
う
深
慮
遠
望

か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
実
情
に
も
触
れ
た

か
っ
た
の
だ
が
、
ウ
ル
ム
チ
に
入
っ
て
間
も

な
く
ウ
ィ
グ
ル
族
そ
の
他
少
数
民
族
に
も
「

一
人
っ

f
政
策
」
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
教

え
ら
れ
た
。
新
彊
自
治
区
に
は
ウ
ィ
グ
ル
、

カ
ザ
フ
‘
蒙
占
、
回
‘
共
ル
ギ
ス
な
ど
四
十

七
の
少
数
民
族
が
住
ん
で
い
る
。
除
外
例
と

な
る
稀
少
民
族
へ
の
適
用
ま
で
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
が
‘
枠
外
に
あ
っ
た
少
数
民
族
も
遂

に
抱
き
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

一
人
っ
子
政
策
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
に
拘

最
近
の
報
道
で
は
そ
の
数
六
千
万
と
い
い

束
さ
れ
て
い
る
の
は
沿
海
省
だ
け
で
、
内
陸

や
奥
地
で
は
そ
の
半
数
以
上
が
超
過
出
産
比

率
が
二

0
％
を
超
え
、
広
西
、
貨
州
、
雲
南
‘

青
海
な
ど
少
数
民
族
の
多
い
省
区
て
は
三
〇

％
を
卜
回
り
、
新
彊
自
治
区
に
至
っ
て
は
四

七
•
九
七
％
に
逹
し
て
い
た
。
こ
こ
で
も
内

部
通
達
に
よ
る
指
示
で
、
そ
の
内
容
は
「
都

市
二
児
、
農
村
三
児
、
身
体
障
宮
な
ど
の
場

合
そ
れ
ぞ
れ
追
加
承
認
」
と
い
う
も
の
で
あ

こ°t
 

つ

こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
の
一
人
っ

f
政
策
は

都
市
一
人
。
農
村
特
例
二
人
。
少
数
民
族
—

都
市
―
一
人
、
農
村
三
人
と
目
標
が
分
散
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
で
は
こ
の
少
数
民
族

の
抑
制
目
標
を
も
っ
て
、
ま
た
し
て
も
規
制

の
緩
和
譲
歩
の
前
進
と
し
て
い
る
が
、
現
地

の
空
気
や
家
庭
訪
問
か
ら
の
印
象
は
予
想
外

に
深
刻
で
、
そ
れ
は
広
東
省
の
計
画
出
産
条

令
開
始
時
の
衝
撃
を
思
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
は
黒
核
十
‘
す
な
わ
ち
第
二
子
以
下

の
出
産
児
を
届
け
出
な
い
無
籍
児
の
激
増
で

あ
る
。

無

届

無

籍

の

黒

核

子

の

激

増
話
題
に
出
し
て
も
黙
し
て
語
ら
ず
と
い
う
実

情
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
驚
い
た
こ
と
は
‘
こ

れ
の
対
応
措
置
と
し
て
で
あ
ろ
う
か
、
在
住

漢
民
族
中
国
人
に
対
し
、
超
過
出
産
に
は
罰

金
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
あ
る
人
は
「
罰
金
な
ら
よ
い
が
、
国

営
企
業
で
は
ク
ビ
で
す
よ
」
と
嘆
い
て
い
た
。

私
は
こ
の
新
彊
旅
行
の
時
期
か
ら
、
中
国
の

一
人
っ

f
政
策
は
締
め
つ
け
の
時
期
に
突
入

し
た
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
近

H
標

を
三
人
と
し
て
稀
少
民
族
以
外
に
も
枠
を
広

け
た
よ
う
だ
か
、
日
本
て
は
規
制
緩
和
‘
抑

制
譲
渡
と
見
て
い
る
が
、
真
実
は
締
め
つ
け

強
化
と
見
る
方
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
超

過
出
産
比
率
平
均
二

0
％
を
超
え
る
内
陸
・

奥
地
各
省
区
‘
三

0
%
I四
0
％
の
多
い
少

数
民
族
を
含
め
て
最
後
の
勝
負
に
打
っ
て
出

た
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

七
千
万
と
も
伝
え
ら
れ
て
予
想
外
の
膨
大
な

人
口
に
達
し
て
い
る
ら
し
い
。

口
の
問
題
よ
り
も
‘

黒
核
子
は
人

学
齢
に
逹
し
て
も
学
校

に
も
入
れ
す
、
無
識
字
人
日
の
増
大
を
招
来
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く表2〉 中国統計年鑑91年版

性 別
年 総人 ロ 市鎮人口 郷村人口

男 女

1982 
101,654 52,352 49,302 21,480 80,174 

(101,596) (52,319) (49,271) (21,131) (80,459) 

1983 
103,008 53, 153 49、856 22,274 80,734 

(102,764) (53,026) (49,738) (24,150) (78,614) 

1984 
104,357 53,848 50,509 24,017 80,340 

(103,876) (53,600) (50,278) (33,136) (70,740) 

1985 
105,851 54, 725 51,126 25,094 80,757 

(105,044) (54,308) (50, 736) (38,446) (66,598) 

1986 
107,507 55,581 51,926 26,366 81,141 

(106,529) (55,075) (51,454) (44,103) (62,426) 

'" 

1987 
109,300 56,290 53,010 27,674 81,626 

(108、073) (55,658) (52,415) (50,362) (57,711) 

1988 
111,026 57,201 53,825 28,661 82,365 

(109,614) (56,473) (53,141) (54,369) (55,245) 

1989 
112,704 58,099 54,604 29,540 83,164 

(111,191) (57、314) (53,877) (57,494) (53,697) 

＇ 

1990 114,333 58,904 55,429 30,191 84,142 

1991 115,823 59,466 56,357 30,543 85,280 

(82年以降修正数値と修
正前数値（カッコ内））

単位万人

し
て
中
国
の
民
衆
に
影
野
を
及
ぼ
す
別
の
問

題
を
発
牛
さ
せ
る
。
加
え
て
無
籍
の
追
及
を

逃
け
る
た
め
に
両
親
か
家
族
と
も
ど
も
生
活

恨
拠
地
を
捨
て
て
他
地
方
に
移
動
す
る
の
で

あ
る
。
そ
の
実
態
捕
捉
が
困
難
を
極
め
て
、

今
や
そ
の
数
が
六

f
万、

る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

口
動
態
捕
捉
の
難
問
題
と
し
て
登
場
し
、
人

ロ
増
の
統
計
数
値
に
対
す
る
国
民
の
不
信
を

募
ら
せ
て
い
る
。
処
理
如
何
に
よ
っ
て
は
人

七
千
万
と
い
わ
れ

こ
れ
か
中
国
の
人

若
林
敬
子
氏

―
一
年
以
降
の
人

口
動
態
お
よ
ひ

都
市
、
農
村
別

数
体
が
、
前
九

0
年
版
ま
で
の

公
表
数
値
を
大

幅
修
正
し
た
。

戸
籍
登
録
に
よ

に
示
さ
れ
た
八

「
中
国
統
計

年
鑑
九
一
年
版
」

説
明
を
し
て
い

る
（
大
修
舘
「
中

国
年
艦

年
版
）

九

は
次
の
よ
う
な

口
政
策
の
挫
折

を
招
く
重
大
問

題
で
あ
る
。

る
人
口
動
態
の
把
握
に
、
出
牛
登
録
洩
れ
か

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
八
三
年
以
降
は
新
た

に
サ
ン
プ
ル
調
査
を
行
っ
て
動
態
発
表
を
行

っ
て
ぎ
た
。
と
こ
ろ
が
九

0
年
人
ロ
セ
ン
サ

ス
の
結
果
一
五

0
0
万
人
の
戸
籍
洩
れ
が
判

明
し
た
。
八
二
年
か
ら
の
八
年
間
に
‘
年
平
均

一
八

0
万
人
余
が
誕
生
し
な
か
ら
戸
籍
登
録

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
訳
で
、
こ
の
結
果
に
基

い
て
人
口
動
態
ー
出
生
、
死
亡
、
自
然
増

加
率
を
修
正
し
た
。
ま
た
都
市
人
口
に
つ
い

て
も
同
年
鑑
九
一
年
版
で
次
の
よ
う
に
‘
八

二
年
以
後
の
数
値
の
調
整
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
都
市
（
市
鎮
）
人
口
は
九

0
年
末
て
ニ

六
•
四
％
（
七
月
セ
ン
サ
ス
で
は
二
六
・
三

％
）
。
農
村
人
口
は
七
三
•
五
九
％
と
公
表

箪
者
は
こ
れ
に
従
っ
て
中
国
統
計
年
艦
九

一
年
版
で
修
正
さ
れ
た
八
二
年
以
前
以
降
の

相
違
を
表

2
に
作
製
し
た
。
市
鎮
‘
郷
村
の

修
正
の
大
き
さ
か
ら
黒
核
＋
の
急
増
の
ス
ケ

—
ル
の
大
き
さ
か
想
像
さ
れ
る
。
郷
村
人
口

と
は
市
鎮
以
外
の
総
人
口
を
指
す
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
改
革
解
放
に
よ
る
経
済
の
大
発

展
、
都
市
、
農
村
の
貧
富
の
差
の
拡
大
な
ど

と
に
刺
戟
さ
れ
て
、
黒
核
子
秘
匿
目
的
以
外

さ
れ
た
ー
°
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問
題
の
第
三
は
今
や
全
国
を
巻
き
込
ん
だ

農
村
人
口
の
都
市
へ
の
大
流
動
‘
盲
流
の
現

象
で
あ
る
。

牒
村
人
日
の
都
市
へ
の
流
人
は
、
第
一
次

五
カ
年
計
画
の
実
施
、
大
躍
進
政
策
な
ど
て

五

0
年
代
末
に
は
そ
の
数
三
千
ガ
と
い
わ
れ

た
。
大
躍
進
の
混
乱
に
よ
っ
て
こ
の
大
部
分

は
強
制
的
に
農
村
に
帰
省
さ
せ
‘
五
八
年
に

は
「
戸
口
姪
記
条
令
」
を
公
布
し
て
、
以
来
大

都
市
へ
の
移
動
は
禁
止
に
等
し
い
厳
格
さ
が

守
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
郷
村
企
業
の
勃
興

の
波
に
洩
れ
た
農
村
の
潜
在
失
業
者
、
す
な

わ
ち
余
剰
労
慟
力
は
改
革
解
放
に
よ
る
工
業

の
大
発
展
に
恵
ま
れ
た
都
市
の
活
況
を
求
め

て
流
れ
の
よ
う
に
移
動
を
始
め
た
。

八
九
年
秋
、
私
は
北
京
て
中
国
人
口
学
会

副
会
長
‘
老
人
問
題
会
長
郎
泊
莉
教
授
と
予

定
の
面
会
を
行
っ
た
が
、
「
こ
の
大
流
動
の
た

農

村

人

口

の

都

市

の
一
家
か
‘
稼
ぎ
を
求
め
て
農
村
を
離
れ
る

盲
流
現
象
か
現
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
黒
核

子
捕
捉
を
困
難
に
追
い
込
ん
だ
。
九

0
年
の

人
ロ
セ
ン
サ
ス
は
計
画
外
出
産
人
口
と
‘
こ

の
人
口
流
動
に
最
菫
点
を
置
い
て
実
施
さ
れ

ヘ

の

大

流

動

た
。
そ
の
結
果
が
無
届
出
産
の
把
握
に
大
体

成
功
し
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
国
民
や
第
三

国
が
同
じ
よ
う
に
見
て
い
る
か
ど
う
か
は
別

に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

め
人
口
計
画
は
今
や
一
年
紺
の
立
案
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
」
と
苦
衷
を
述
べ
ら
れ
た
。

そ
し
て
「
一
人
っ

f
政
策
」
の
遵
守
は
沿
海

省
だ
け
で
、
内
陸
，
奥
地
各
省
区
の
出
産
率

は
‘
計
画
出
産
を
知
ら
ぬ
気
に
旧
態
依
然
た

る
ま
ま
で
、
こ
れ
を
大
ぎ
く
把
据
す
る
の
が

緊
急
事
だ
と
、
地
図
を
掠
け
て
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
頃
、
広
東
省
か
ら
始
ま
っ
た
「
計
画

出
産
条
令
」
は
空
洞
化
し
、
有
名
無
実
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
政
府
自
ら
が
統
合
一
元
化

し
て
乗
り
出
す
動
き
が
あ
っ
て
、
数
多
く
の

反
対
で
形
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
一
人
っ
子
政
策
開
始
以
来
政
府
自
ら
が
”

計
画
出
産
条
令
＂
を
手
か
け
る
こ
と
は
、
結
局

法
律
に
よ
る
出
産
規
制
に
転
化
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
法
律
化
に
対
す
る
反
対
空
気
は
一
貫

し
て
弱
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
「
人
口
目
標
管
理
責
任
制
」
か

8
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〔写真・右）カシュガ

ルの香妃墳前で

全
国
的
に
組
織
さ
れ
、
計
画
生
育
委
貝
会
が

そ
の
責
任
の
衝
に
当
っ
て
い
る
。
ま
た
全
国

的
な
盲
流
現
象
に
対
し
て
は
「
流
動
人
口
出

産
管
理
弁
法
」
を
九
一
年
―
二
月
末
に
国
務

院
で
決
定
。
即
日
施
行
に
移
さ
れ
た
。

「
一
人
っ
子
政
策
」
は
計
画
出
産
条
令
か

ら
形
を
変
え
て
、
人
口
目
標
管
理
責
任
制
と

流
動
人
口
を
大
き
く
把
握
し
て
出
産
管
理
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
目
標
管
理
責
任

制
は
抑
制
目
標
を
地
元
の
責
任
に
箇
き
換
え

る
と
い
う
意
味
深
長
な
新
し
い
制
度
で
あ
る
。

そ
し
て
戸
籍
登
記
地
離
村
者
調
企
の
強
化
‘

そ
の
た
め
届
出
で
洩
れ
を
防
ぐ
た
め
そ
の
移

動
規
制
を
多
少
緩
め
た
り
、
ま
た
都
市
で
は

入
市
人
口
の
滞
留
期
間
調
査
、
配
給
切
符
の

枠
外
居
住
と
し
て
の
転
入
承
認
な
ど
細
か
い

配
慮
を
も
っ
て
、
移
動
者
の
捕
捉
脱
落
の
手

段
を
講
じ
て
い
る
。
末
端
機
構
に
至
る
ま
で

の
緻
密
周
到
な
対
策
は
郎
教
授
の
い
う
内
陸
・

奥
地
ま
で
の
把
握
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
心
強
い
。

九
0
年
の
人
ロ
セ
ン
サ
ス
も
こ
の
流
動
人

口
と
出
産
管
理
を
最
重
点
に
置
か
れ
、
上
海

あ
た
り
で
は
あ
る
程
度
の
退
去
帰
郷
の
措
罹

も
と
っ
た
よ
う
で
‘
批
判
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
も
私
は
築
き
上
げ
ら
れ
た
統
計
数
値
は
大

体
信
を
置
く
に
足
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
都
市
流
入
が
緩
和
さ
れ
た
と
い
っ
て

も
、
中
国
の
都
市
政
策
の
思
想
は
微

塵
も
変
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
農
村

の
落
伍
者
が
、
都
市
に
逃
れ
て
こ
こ

で
も
落
伍
者
と
な
っ
て
ス
ラ
ム
を
形

成
‘
資
本
主
義
社
会
の
悪
の
典
型
を

出
現
さ
せ
る
。
こ
の
た
め
百
万
都
市

は
こ
れ
以
上
の
膨
脹
は
極
力
こ
れ
を

避
け
、
そ
れ
に
代
っ
て
周
辺
県
郷
に

衛
星
中
小
都
市
を
造
し
て
、
郷
鎮
企

業
的
に
工
業
を
起
し
て
一
体
と
な
っ

て
機
能
を
発
揮
さ
せ
よ
う
と
す
る
努

力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
農
民
移
動
の

始
ま
っ
た
八

0
年
代
中
頃
は
‘
郷
鎮
企
業
の

興
隆
と
比
例
す
る
よ
う
に
地
方
県
郷
の
工
業

化
が
行
わ
れ
た
。
以
来
年
間
三

0
を
超
え
る

中
小
都
市
が
誕
生
す
る
勢
い
で
、
今
や
中
国

全
土
に
過
疎
僻
遠
の
村
は
絶
無
と
い
う
程
に

人
口
密
度
は
調
密
で
あ
る
。
こ
れ
の
流
れ
が

百
万
都
市
へ
と
波
頭
の
鉾
を
向
け
始
め
た
の

で
周
辺
に
お
け
る
中
小
都
市
群
成
の
兆
候
が

著
し
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
中
小
都
市
で
あ

る
だ
け
に
、
流
動
移
入
人
口
の
把
握
を
容
易

に
さ
せ
る
と
い
う
好
結
果
も
生
み
出
し
て
い

る。
こ
う
し
て
眺
め
る
と
、
人
口
流
動
や
黒
核

子
問
題
は
、
手
に
負
え
な
い
領
域
か
ら
漸
次

解
明
分
解
の
領
域
へ
移
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
従
っ
て
今
世
紀
末
の
人
ロ
―
二
億
九

四
0
0
万
人
は
案
外
根
拠
あ
る
も
の
に
思
え

て
く
る
の
で
あ
る
。

た
だ
ハ
ッ
キ
リ
い
え
る
こ
と
は
、
中
国
の

人
口
問
題
は
ニ
―
世
紀
に
入
っ
て
も
ま
す
ま

す
厳
し
く
継
続
維
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
活
意
識
や
民

意
の
向
上
が
な
け
れ
ば
果
せ
な
い
問
題
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

，
 



経
済
発
展
と
労
働
力
の
関
連
に
つ

い
て
は
、
労
働
力
の
経
済
発
展
へ
の

寄
与
と
い
う
側
面
と
、
経
済
発
展
が

労
働
力
の
潜
在
的
能
力
を
発
揮
し
う

る
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
側
面
が

あ
る
。
現
実
は
こ
の
両
者
が
相
互
的

に
関
連
し
な
が
ら
展
開
し
て
き
て
い

●

降

矢

憲

戦
後
経
済
の
発
展
は
結
果
的
に
は
高
度
成

長
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
な
著
し
い
も
の
で
あ

っ
た
が
、
必
す
し
も
す
べ
て
の
期
間
を
通
じ

て
順
調
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
敗
戦
と

い
う
市
態
か
ら
生
し
た
経
済
の
破
壊
的
状
態

か
ら
の
回
復
と
い
う
一

0
年
に
わ
た
る
い
わ

—• ヽ

昭
和
二

0
年
か
ら
二
二
年
に
か
け
て
軍
隊

ゆ
る
復
典
期
の
後
、
産
業
構
造
の
変
化
を
伴

う
経
済
成
長
は
始
ま
っ
た
。
経
済
成
長
の
準

備
期
て
も
あ
る
復
興
期
に
お
け
る
労
慟
力
の

状
態
は
過
刺
労
働
力
供
給
に
他
な
ら
な
か
っ

こ。t
 

産
業
発
展
に
よ
る
雇
用
機
会
の
増
大

■
過
去



戦後日本の経済発展と労働力

（
 

る
と
い
え
よ
う
。

わ
が
国
の
戦
後
の

著
し
い
経
済
発
展
の
過
程
で
は
こ
う

し
た
特
徴
が
明
ら
か
に
観
察
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

か
ら
の
復
員
、
外
地
滞
在
の
民
間
人
の
引
揚

げ
な
ど
に
よ
っ
て
、
総
人
口
は
約

h
0
0
万

人
の
増
加
、
う
ち
生
産
年
令
人
口
の
増
加
は

三
五

0
万
人
に
達
し
た
。
こ
れ
は
終
戟
直
後

の
そ
れ
の
実
に
一
五
％
の
増
加
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
経
済
活
動
の
水
部
は
戦
争
に

よ
る
生
産
施
設
な
ど
国
富
の
破
壊
に
よ
る
影

特
を
反
映
し
て
戦
前
水
準
比
三

0
％
の
減
少

と
い
う
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
。
増
加
人
口

(
1
 

の
多
く
は
就
業
機
会
の
な
い
ま
ま
‘
農
業
分

野
に
お
け
る
潜
在
的
失
業
者
と
し
て
存
在
す

る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
段
階
に
お
け
る
経
済
改
革
は
財
閥
解

体
‘
牒
地
改
晶
‘
労
働
民
主
化
な
ど
を
主
軸

と
し
て
自
由
競
争
を
活
か
す
市
場
経
済
へ
の

ル
ー
ト
を
開
い
た
か
、
戦
後
イ
ン
フ
レ
、
物

資
の
絶
対
的
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
の
各
種

統
制
な
ど
に
よ
っ
て
経
済
活
動
の
活
溌
化
に

は
時
間
が
か
か
り
、
ド
ッ
ジ
デ
フ
レ
、
朝
鮮

戦
争
に
よ
る
特
訴
な
ど
の
波
瀾
を
経
た
後
、

産
業
発
展
が
軌
道
に
乗
り
出
し
た
の
は
昭
和

二
0
年
代
後
半
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

当
時
の
状
態
も
、
戦
前
へ
の
復
帰
を
十
分
な

も
の
と
す
る
に
は
ま
だ
若
干
の
時
間
を
必
要

「
も
は
や
戦
後
て
は
な
い
」
と
経
済
白
書

が
宜
言
し
た
昭
和
三

0
年
の
経
済
‘
労
働
力

の
概
要
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
人
当
た
り
実
質
G
N
P
の
水
机
は
戦
前
水

準
を
三
％
程
度
上
皿
る
も
の
と
な
っ
て
い
た

か
、
第
二
次
産
業
の
比
率
は
二
八
•
九
％
で

僅
か
な
が
ら
も
戦
前
水
準
を
下
回
り
、
就
業

者
の
産
業
別
構
成
比
で
み
る
と
、
第
一
次
産

業
は
四

O・

ニ
％
を
占
め
て
、
第
二
次
、
第

と
し
た
。

三
次
産
業
を
上
回
り
、
第
一
次
産
業
比
率
か

第
二
次
産
業
比
率
を
下
回
る
に
至
っ
た
の
は

三
七
年
か
ら
て
あ
っ
た
。
就
業
者
に
占
め
る

雇
用
者
の
比
率
も
三

0
年
に
は
四
五
％
に
す

ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
‘
有
効
求

人
倍
率
が
0
•
三
と
い
う
労
働
供
給
超
過
某

調
に
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。

労
働
力
過
刺
の
状
態
に
あ
っ
て
、
低
賃
金

（
対
米
一
六
分
の
一
、
対
西
欧
八
分
の
一
）

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
産
業
側
の
労
働

力
需
要
は
増
加
し
て
も
然
る
へ
き
で
あ
っ
た

と
い
え
る
か
、
経
済
発
展
の
原
動
力
で
あ
る

森
本
倫
積
の
不
足
に
よ
っ
て
産
業
拡
大
の
テ

ン
ポ
に
も
限
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
‘

こ
の
よ
う
な
状
態
も
‘

そ
の
後
に
展
開
さ
れ
た
経
済
成
長
に
よ
っ
て

一
変
す
る
は
ど
の
変
化
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。

三
0
年
か
ら
五

0
年
ま
で
の
二

0
年
間
、
経

済
成
長
率
は
平
均
年
率
て
九
％
と
裔
く
、
鉱

工
業
生
産
の
増
加
は
八
倍
と
い
う
第
二
次
産

業
中
心
の
経
済
発
展
に
よ
っ
て
労
働
力
の
状

態
は
醤
的
に
も
質
的
に
も
大
き
く
変
っ
た
。

労
働
力
人
口
は
‘
こ
の
間
四
‘
一
九
四
万

か
ら
五
、
二
七
七
万
へ
と
約
一
‘

1
0
0
J
j
 

の
増
て
あ
り
‘
就
業
者
も
四
‘

（
二
六
％
）

II 



0
九
0
万
か
ら
五
‘
一
七
八
万
へ
と
一
、

0

八
八
万
（
二
七
％
）
の
増
で
あ
っ
た
が
、
一
雇

用
者
は
一
‘
七
七
八
万
か
ら
三
‘
六
―
二
万

へ
と
一
、
八
三
四
万
の
増
で
増
加
率
で
は
一
―

倍
を
上
回
る
著
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
有
効

求
人
倍
率
も
四
二
年
以
降
は
一
を
上
回
る
労

慟
力
需
要
超
過
基
調
へ
と
転
じ
た
。
各
産
業

分
野
、
と
く
に
労
働
、
集
約
産
業
、
中
小
企

業
分
野
で
は
深
刻
な
労
働
力
不
足
状
態
へ
と

推
移
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
‘
扉
用
者
の
増
加
の
反
面
、
個
人

業
主
‘
家
族
従
業
者
の
減
少
（
二
、
三
―
ニ

万
か
ら
一
、
五
五
七
万
へ
）
と
い
う
就
業
構

造
の
急
速
な
変
化
も
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
就
業
構
造
の
近
代
は
‘
労
慟
力
の

低
生
産
性
分
野
か
ら
高
生
産
性
分
野
へ
の
移

動
を
進
め
た
の
で
あ
る
。

規
模
別
の
就
業
者
の
構
成
に
も
明
ら
か
で

あ
る
が
、
製
造
業
の
場
合
、
一
、

0
0
0
人

以
上
の
大
企
業
で
二
九
年
の
九
二
六
千
人
か

ら
四
七
年
の
二
、
一
五
一
千
人
へ
と
二
倍
以

上
の
増
加
率
で
あ
り
、
五

0
0
1
九
九
人
の

企
業
で
二
•
五
倍
に
増
加
し
て
い
る
間
に
、

-
I
四
人
の
零
細
企
業
で
は
七
二
四
千
人
か

ら
九
六
五
千
人
へ
と
三
三
％
、
年
率
に
し
て

-
•
四
％
程
度
し
か
増
加
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
大
企
業
中
心
に
労
働
躯
約
産
業
か
ら

資
木
集
約
的
産
業
へ
の
転
換
と
い
う
労
慟
節

約
的
対
応
が
積
極
的
に
行
な
わ
れ
た
に
も
拘

ら
ず
、
生
産
の
拡
大
が
大
企
業
中
心
の
屑
用

増
加
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

産
業
別
の
構
成
比
で
も
、
五

0
年
に
は
一

次
産
業
は
一
―
-
・
七
と
第
二
次
産
業
の
そ
れ

の
三
分
の
一
へ
と
縮
小
し
て
い
る
。
こ
れ
は
‘

高
度
成
長
期
以
前
に
過
剰
労
働
力
を
抱
え
て

い
た
第
一
次
産
業
が
、
非
一
次
産
業
に
労
働

力
を
放
出
し
つ
づ
け
た
結
果
で
も
あ
る
。

農
業
分
野
に
お
け
る
過
剰
労
働
力
の
減
少

を
明
ら
か
に
示
す
の
は
自
営
業
主
に
対
す
る

家
族
従
業
者
の
相
対
的
減
少
で
あ
る
。
三
〇

年
当
時
に
お
い
て
は
‘
自
営
業
主
五
三
三
万

人
に
対
し
補
助
的
労
慟
力
で
あ
る
家
族
従
業

者
は
一
、

0
二
七
万
人
と
二
倍
に
近
い
も
の

で
あ
っ
た
が
‘
五

0
年
に
な
る
と
前
者
の
三

0
一
万
人
に
対
し
、
後
者
は
二
八
五
万
人
と

下
回
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
農
業
分
野
に

お
い
て
も
機
械
化
な
ど
の
省
力
的
技
術
対
応

が
進
み
、
生
産
性
は
長
期
的
に
み
る
と
五
％

程
度
の
上
昇
を
維
持
し
て
き
た
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
農
業
か
ら
非
農
業
へ
の
労
慟
力
の
移

動
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
農
業
地
域
か

ら
工
業
地
域
へ
の
移
動
の
指
標
の
―
つ
で
あ

る
市
町
村
間
の
人
口
移
動
率
を
み
る
と
三
〇

年
の
五
％
程
度
か
ら
四

0
年
代
後
半
に
は
八

％
前
後
へ
と
高
ま
っ
て
い
る
。
東
京
な
ど
三

大
都
市
圏
へ
の
人
口
転
入
超
過
は
三

0
年
代
、

四
0
年
代
を
通
じ
て
年
々
五

0
万
前
後
と
い

う
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

農業就業者と他産業への転出状況

（単位：千人）

昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭相50年

農 家 人 ロ 34,543 30,034 26,466 23,365 

農 業 就 業 者 12,720 11,540 8,230 6,150 

他産業への就職者 746 850 793 568 

うち農業従事者 303 173 205 144 

他産業からの帰農者 175 108 79 93 

農家子弟の新卒就農者 269 59 37 10 

うち「あとつぎ」 19 26 18 8 

（資料） 「農家就業動向調在」
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農
業
就
業
者
の
非
農
業
へ
の
転
出
状
況
を

よ
り
直
接
に
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
農
業
就

業
者
は
総
数
で
は
三
五
年
の
―
二
、
七
二

O

千
人
か
ら
五

0
年
の
六
‘
一
五

0
千
人
へ
と

ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。
こ
れ
は
農
業
の
生
産

の
国
民
経
済
に
占
め
る
シ
ェ
ア
が
、
同
じ
時

期
一
九
、
六
％
か
ら
、
六
•
三
％
へ
と
低
下

し
て
い
る
と
い
う
生
産
の
状
態
を
反
映
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
間
に
、
他
産
業
へ
の
就
職

者
は
年
に
よ
り
変
動
あ
る
も
の
の
、
三
五
年

七
四
六
千
人
、
五

0
年
で
五
六
八
千
人
と
多

v
、
他
産
業
か
ら
の
帰
農
者
の
そ
れ
ぞ
れ
一

七
五
千
人
、
九
三
千
人
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
農
家
子
弟
の
新
規

学
校
卒
業
者
の
就
農
者
は
二
六
九
千
人
か
ら
、

1
0
千
人
へ
と
激
減
し
て
お
り
、
農
家
後
継

者
は
年
々
一

0
千
人
を
下
回
っ
て
い
る
。
農

家
戸
数
も
三
五
年
の
六

0
六
万
戸
か
ら
年
々

三
％
程
度
の
減
少
が
生
じ
て
い
る
。
経
済
発

展
が
、
非
農
中
心
の
産
業
発
展
と
な
り
、
脱

農
過
程
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
、
労
働
力
の

面
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

産
業
発
展
か
第
二
次
産
業
中
心
か
ら
第
三

次
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

労
働
力
面
へ
の
影
響
も
ま
た
変
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
第
一
二
次
産
業
は
サ
ー
ビ
ス
産
業

中
心
で
あ
っ
て
、
第
二
次
産
業
に
比
べ
る
と

労
働
集
約
的
性
格
も
強
く
、
労
働
節
約
的
技

術
採
用
の
テ
ン
ポ
も
速
く
な
い
。
こ
の
結
果
‘

第
三
次
産
業
の
生
産
シ
ェ
ア
は
‘
=
1
0
年
の

四
八
•
四
か
ら
五

0
年
の
五
六
•
四
へ
と
若

干
の
高
ま
り
に
す
ぎ
な
い
が
、
就
業
者
の
シ

ェ
ア
で
は
、
同
じ
期
間
三
五
•
八
か
ら
、
五

ニ
・
一
へ
と
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
若
年
労
働
力
に
関
し
て
は
こ
う
し

た
第
三
次
産
業
指
向
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
指
向

が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
新
規
学
卒
者
の

就
職
先
の
産
業
別
構
成
比
で
第
三
次
産
業
は

三
五
年
に
中
学
卒
で
ニ
ニ
・
九
、
高
校
卒
で

四
六
・
ニ
、
大
学
卒
で
五
三
・
九
で
あ
っ
た

が
、
六

0
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
九
・
七
、
五

四
•
五
‘
六
ニ
・
三
と
高
ま
っ
て
い
る
。
従

来
、
比
較
的
第
二
次
産
業
指
向
の
強
か
っ
た

低
学
歴
層
で
も
第
三
次
産
業
指
向
が
高
学
歴

屑
に
接
近
し
て
苓
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
次
産
業
の
発
展
が
経
済
の
サ
ー
ビ
ス

化
、
情
報
化
の
性
格
を
強
め
て
い
る
こ
と
は
‘

労
慟
力
の
面
に
も
明
ら
か
に
反
映
さ
れ
て
い

る
。
第
一
―
一
次
産
業
の
就
業
者
の
総
数
は
四

0

年
の
二
‘

1
0
九
万
か
ら
五

0
年
の
二
、
七

1
0
万
‘
六

0
年
の
三
、
二
八
三
万
へ
と
増
加

し
て
い
る
か
、
同
じ
時
期
、
伝
統
的
な
存
在

で
あ
る
卸
売
・
小
売
業
の
増
加
が
二
倍
程
度

に
止
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
情
報
な
ど
新

規
分
野
を
含
む
サ
ー
ビ
ス
業
は
二
•
五
倍
、

と
く
に
サ
ー
ビ
ス
化
の
程
度
を
強
め
て
き
て

い
る
低
成
長
期
（
五

0
年
ー
六

0
年
）
で
は

増
加
テ
ン
ボ
も
増
大
し
て
い
る
。

労
働
力
供
給
過
超
か
ら
需
要
超
過
へ
の
基

調
転
換
に
よ
っ
て
就
業
構
造
の
近
代
化
が
進

ん
で
き
た
こ
と
は
以
上
に
み
た
と
お
り
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
失
業
の
情
勢
に
つ
い
て
ふ
れ

る
こ
と
に
し
よ
う
。
わ
が
国
の
場
合
、
戦
後

復
輿
期
は
失
業
の
実
態
は
資
料
的
に
は
十
分

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
完
全
失
業
率
は

―
1
0
年
代
後
半
で
も
高
度
成
長
期
と
大
差
な

い
一
％
台
の
水
準
で
推
移
し
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
れ
は
完
全
雇
用
の
状
態
が
達
成
さ
れ

て
し
た
と
は
い
え
ず
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う

に
潜
在
失
業
者
が
彪
大
に
存
在
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
不
完
全
就
業
者
の
定
義
は
単
純
で

は
な
い
が
、
労
働
時
間
が
標
準
よ
り
か
な
り

下
回
る
、
所
得
も
平
均
水
準
に
比
べ
て
大
き

な
格
差
が
あ
る
な
ど
の
状
況
下
、
さ
ら
に
意
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二、

識
面
で
は
、
現
状
に
満
足
せ
ず
‘
追
加
就
業

か
転
職
を
希
望
し
、
現
実
に
求
職
活
動
を
し

て
い
る
も
の
が
相
当
数
存
在
し
つ
づ
け
た
の

で
あ
る
。
三
五
年
に
お
い
て
も
就
業
者
総
数

の
五
％
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
高
度

成
長
下
の
雇
用
機
会
の
増
加
の
下
で
、
こ
の

不
完
全
就
業
者
は
漸
減
す
る
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
四
五
年
に
お
い
て
も
な
お
、
三
％
程
度

は
什
在
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
広
義
の
失
業
は
労
働
者
が
就

業
を
選
択
で
き
る
好
ま
し
い
経
済
に
な
っ
て

も
絶
滅
し
な
い
で
、
む
し
ろ
増
加
さ
え
す
る

の
で
あ
る
。

失
業
と
欠
貝
の
併
存
と
い
う
労

働
力
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
現
象
で
あ
る
。
高
度
成

長
期
の
末
期
、
四

0
年
代
の
後
半
に
お
い
て

は
四
％
前
後
の
欠
貝
率
と
二
％
の
失
業
か
併

存
し
て
い
た
し
、
五

0
年
代
か
ら
六

0
年
代

に
か
け
て
三

1
四
％
の
失
業
と
ニ
ー
三
％
の

欠
貝
率
の
同
居
が
生
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た

労
働
力
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
現
象
は
経
済
発
展
に

よ
っ
て
解
消
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
産
業
の

盛
衰
に
よ
る
労
働
力
の
需
要
の
質
的
変
化
か

大
き
い
場
合
に
は
加
速
さ
れ
た
り
す
る
の
で

あ
る
。

産
業
発
展
へ
の
労
働
力
の
寄
与

労
働
力
の
経
済
発
展
へ
の
寄
与
度
を
ま
ず

マ
ク
ロ
的
に
み
て
み
よ
う
。
経
済
成
長
の
要

囚
と
し
て
は
、
基
本
的
に
は
労
慟
力
、
資
本
‘

技
術
進
歩
て
あ
る
か
、
わ
か
国
の
経
済
成
長

を
こ
れ
ら
吸
囚
に
分
解
し
て
計
測
し
た
デ
ー

夕
て
み
る
と
‘
表
の
よ
う
に
、
経
済
成
長
率

か
九
•
八
％
と
高
か
っ
た
三
0
1

四
五
年
‘

低
成
長
期
（
四
・
九
％
）
に
か
か
っ
た
四
五

ー
五
四
年
に
お
け
る
労
慟
力
の
寄
与
率
は
そ

れ
そ
れ

i
・
ニ
％
‘
O
•

五
％
で
あ
る
。
高

度
成
長
期
に
は
一
割
強
‘
低
成
長
期
に
は
一

割
弱
と
資
本
に
比
べ
る
と
成
長
へ
の
舒
与
度

は
大
き
く
な
い
。
し
か
し
、
労
慟
者
数
‘
労

慟
時
間
、
労
働
の
質
に
分
け
て
高
度
成
長
期

と
低
成
長
期
と
て
比
較
し
て
み
る
と
、
豊
富

な
労
働
供
給
か
ら
不
足
へ
と
移
行
し
て
、
労

慟
者
数
の
寄
与
は
は
ほ
半
減
し
‘
週
休
二

H

制
の
普
及
な
ど
労
慟
時
間
短
縮
傾
向
を
反
映

し
て
労
働
時
間
の
寄
与
は
マ
イ
ナ
ス
て
二
倍

増
に
な
っ
て
い
る
反
面
‘
労
働
力
の
質
の
寄

与
は
、
か
え
っ
て
低
成
長
期
に
入
っ
て
高
ま

っ
て
苔
て
い
る
。

こ
れ
は
端
的
に
い
え
ば
‘
就
学
年
数
の
延

•
現
在
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経 済 成 長 の 要 因

55-60 60-65 65-70 70-75 75-79 , 55-70 70-79 

経済成長率 8. 7 9. 7 II.I 4. 7 5.3 9.8 4.9 

（労働） 2.0 0.6 1.0 h0.2 1.3 1.2 0.5 

就業者数 (2.2) (l. 7) (1.8) (0.4) (1.2) (1.9) (0.8) 

労慟時間 (0.8) （ム1.0)（△ 0.5) (cl. 7) (0. 7) ． '(△ 0.3) ('、0.6)
労慟の質 (0.4) (0.4) (0.6) (0.9) (0.2) (0.5) (0.6) 

（資本） 5.5 7 .8 8.2 4.8 2.3 7 .0 3. 7 

森本ストック (7 .4) (11.2) (12. 7) (ll. l) (6.4) (10.4) (9.1) 

資本の質 (5.9) (6.5) (5.4) (1.2) (0.0) (5. 7) (0. 7) 

（技術進歩等） 1.2 1.3 1.9 0.1 I. 7 1.6 0. 7 

〔分配率〕 〔58.9〕〔56.2〕(54. 7〕〔60.3〕〔64.0〕〔56.6〕〔62.2〕

（森料） 経済企画庁

長
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
‘
進
学

率
の
推
移
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
中
学
か

ら
高
校
へ
の
進
学
率
は
一
―
五
年
の
四
ニ
・
七

％
か
ら
三
0
年
H
-
•
五
％
と
高
ま
っ
た
後

も
、
年
ニ
ポ
イ
ン
ト
程
度
の
上
昇
で
四

0
年

に
七
0
•

六
％
、
そ
の
後
も
上
昇
テ
ン
ポ
を

緩
め
ず
に
五

0
年
九
一
・
九
％
と
高
校
教
育

の
地
義
務
化
状
態
と
な
り
、
そ
の
後
は
卜
昇

テ
ン
ポ
は
ゆ
る
や
か
に
な
っ
た
も
の
の
六
〇

年
の
九
五
％
に
ま
て
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
‘

高
校
か
ら
大
学
へ
の
進
学
率
は
三

0
年
前
後

二
0
％
前
後
て
低
迷
し
て
い
た
か
、
三

0
年

代
か
ら
急
速
に
上
昇
し
は
し
め
、
四

0
年
ニ

五
％
、
五

0
年
三
四
％
‘
六

0
年
五

0
％
に

ま
で
上
昇
し
て
き
て
い
る
。

進
学
率
の
上
昇
を
刺
戟
し
た
要
因
は
‘
ひ

き
金
と
し
て
は
三

0
年
代
に
人
っ
て
か
ら
の

高
度
成
長
に
よ
る
所
得
水
準
の
上
昇
か
こ
れ

を
可
能
に
し
た
こ
と
、
初
任
給
で
中
卒
大
卒

格
差
一
・
三
倍
（
三

0
年
）
と
い
う
学
歴
別
賃
金

格
差
‘
過
去
の
高
学
歴
者
の
稀
少
性
を
反
映

し
て
生
涯
所
得
で
二
倍
に
も
な
ろ
う
と
推
計

さ
れ
る
程
の
中
高
年
層
で
の
学
歴
別
昇
進
昇

給
の
条
件
差
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
女
性
の
札

会
的
進
出
、
都
市
化
な
ど
を
反
映
し
た
出
産

率
の
低
下
の
下
て
の
少
く
産
ん
て
大
切
に
育

て
る
傾
向
の
影
御
な
ど
も
見
逃
が
せ
な
い
要

囚
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
三

0
年
当
時
新
規
学
卒
就
職

者
に
占
め
る
中
卒
の
比
率
七

0
％
は
六

0
年

に
は
七
％
へ
と
低
下
す
る
反
面
、
高
卒
は
二

六
％
か
ら
五
四
％
へ
、
大
卒
は
七
％
か
ら
四

四
％
へ
と
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

労
働
力
の
質
は
新
規
就
職
者
の
平

均
就
学
年
数
の
三

0
年
ー
六

0
年
の
間
の
増

加
率
二
五
％
と
い
う
著
し
い
も
の
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
労
慟
力
の
経
済
発
展
へ
の
寄

与
は
量
か
ら
質
へ
と
移
行
し
な
が
ら
、
産
熟

の
労
慟
梨
約
か
ら
資
本
見
約
、
さ
ら
に
技
術

犯
約
へ
と
転
換
す
る
中
で
、
労
慟
の
経
済
成

長
寄
与
度
は
ゆ
る
や
か
に
高
ま
る
傾
向
を
示

し
た
の
で
あ
る
。

高
度
成
長
期
の
第
二
次
産
槃
中
心
の
技
術

革
新
の
展
開
期
に
企
業
の
求
人
ビ
ヘ
ビ
ア
は

中
卒
か
ら
高
卒
へ
と
推
移
し
た
。
低
成
長
期

に
な
っ
た
と
は
い
え
、
経
済
の
情
報
化
に
要

請
さ
れ
た
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
化
技
術
羊
新

は
高
卒
か
ら
大
卒
へ
と
い
う
企
業
の
求
人
ビ

ヘ
ビ
ア
を
変
化
さ
せ
た
。
そ
の
際
、
時
期
を
同

じ
く
す
る
よ
う
に
、
高
度
成
長
期
で
は
高
校

へ
の
進
学
が
急
伸
し
て
い
た
し
低
成
長
期
に

は
大
学
へ
の
進
学
が
速
ま
っ
て
い
た
。
教
育
‘

進
学
指
向
は
短
期
間
の
状
況
で
変
化
す
る
も

の
で
な
い
こ
と
は
過
去
の
実
績
か
ホ
し
て
い

る
か
、
労
慟
力
需
要
の
高
度
化
と
‘
供
給
面
の

対
応
（
進
学
率
の
上
昇
）
は
良
好
な
相
乗
効
果

を
発
揮
し
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
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一、

経

済

発

労
働
力
の
質
が
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て

い
る
こ
と
は
、
原
因
で
あ
る
が
、
結
果
の
面

か
ら
み
る
と
、
産
業
の
発
展
に
よ
る
労
慟
力

の
質
的
構
成
の
変
化
は
職
業
別
構
成
に
明
ら

か
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
純
労
働
者
の
相
対
的

減
少
と
専
門
的
技
術
的
職
業
の
相
対
的
増
加

に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
生
産
工
程
従

事
者
、
労
務
者
の
比
率
は
四

0
年
の
そ
れ
ぞ

れ
二
六
％
、
五
％
か
ら
六

0
年
に
は
二
四
％
、

四
％
へ
と
低
下
し
て
い
る
。
反
面
、
専
門
的

技
術
職
業
は
五
％
か
ら
九
％
へ
、
ま
た
管
理

的
職
業
も
一
―
-
％
が
ら
四
％
へ
と
変
化
は
大
き

い
。
低
成
長
期
に
入
っ
て
も
経
済
の
情
報
化

の
進
展
に
よ
り
、
就
学
者
の
増
加
―
四
％
（
四

五
年
i
六
0
年
）
の
下
で
、
専
門
的
技
術
的

職
業
従
事
者
は
実
に
三

0
％
の
増
加
、
な
か

で
も
技
術
者
は
倍
増
と
著
し
い
も
の
が
あ
り
‘

こ
れ
ま
で
専
門
的
技
術
的
職
業
の
代
表
で
あ

っ
た
教
貝
の
数
を
上
回
る
程
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
技
術
者
の
増
加
に
比

べ
れ
ば
、
数
的
に
は
少
な
い
が
、
増
加
率
五

0
％
と
著
し
い
も
の
に
科
学
研
究
者
が
あ
る
。

こ
れ
は
‘
こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
産
業
技
術

が
輸
入
依
存
で
あ
っ
た
状
況
か
ら
、
独
自
の

研
究
開
発
へ
と
移
動
す
る
産
業
発
展
の
段
階

に
か
か
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
反
映

す
る
も
の
で
あ
る
。

G
N
P
に
占
め
る
研
究

開
発
費
の
シ
ェ
ア
は
欧
米
を
上
回
る
段
階
に

さ
し
か
か
っ
て
き
て
い
る
し
、
技
術
貿
易
も
、

ま
だ
輸
入
超
過
で
あ
る
も
の
の
そ
の
バ
ラ
ン

ス
は
西
欧
主
要
国
と
大
差
な
い
状
態
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。

展

と

労

働

力

労
働
力
の
経
済
発
展
へ
の
寄
与
は
す
で
に

み
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
最
近
の
労
働

カ
の
条
件
の
変
化
の
面
か
ら
若
干
指
摘
し
て

お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
‘
労
働
力
の

高
令
化
、
女
性
の
社
会
的
進
出
、
外
国
人
労

働
者
へ
の
依
存
の
高
ま
り
な
ど
で
あ
る
。

ま
ず
、
高
令
化
で
あ
る
が
、
人
口
の
高
令

化
は
‘
六
五
オ
人
口
比
率
が
一

0
％
と
西
欧

諸
国
よ
り
若
干
下
回
る
も
の
の
、
人
口
予
測

か
ら
推
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
高
令
化
は
急
速

で
あ
る
。
人
口
高
令
化
は
当
然
な
が
ら
労
慟

カ
の
高
令
化
で
、
既
に
六
0
年
に
は
五
％
と
な

の

将

来

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
高
令
層
の
労
働
力
率
が

西
欧
や
米
に
比
べ
て
も
高
い
こ
と
に
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
平
均
寿
命
の
伸
長
‘
職
業
能
力

の
延
長
と
い
う
積
極
的
に
評
価
し
う
る
面
も

あ
る
。
し
か
し
、
他
方
、
産
業
サ
イ
ド
か
ら

は
年
慟
賃
金
制
な
ど
を
反
映
し
て
コ
ス
ト
的

に
は
若
年
層
に
比
べ
て
高
令
者
は
不
利
で
あ

る
と
み
な
さ
れ
、
現
に
労
慟
市
場
の
需
給
状

態
は
高
令
求
職
者
に
と
っ
て
不
利
で
あ
る
。

ミ
ク
ロ
的
に
は
と
も
か
く
、
マ
ク
ロ
的
に
み

て
高
令
者
依
存
が
必
至
で
あ
る
た
め
、
定
年

制
の
定
年
年
令
の
延
長
措
置
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
四

0
年
に
は
五
五
オ
定
年
主
流
で
あ

っ
た
の
が
六

0
年
に
は
六

0
オ
定
年
主
流
へ

と
変
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
高
令
者
依
存
が

経
済
発
展
に
如
何
に
影
響
す
る
か
は
大
き
な

問
題
で
あ
る
が
、
加
令
に
よ
る
職
業
能
力
の

調
在
（
労
慟
省
）
に
よ
れ
ば
適
当
な
配
慮
（
労

慟
時
間
、
職
務
配
慮
な
ど
）
に
よ
っ
て
労
慟

可
能
年
令
六

0
オ
は
、
か
な
り
多
く
の
職
業

分
野
で
労
慟
者
の
三

0
％
程
度
に
あ
て
は
ま

る
と
さ
れ
て
い
る
。
現
状
で
の
引
退
の
状
態

（六

O
i
六
五
才
労
働
力
率
五
四
％
）
な
ど
か

ら
判
断
す
る
と
、
労
慟
者
個
人
の
選
択
を
活

か
す
と
い
う
条
件
つ
き
な
ら
ば
、
高
令
化
が

“ 



戦後日本の経済発展と労働力

経
済
活
動
に
制
約
的
条
件
に
な
っ
て
い
る
と

み
な
く
て
い
い
と
判
断
さ
れ
る
材
料
で
あ
る
。

今
後
一
層
の
高
令
化
へ
の
事
前
的
対
応
を
ゆ

る
が
せ
に
し
な
け
れ
ば
、
高
令
化
か
経
済
発

展
へ
の
制
約
的
条
件
と
み
る
に
は
当
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
は
女
性
の
社
会
的
進
出
で
あ
る
。
高

度
成
長
期
の
中
頃
、
家
電
産
業
の
急
拡
大
な
ど

の
状
況
下
に
、
労
働
力
不
足
を
補
う
家
庭
主

婦
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
制
か
普
及
し
た
。
こ

れ
ら
の
女
性
は
出
産
育
児
の
時
期
に
一
旦
家

事
労
慟
者
と
し
て
リ
タ
イ
ア
し
た
後
に
復
帰

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
基
本
的
条
件

は
現
状
で
も
大
き
く
は
変
っ
て
い
な
い
。
そ

れ
は
女
子
の
年
令
別
労
働
力
率
の
サ
イ
ク
ル

に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。
西
欧
諸
国
で
も

共
通
し
た
傾
向
て
あ
る
か
‘
わ
か
国
は
‘
二

O

才
台
後
半
か
ら
三

0
オ
台
へ
か
け
て
の
引
退

に
よ
る
労
働
力
率
の
低
ド
の
程
度
は
大
ぎ
い
。

し
か
し
、
こ
の
就
業
中
断
は
個
人
的
に
は
所

得
条
件
へ
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
ば
か
り
で
な

v
、
マ
ク
ロ
的
に
は
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
‘

質
的
に
も
技
能
祷
積
に
よ
る
経
済
発
展
へ
の

術
与
の
減
少
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
わ
が
国
の
人
口
超
勢
か
ら
み
て
も
女
子

労
働
力
へ
の
依
存
は
強
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
近
年
制
定
さ
れ
た

よ
う
な
育
児
休
業
制
度
の
よ
り
一
層
の
整
備

な
ど
が
緊
急
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
雇
用

均
等
法
の
施
行
後
、
促
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
女

子
労
働
力
の
経
済
発
展
へ
の
寄
与
は
育
児
制

度
な
ど
と
相
侯
っ
て
よ
り
積
極
化
さ
る
べ
き

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
五
〇

年
1
六
五
年
の
一
雇
用
増
加
の
女
子
の
寄
与
率

が
六
六
％
と
い
う
数
字
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

経
済
の
国
際
化
は
、
経
済
発
展
の
前
方
に

登
場
し
た
。
わ
か
国
も
世
界
市
場
に
依
存
し

て
経
済
成
長
を
達
成
し
た
し
、
商
品
の
自
由

化
か
ら
資
本
の
自
由
化
へ
と
進
み
、
さ
ら
に

労
働
力
の
自
由
化
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
い

る
現
状
で
は
単
純
労
慟
力
の
受
入
れ
を
禁
止

す
る
と
い
う
建
前
で
、
市
寸
門
的
職
業
な
ど
へ

の
依
存
を
進
め
て
い
る
。
就
労
を
目
的
と
す

る
新
規
人
国
者
数
は
五

0
年
代
前
半
の
二
万

人
ベ
ー
ス
か
ら
六

0
年
代
前
半
四
万
人
台
‘

後
半
七
万
人
と
増
加
し
て
き
て
い
る
。
し
か

し
、
就
学
名
儀
な
ど
を
含
む
非
合
法
人
国
数

は
漸
増
し
、
人
管
法
違
反
件
数
な
ど
か
ら
の

推
測
に
よ
れ
ば
三

0
万
人
と
も
四

0
万
人
と

も
み
ら
れ
る
不
法
な
単
純
労
働
者
へ
の
依
存

が
現
実
と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る

3

k
産

業
と
称
せ
ら
れ
、
環
境
条
件
の
劣
悪
な
産
業

分
野
で
の
就
労
が
中
心
で
あ
る
。
正
規
入
国

で
な
い
た
め
に
劣
悪
な
労
慟
条
件
で
の
就
業

で
あ
る
こ
と
は
、
国
際
化
に
積
極
的
に
対
応

す
べ
巻
わ
が
国
と
し
て
は
残
念
な
が
ら
ア
ン

フ
ェ
ア
な
対
応
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
済
状
態
の
相
違
に
よ
る
所
得
条
件
の
大

き
な
格
差
が
不
法
入
国
の
主
要
因
で
あ
る
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
が
‘
送
り
出
し
国
で
あ

る
発
展
途
上
国
に
お
け
る
産
業
発
展
へ
の
援

助
‘
技
術
移
転
の
必
要
条
件
て
あ
る
技
能
研

修
へ
の
協
力
な
ど
へ
の
積
極
的
対
応
が
期
待

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
正
改
法
に
は
あ
る
程
度

の
時
間
を
必
要
と
し
よ
う
か
‘
仮
り
に
こ
の

問
題
に
適
切
な
対
応
か
と
ら
れ
な
く
‘
不
法

な
事
態
の
拡
大
が
放
罹
さ
れ
る
な
ら
ば
わ
が

国
の
経
済
発
展
そ
の
も
の
へ
の
制
約
条
件
と

も
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

労
慟
力
の
高
令
化
、
女
性
の
社
会
的
進
出
‘

外
国
人
労
働
力
依
存
は
、
経
済
発
展
の
帰
結

と
し
て
の
労
慟
力
の
問
題
で
あ
る
と
い
え
る

が
、
今
後
の
経
済
発
展
を
維
持
す
る
た
め
に

も
適
切
な
対
応
か
要
請
さ
れ
る
緊
急
課
題
と

い
え
よ
う
。
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と
な
が
ら
、
身
近
か
さ
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
と
て
多

長
」
と
い
う
文
字
に
気
付
か
れ
た
と
い

う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

陛
下
か
ら
少
し
離
れ
て
皇
太
子
殿

下
が
歩
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
幸
運
に
も
殿
下
と
は
か
な
り
御

話
し
を
す
る
機
会
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。
特
に
‘
今
か
ら
四
年
前
の
一
九

八
九
年
八
月
、
毎
日
新
聞
社
が
中
心

と
な
っ
て
開
催
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
人
類
生
存
へ
の
道
ー
|
；
八
口

·
環
境
•
開
発
ー
~
」
の
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
で
殿
下
を
お
迎
え
し
た
こ
と
か

あ
り
、
そ
の
際
友
人
を
御
紹
介
し
た

り
な
ど
し
た
こ
と
で
、
畏
れ
多
い
こ

と
い
う
こ
と
は
あ
の
四
年
前
の
こ
と

を
は
っ
き
り
と
記
憶
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
、
私

も
驚
き
ま
し
た
。
私
は
”
は
い
ー
•
特
に

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
て
あ
の
よ
う
な

会
議
を
続
け
て
お
り
ま
す
“
と
お
答

え
し
た
の
で
す
が
、
殿
下
も
何
度
か

う
な
づ
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
続
い
て
秋
篠
宮
夫
妻
で

す
。
紀
子
さ
ま
に
は
、
実
は
も
う
一

0
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
す
が
、
私

か
ウ
ィ
ー
ン
で
御
両
親
の
川
嶋
教
授

御
夫
度
に
大
変
御
厄
介
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
当
時
、

紀

f
さ
ま
が
一

0
歳
前
後
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
私
が
紀
子
さ
ま
に
；
紀

子
さ
ま
が
こ
の
位
の
時
（
背
の
高
さ

を
手
で
示
し
た
の
で
す
）
に
ウ
ィ
ー

ン
で
お
父
さ
ま
や
お
母
さ
ま
と
一
緒

に
あ
い
ま
し
た
よ
“
と
話
し
か
け
ま

し
た
。
紀
子
さ
ま
は
び
っ
く
り
し
た

し
ゃ
っ
た
の
で
す
。
学
習
院
大
学
の

川
嶋
教
授
も
こ
の
園
遊
会
に
出
席
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
話
を
な
ん
と
な
く
聞

い
て
お
ら
れ
た
皇
太
子
殿
下
の
妹
君

に
あ
ら
せ
ら
れ
る
紀
宮
が
、
紀
子
さ

ま
に
”
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で

す
か
“
と
話
し
か
け
ら
れ
、
紀
子
さ

ま
も
う
な
づ
い
て
お
ら
れ
た
。

続
い
て
高
円
宮
が
お
見
え
に
な
り
、

や
は
り
私
が
人
口
問
題
に
か
か
わ
り

の
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
て
の
こ
と
と

み
え
、
殿
下
の
方
か
ら
、
“
国
連
人

口
某
金
の
女
性
の
何
と
か
い
う
方
か

ら
人
口
時
計
を
貰
い
ま
し
た
よ
“
と
声

を
か
け
ら
れ
、
と
っ
さ
に
私
が
＂
サ

デ
ィ
ク
局
長
で
し
ょ
う
“
と
答
え
る

”
あ
：
そ
う
で
し
た
ね
。
あ
の

人
口
基
金
の
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ク

事
務
局
長
か
ら
人
口
時
計
を
い
つ
ど

こ
で
戴
か
れ
た
の
か
、
私
に
は
記
憶

が
な
い
の
で
す
。
あ
と
で
分
っ
た
の

で
す
が
、
昨
年
の
―
二
月
二
日
、
”
人

ロ
フ
ォ
ー
ラ
ム
祖
の
会
合
に
‘
私

は
残
念
な
が
ら
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て

欠
席
し
た
の
で
す
。
そ
の
時
、
高
円

宮
に
御
臨
席
戴
き
‘
サ
テ
ィ
ク
博
士

か
ら
人
口
時
計
が
贈
呈
さ
れ
た
こ
と

を
知
っ
た
の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
一
連
の
天
皇
御
一
家

と
の
夢
想
だ
に
す
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
対
話
は
、
人
口
研
究
家
に
と

っ
て
ま
こ
と
に
冥
利
に
尽
ぎ
る
も
の

で
し
た
。
私
自
身
の
生
涯
に
と
っ
て

数

の

人

々

で

混

雑

す

る

中

で

の

こ

と

二

度

と

あ

り

え

な

い

光

栄

で

あ

っ

た

で

、

私

に

対

す

る

御

記

憶

が

あ

る

と

ば

か

り

で

な

く

、

人

口

問

題

に

つ

い

は

思

わ

な

か

っ

た

の

で

す

。

と

こ

ろ

時

計

は

中

々

面

白

い

で

す

ね

“

と

い

て

の

天

皇

御

一

家

の

御

関

心

は

日

本

が

、

私

か

殿

下

に

”

殿

下

‘

お

久

し

振

わ

れ

、

私

が

＂

ま

た

新

し

い

の

が

現

の

政

府

や

政

治

家

、

そ

し

て

広

く

国

り

で

す

ね

“

と

申

し

あ

け

た

と

こ

ろ

在

製

作

中

で

す

か

ら

、

殿

F
に
は
ま
民
に
対
し
て
そ
の
認
識
の
重
大
性
を

途
端
に
殿
下
は
＂
あ
の
よ
う
な
会
議
よ
う
な
御
様
子
で
し
た
が
、
秋
篠
宮
た
御
覧
戴
け
る
と
思
い
ま
す
“
と
い
示
唆
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
私
共
は

を
今
で
も
や
っ
て
い
ま
す
か
＂
と
い
殿
下
が
私
の
話
を
つ
い
で
”
父
は
今
う
と
‘
殿
下
も
う
な
づ
い
て
お
ら
れ
深
刻
に
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
[

一
う
お
尋
ね
か
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。
日
こ
こ
に
き
て
い
ま
す
よ
“
と
お
っ
た
。
こ
の
高
円
宮
が
ど
う
し
て
国
連
い
と
思
い
を
あ
ら
た
に
致
し
ま
し
た
。

9
i
/
i
/
i
/
i
/
i
¢
 

と
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厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
は
‘
昭
和
六
二

年
に
「
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
世
帯
形
成
の

地
域
差
に
関
す
る
人
口
学
的
調
在
」
を
実
施

し
た
。小
稿
で
は
‘

こ
の
調
査
の
な
か
か
ら
「
山

•
は
じ
め
に

形
•
富
山
型

L

の
典
型
的
な
地
域
で
あ
る
山

②
 

形
県
束
田
川
郡
藤
島
町
を
と
り
あ
げ
東
北
日

本
の
ム
ラ
に
お
け
る
人
ロ
シ
ス
テ
ム
と
家
族

シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
を
高
齢
化
と
長
寿
化
の

進
展
が
家
族
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
い

る
か
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
あ
て
て
記
述
・

分
析
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
こ
の
調
森
は
‘
昭
和
六
二
年
―
―

月
一
日
現
在
、
調
査
対
象
地
域
に
居
住
し
て

い
た
世
帯
を
対
象
に
し
‘
こ
の
世
帯
に
昭
和

三
0
年
一
月
以
降
居
住
し
て
い
た
す
べ
て
の

世
帯
貝
を
調
企
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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● 清水浩昭くしみず• ひろあき〉

1943年東京に生れる。 1966年明治大学政

経学部政治学科卒業。 1972年東洋大学大

学院社会学研究科博士課程修了。厚生省

人口問題研究所人口動向研究部長を経て

現在、流通経済大学社会学部教授。社会

学博士。

（主な著書〕『人口と家族の社会学J (屈

書房、 1986年）、 r高齢化社会と家族構造
の地域性J (時潮社、 1992年）

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

者
の
流
出
に
よ
る
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

高
齢
化
の
進
展
は
‘
こ
の
ム
ラ
の
人
口
減
（
若

の
ム
ラ
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
急
激
な
人
口

％
水
準
に
到
達
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

で
に
平
成
八
年
(
-
九
九
六
年
）
の
一

Ji.o

年
人
口
割
合
は

位
推
計

と
比
較
す
る
と

こ
の
ム
ラ
の
老

昭
和
六
二
年
時
点
で
、
す

つ
ぎ
に
、
人
口
高
齢
化
の
進
展
状
況
を
み

の
数
値
を
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
が
平
成

四
年
九
月
に
発
表
し
た
将
来
推
計
人
口
（
中

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

六
0
年
が
一
五
•
三
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず

ヽ

ム
ラ
の
人
ロ
シ
ス
テ
ム

こ
の
ム
ラ
の
人
口
増
減
を
み
る
と
、

昭
和
三

0
ー
四

0
年
ま
で
は
人
口
増
で
あ
っ

た
か
、
四

0
ー
五
五
年
に
至
る
と
人
口
減
に

転
じ
、
五
五

i
六
0
年
に
は
人
口
増
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
再
ぴ
人
口
減
と
な
り
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
自
然
増
加
と

社
会
増
加
と
い
う
視
点
で
み
る
と
、
昭
和
三

0
年
以
降
‘
一
貰
し
て
自
然
増
と
な
っ
て
い

る
が
、
社
会
増
加
に
つ
い
て
は
‘
こ
の
約
三

0
年
間
社
会
滅
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
‘
杜
会
減
が
自
然
減
を
も
た
ら
す
程
著
し

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味

年
が
一

こ

る
と
、
昭
和
三

0
ー
三
四
年
（
期
間
平
均
値

以
下
の
数
値
は
‘
期
間
平
均
値
を
示
す
）
に

お
け
る
老
年
人
口
割
合
は
一
・
七
％
で
あ
っ

た
が
、
三
五
ー
三
九
年
に
三
•
四
％
、
四
〇

ー
四
四
年
に
四
•
八
％
、
四
五
！
四
九
年
に

七
•
三
％
を
示
し
、
高
齢
化
社
会
の
仲
間
入

り
を
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
後
の
状
況
を
示

す
と
、
昭
和
五
五
i
五
九
年
に
―
ニ
・
七
％
、

六
O
i
六
―
一
年
に
一
五
•
一
％
を
示
す
に
至

っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
藤
島
町
の
老
年
人

ロ
割
合
の
推
移
を
示
す
と
、
昭
和
三

0
年
が

四
•
三
％
、
三
五
年
が
五
•
六
％
、
四

0
年

が
七
•
一
％
、
四
五
年
か
九
•
五
％
、
五
〇

•
五
％
、
五
五
年
が
一
三
・
七
％
‘

さ
ら
に
、
長
耗
化
の
状
況
を
み
る
と
、
昭
5

”
 

和
六

0
年
の
平
均
寿
命
（
藤
島
町
の
数
値
）

は
‘
男
が
七
四
・
六
年
、
女
か
八
一
・
一
年

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
昭
和
三

0
年
（
山

形
県
の
数
値
）
で
み
る
と
、
男
が
五
五
•
八

年
、
女
が
五
九
•
三
年
で
あ
り
、
六
五
歳
ま

で
生
存
す
る
確
率
は
‘
男
が
四
七
•
四
％
、

女
が
五
五
•
八
％
、
七
五
歳
ま
で
は
男
が
二

-
•
五
％
、
女
が
三
一
・
ニ
％
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
昭
和
六

0
年
の
山
形
県
の
平
均

舟
命
を
示
す
と
、
男
が
七
五

・
O
年
、
女
が

八
0
•

九
年
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
‘
六

五
歳
ま
で
生
存
す
る
確
率
は
‘
男
が
六
一
・

四
％
、
女
が
七
八
•
一
％
で
あ
る
。
こ
の
数

値
を
念
頭
に
お
い
て
厚
生
省
の
平
成
元
年
簡

易
生
命
表
を
み
る
と
‘
わ
が
国
に
お
け
る
男

の
平
均
寿
命
は
七
五
・
九
年
、
女
は
八
一
・

八
年
‘
六
五
歳
ま
で
生
存
す
る
確
率
は
‘
男

が
八
ニ
・
六
％
、
女
が
九
一
•
一
％
、
七
五

歳
ま
で
は
男
が
六
三

・
O
％
、
女
が
七
九
・

六
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
昭
和
三
〇

年
に
つ
い
て
み
る
と
、
男
の
平
均
寿
命
は
六

三
•
六
年
、
女
が
六
七
•
八
年
で
あ
り
、
六

五
歳
ま
で
生
存
す
る
確
率
は
‘
男
が
六
一
・

八
％
、
女
が
七
0
•

八
％
、
七
五
歳
ま
で
は
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ま
ず
‘
こ
の
ム
ラ
の
約
三

0
年
間
に
お
け

る
家
族
変
動
の
過
程
を
核
家
族
冊
帯
割
合
の

変
化
に
焦
点
を
あ
て
て
み
る
と
、
昭
和
三
〇

年
の
核
家
族
世
帯
割
合
は
四
三
・
ニ
％
、
三

五
年
が
四
0
•

四
％
、
四
0
年
か
三
八
•
五

％
、
四
五
年
か
三
三
•
三
％
、
五
0
年
が
三

ニ
・
八
％
‘
五
五
年
か
二
七
•
八
％
、
六
〇

年
が
二
七
．
0
％
、
六
二
年
か
二
六
•
五
％

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
藤
島
町
に
つ
い
て

み
る
と
、
昭
和
四
五
年
か
三
四
・
ニ
％
、
五

0
年
か
三
一
・
九
％
、
五
五
年
が
二
九
•
五

％
、
六
0
年
が
二
八
•
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
数
値
を
念
頭
に
お
い
て
‘
わ
が
国

の
核
家
族
祉
帯
割
合
の
推
移
を
み
る
と
、
昭

二、
っ
て
い
た
。

男
か
三
四
•
六
％
、
女
か
四
七
•
六
％
と
な

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
ム
ラ
の
長

寿
化
が
著
し
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

と
も
あ
れ
、

こ
れ
ら
の
結
果
を
み
る
と
‘

こ
の
ム
ラ
は
‘
高
齢
化
と
長
寿
化
の
進
展
が

著
し
い
東
北
日
本
の
ム
ラ
の
―
つ
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ム
ラ
の
家
族
シ
ス
テ
ム

に
な
る
。

和
三
0
年
が
五
九
•
六
％
、
三
五
年
が
六
〇

・
ニ
％
、
四

0
年
が
六
ニ
・
六
％
、
四
五
年

か
六
三
•
五
％
、
五

0
年
か
六
三
・
九
％
‘

五
五
年
が
六
三
•
三
％
、
六

0
年
が
さ
一
・

五
％
と
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
‘

の
ム
ラ
の
核
家
族
世
帯
割
合
は
‘
近
年
に
至

る
は
ど
そ
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る
（
こ
れ

は
、
藤
島
町
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ

る
）
が
、
わ
が
国
の
全
体
状
況
に
つ
い
て
は
‘

近
年
に
至
る
ほ
ど
核
家
族
化
が
進
展
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
み
る
と
、

こ
の
ム
ラ
の
家
族
は
‘
非
核
家
族
化
の
進
展

が
許
し
い
こ
と
に
な
り
、
わ
が
国
の
全
体
状

況
と
は
‘
異
質
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と

つ
ぎ
に
、
昭
和
六

0
1
六
二
年
に
お
け
る

七
五
歳
以
上
の
「
核
家
族
的
世
帯
焔
属
率
」

を
み
る
と
、
こ
の
ム
ラ
の
割
合
は
二
•
三
％

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
わ
が
国
の
全
体
状

況
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
六

0
年
に
お
け

る
七
五
歳
以
上
の
「
核
家
族
的
世
帯
帰
属
率
」

は
三
三

・
O
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

結
果
を
み
る
と
‘
こ
の
ム
ラ
の
家
族
は
‘
「
親

子
家
族
I
」
（
イ
エ
規
範
の
規
定
力
か
強
く
‘

状
況
的
要
素
も
そ
れ
に
則
し
て
構
造
化
さ
れ こ

て
い
る
タ
イ
プ
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
ら
に
‘
こ
の
よ
う
な
家
族
構
造
を
も
た

ら
し
た
こ
の
ム
ラ
の
家
族
の
特
質
を
こ
の
三

0
年
間
に
お
け
る
家
族
構
成
の
変
動
パ
タ
ー

ン
で
み
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
‘
「
国
勢
調
査
」

で
表
章
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
家
族
類
型
に
基

づ
い
て
家
族
構
成
の
変
化
を
パ
タ
ー
ン
化
し

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
若
干
の
説
明
を
つ

け
加
え
る
と
‘
昭
和
三

0
年
時
点
で
「
夫
婦

と
＋
供
か
ら
な
る
冊
帯
」
で
あ
っ
た
家
族
が
、

三
五
年
に
は
「
女
親
と
子
供
か
ら
な
る
世
帯
」

に
な
り
‘
五
五
年
に
「
そ
の
他
の
親
族
世
帯
」

に
変
化
し
、
六
二
年
に
再
び
「
夫
婦
と
子
供

か
ら
な
る
枇
帯
」
に
な
っ
た
と
す
る
と
‘
こ

れ
を
「
核
家
族
世
帯
U
タ
ー
ン
型
」
と
称
す

る
こ
と
に
し
た
。
以
下
同
様
に
し
て
家
族
構

成
が
変
化
し
た
時
点
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
パ

タ
ー
ン
化
し
た
の
か
家
族
構
成
の
変
化
型
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
家
族
構
成
の
変
化

を
パ
タ
ー
ン
化
す
る
と
‘
―
二
の
タ
イ
プ
に

小
分
類
す
る
こ
と
か
で
き
る
。
こ
の
小
分
類

を
、
さ
ら
に
、
昭
和
六
二
年
時
点
で
「
核
家

族
世
帯
」
で
あ
っ
た
も
の
を
1

（
核
家
族
世

帯
へ
の
変
化
型
）
、
「
単
独
世
帯
」
で
あ
っ
た
も

（
単
独
世
帯
へ
の
変
化
型
）
、
「
そ
の

の
を
11
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表2 家族構成の変化の型別家族数（昭和30-62年）

変 化 の 型
ill升31展

藤島町

総 数 465(100.0) 

小 計 123(26.5) 
核家族世帯不変型 44(9.5) 

I 核家族世帯Uターン型 21(4.5) 
単独世帯から核家族世帯への変化型 11(2.4) 
その他の親族世帯から核家族世帯への変化型 47(10.1) 

小 .i・ 13(2.8) 
'i独世帯不変型 I(0.2) 

II 単独世帯Uターン型

核家族世帯から単独世帯への変化型 6(l.3) 
その他の親族世帯から単独世帯への変化型 6(1.3) 

小 計 329(70.8) 
その他の親族世帯不変型 135(29.0) 

Ill その他の親族世帯Uターン型 32(6.9) 
核家族世帯からその他の親族世帯への変化型 152(32. 7) 
単独世帯からその他の親族世帯への変化型 IO(2.2) 

他
の
親
族
世
帯
」
で
あ
っ
た
も
の
を
l
I
I

の
他
の
親
族
世
帯
へ
の
変
化
型
）
の
三
つ
に

大
分
類
し
た

(il)。

こ
の
家
族
構
成
の
変
化
型
に
基
づ
い
て
‘

こ
の
ム
ラ
の
家
族
変
動
を
大
分
類
で
み
る
と
、

111
の
「
そ
の
他
の
親
族
世
帯
へ
の
変
化
型
」

か
最
も
多
く
‘
つ
き
が
、
］
の
「
核
家
族
世

帯
へ
の
変
化
型
」
、

11
の
「
単
独
世
帯
へ
の
変

化
型
」
と
続
い
て
い
る
。
こ
れ
を
小
分
類
で

み
る
と
、
「
核
家
族
世
帯
か
ら
そ
の
他
の
親
族 （そ

み
る
と

世
帯
へ
の
変
化
型
」

が
最
も
多
く
‘
つ
ぎ

が
「
そ
の
他
の
親
族

世
帯
不
変
型
」
、
「
そ

の
他
の
親
族
枇
帯
か

ら
核
家
族
世
帯
へ
の

変
化
型
」
と
続
い
て

い
る
（
却
凶
鉛
面
）
。

こ
れ
ら
の
結
果
を

こ
の
ム
ラ

の
家
族
か
「
親
子
家

族
I
」
と
い
う
構
造

を
も
っ
て
い
る
が
故

に
‘
家
族
変
動
パ
タ

ー
ン
に
お
い
て
「
そ

の
他
の
親
族
世
帯
へ

の
変
化
刑
L

」
、
と
り
わ

け
「
核
家
族
世
帯
か

ら
そ
の
他
の
親
族
世

帯
へ
の
変
化
型
」
と

「
そ
の
他
の
親
族
不

変
型
」
が
多
数
派
と

な
っ
て
出
現
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
何
故
に
、
昭
和
三

0
年
代
よ

表 I 家族構成の変化の型

りも今日の方が核家族世帯割合か低く

なっているのであろうか。最後に、

変 化 の 引J 例 示

核家族世帯不変型 1-1、2-1、2-2、2-1-2-1

核家族世帯Uターン型 2-4-6-2 
I 
単独世帯から核家族世帯への変化和J 5 -1、5-2、5-3、5-4

その他の親族世帯から核家族世帯への変化型 6 -1、6-1 -2、6-2-1-2-1

単独世帯不変型 5 -5 

単独世帯Uターン刑 5-1-2-5、5-6-4-5
II 
核家族から単独世帯への変化型 2-1-5、2-4-5

その他の親族世帯から単独冊帯への変化芍'/ 6 -5、6-1 --5、6-2-1-5

その他の親族世帯不変型 6 -6 

その他の親族世帯Uターン型 6-2-1-5-6 
Ill 
核家族からその他の親族世帯への変化刑 2-6、2-1-2-4-6

単独世帯からその他の親族世帯への変化型 5-6、5-1-2-6

こ

（注） I (核家族世帯への変化型）、 II(単独世帯への変化和）、 Ill(その他の親族枇帯への変化型）

1 (夫婦のみの世帯）、 2 (夫婦I:子供からなる世帯）、 3 (男親とチ供からなる世帯）

（女親と子供からなる世帯）、 5 (単独枇帯）、 6 (その他の親族世帯）4
 

23 



図 1 山形県藤島町の家族変動の模式図
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一、

ム
ラ
の
人
ロ
シ
ス
テ
ム
と

る
こ
と
に
し
た
い
。

家
族
シ
ス
テ
ム

前
述
し
た
三
つ
の
小
分
類
を
中
心
に
し
て

こ
の
ム
ラ
の
家
族
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
を
人
口

変
動
と
の
関
連
で
み
て
み
た
い
。

こ
の
ム
ラ
の
家
族
構
造
は
‘

「
親
子
家
族

の
点
を
人
ロ
シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
で
検
討
す

I
」
(
「
直
系
家
族
制
」
と
よ
ぴ
か
え
る
こ
と

も
で
き
よ
う
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
人
口
高

齢
化
と
長
寿
化
と
の
関
連
で
み
る
と
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
状
況
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
、
人
口
高
齢
化
と
長
寿
化
が
さ
ほ
ど

進
展
し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
下
に
お
け
る

家
族
変
動
の
過
程
を
模
式
化
す
る
と
、
「
直
系

家
族
制
」
で
あ
っ
て
も
、
「
父
死
亡
」
の
つ
ぎ

に
「
母
死
亡
」
と
い
う
人
口
変
動
が
生
ず
る

と
‘
「
そ
の
他
の
親
族
世
帯
」
か
一
時
的
に
「

核
家
族
世
帯
」
へ
と
変
化
す
る
（
「
そ
の
他
の

親
族
世
帯
か
ら
核
家
族
世
帯
へ
の
変
化
型
」
）

が
、
や
が
て
「
子
の
結
婚
」
に
よ
っ
て
、
こ

の
「
核
家
族
冊
帯
」
は
再
ぴ
「
そ
の
他
の
親

族
世
帯
」
へ
と
変
化
す
る
（
「
核
家
族
世
帯
か

ら
そ
の
他
の
親
族
世
帯
へ
の
変
化
型
L
)

、
そ

し
て
、
こ
の
「
そ
の
他
の
親
族
世
帯
」
は
‘

「
子
の
子
供
（
孫
）
の
誕
生
」
に
よ
っ
て
「
（
三
世

代
）
の
そ
の
他
の
親
族
世
帯
」
へ
と
変
化
す

る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
人
口
高
齢
化
と

長
寿
化
が
さ
ほ
ど
進
展
し
て
い
な
い
と
い
う

状
況
下
に
お
い
て
は
‘
「
直
系
家
族
制
」
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
て
も
、
こ
の
家
族
構
造

に
ふ
さ
わ
し
い
家
族
構
成
が
形
成
さ
れ
な
い

ケ
ー
ス
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
か
、
人
口
高
齢
化
と
長
祷
化
が
進

展
す
る
と
、
「
父
死
亡
」
の
つ
ぎ
に
「
子
の
結

婚
」
が
生
じ
、
そ
の
後
に
「
母
死
亡
」
と
い

う
人
口
変
動
が
生
ず
る
蓋
然
性
が
高
く
な
っ

て
く
る
。
と
い
う
の
は
‘
近
年
に
至
る
と
、

平
均
寿
命
の
伸
長
と
高
齢
に
な
る
ま
で
生
存

で
き
る
確
率
の
上
昇
に
伴
っ
て
、
子
世
代
が

結
婚
す
る
年
齢
に
な
っ
て
も
‘
祖
父
母
世
代

が
健
在
で
あ
る
家
族
が
増
加
し
て
き
た
か
ら

で
あ
る
。
と
な
る
と
、
「
そ
の
他
の
親
族
世
帯
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不
変
型
」

に
な
り
得
る
ケ
ー
ス
が
増
大
し
て

く
る
こ
と
に
な
る
（
図
ぃ
鉛
面
）
。

と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
み
る
と
、

人
口
高
齢
化
と
長
寿
化
の
進
展
か
緩
慢
な
状

況
下
に
お
い
て
は
‘
「
直
系
家
族
制
」
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
る
社
会
に
お
い
て
も
一
時
的
・

過
渡
的
に
「
核
家
族
世
帯
」
が
出
現
す
る
（
「
そ

の
他
の
親
族
世
帯
か
ら
核
家
族
世
帯
へ
の
変

化
型
」
）
こ
と
に
な
る
が
、
人
口
高
齢
化
と

長
舟
化
が
進
展
す
る
と
、
一
時
的
・
過
渡
的

な
「
核
家
族
世
帯
」
が
減
少
し
、
「
そ
の
他
の

親
族
世
帯
不
変
型
」
か
多
数
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
こ
と
が
、
昭
和
三

0

年
代
に
お
い
て
は
‘
今
日
よ
り
も
「
直
系
家

族
制
」
規
範
が
強
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
‘

「
核
家
族
世
帯
」
割
合
が
高
か
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

ー
老
親
扶
養
と
の
関
連
で
ー

以
上
、
東
北
日
本
の
―
つ
の
ム
ラ
を
と
り

あ
げ
て
こ
の
ム
ラ
の
人
ロ
シ
ス
テ
ム
と
家
族

シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
を
人
口
高
齢
化
と
長
舟

化
に
焦
点
を
あ
て
て
記
述
・
分
析
を
試
み
て

•
む
す
び
に
か
え
て

き
た
か
、
最
後
に
、
そ
の
結
果
を
要
約
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
化
社
会
、
長
寿
杜
会
の
到

来
に
伴
う
老
親
扶
養
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

言
及
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
ム
ラ
の
家
族
は
‘
ぶ
旦
系
家
族
制
」
規

範
に
よ
っ
て
構
造
化
さ
れ
て
い
た
（
今
日
に

お
い
て
も
構
造
化
さ
れ
て
い
る
）
東
北
日
本

に
特
徴
的
な
ム
ラ
の
―
つ
で
あ
る
が
、
人
口

高
齢
化
と
長
絆
化
と
の
関
連
で
、
昭
和
三
〇

年
代
に
お
い
て
は
‘
核
家
族
世
帯
形
態
が
比

較
的
高
い
割
合
を
示
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

今
日
に
お
い
て
は
、
人
口
高
齢
化
と
長
寿
化

の
進
展
（
人
ロ
シ
ス
テ
ム
の
変
化
）
に
伴
っ

て
、
核
家
族
世
帯
形
態
が
減
少
し
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
人
口
高
齢
化
と
長
料
化
の
進

展
に
伴
う
高
齢
化
社
会
、
長
寿
社
会
の
到
来

と
三
世
代
世
帯
形
態
（
「
そ
の
他
の
親
族
世

帯
」
）
の
拍
頭
は
‘
か
え
っ
て
世
代
間
の
葛
藤

（
扶
養
・
介
護
を
め
ぐ
っ
て
）
を
も
た
ら
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
核
家
族
化
を
進
展
さ
せ
る

SI 

と
と
も
に
、
「
夫
婦
家
族
制
L

規
範
を
促
進
助

長
さ
せ
る
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。
と
す

れ
ば
、
高
齢
化
社
会
、
長
寿
社
会
に
お
い
て

大
き
な
課
題
と
な
る
老
親
扶
養
の
あ
り
方
は
‘

東
北
日
本
の
ム
ラ
に
固
有
な
人
ロ
シ
ス
テ
ム

と
家
族
シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
を
ふ
ま
え
て
展

開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

こ
の
調
奇
結
果
は
‘
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に

161 

思
え
て
な
ら
な
い
。

|
注
111

こ
の
調
究
に
つ
い
て
は
、
厚
生
省
人
口
問
題

研
究
所
『
昭
和
六
二
年
度
世
帯
形
成
の
地
域

差
に
関
す
る
人
口
学
的
調
査
』
、
一
九
八
九
年
三

月
を
参
照
さ
れ
た
い
。

切
こ
の
調
査
は
、
藤
島
町
の
な
か
か
ら
五
0
七

世
帯
を
有
意
抽
出
し
て
調
査
対
象
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
記
述
＇
分
析
は
、

有
効
票
四
六
五
世
帯
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
は
こ
の
調
森
世
帯
の
全
体
像
を

ム
ラ
と
称
し
て
お
き
た
い
。

131

『
一
九
八
五
年
市
区
町
村
別
生
命
表
』
厚

生
統
計
協
会
、
一
九
八
九
年
四
月
。

141

水
島
治
夫
『
府
県
別
生
命
表
集
（
大
正
一
〇

年
1
昭
和
三
一
年
）
』
生
命
保
険
文
化
研
究
所
、

一
九
六
一
年
。

固
親
夫
婦
と
子
夫
婦
と
は
‘
別
居
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
す
る
考
え
方
。

161

こ
の
ム
ラ
の
調
査
結
果
の
分
析
に
つ
い
て
は
‘

消
水
浩
昭
著
『
高
齢
化
社
会
と
家
族
構
造
の
地

域
性
1

人
口
変
動
と
文
化
伝
統
を
め
ぐ
っ
て

|
』
、
時
潮
社
、
一
九
九
二
年
を
参
照
さ
れ

こ
ヽ
°

t
し
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小
林
さ
ん
が
亡
く
な
る
一
週
間
前
の
五
月

一
八

H

（
火
）
夜
‘
私
共
の
仲
間
の
山
口

さ
ん
（
東
京
家
政
大
学
教
授
）
か
ら
電
話
が

あ
り
、
小
林
さ
ん
か
入
院
中
で
現
在
昏
睡
状

態
に
あ
る
と
い
う
。
山
口
君
が
今
日
病
院
を

か
ね
て
か
ら
病
気
療
養
中
だ
っ
た
本
協
会

理
事
、
小
林
相
正
氏
（
元
日
本
大
学
人
口
研

究
所
教
授
、
元
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
人

口
資
質
部
長
、
理
学
拇
士
）
は
‘
五
月
二
四

H
午
前
七
時
五
五
分
‘
心
不
全
の
た
め

H
大

駿
河
台
病
院
て
死
去
し
た
。
七
四
歳
。

小
林
和
正
氏
は
‘
昭
和
一
八
年
東
京
帝
国

大
学
理
学
部
を
卒
業
後
、
昭
和
ニ
一
年
か
ら

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
に
勤
務
し
人
口
賽

質
部
長
を
勤
め
‘
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
日
本
大
学
人
口
研
究
所

教
授
を
歴
任
し
た
。

同
氏
は
‘
こ
の
間
一
貰
し
て
人
口
学
分
野

に
お
い
て
賞
重
な
研
究
を
続
け
ら
れ
、
国
際

協
力
事
業
団
か
ら
委
託
を
受
け
本
協
会
か
実

施
し
た
中
華
人
民
共
相
国
人
ロ
・
家
族
計
画

基
礎
調
査
（
昭
和
五
九
年
三
月
）
及
ひ
中
華

人
民
共
和
国
人
ロ
・
家
族
計
画
第
二
次
粘
礎

調
卦
て
は
い
す
れ
も
現
地
調
査
副
団
長
を
務

め
、
調
査
報
告
の
と
り
ま
と
め
に
活
躍
さ
れ

し
こ
。
i
t
 

小
林
和
正
氏
の
逝
去
は
、
人
口
学
界
を
は

し
め
関
係
の
研
究
者
や
専
門
家
に
と
っ
て
大

き
な
痛
手
と
な
っ
た
。

訪
れ
た
時
‘
二
名
の
医
師
か
ら
こ
の
よ
う
な

状
態
で
面
会
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
わ
れ
、

彼
は
早
速
奥
さ
ん
に
電
話
し
て
確
認
し
た
と

い
う
。
あ
ま
り
に
突
然
の
こ
と
と
て
婉
き
自

宅
に
電
話
し
て
奥
さ
ま
か
ら
改
め
て
詳
細
を

知
っ
た
。
医
師
は
来
週
ま
で
持
ち
こ
た
え
る

こ
と
は
難
し
い
と
い
う
。
不
幸
に
も
こ
の
予

測
通
り
翌
週
月
曜
の
朝
七
時

f
五
分
に
永
眼

さ
れ
た
。

永
い
つ
き
あ
い
た
っ
た
。
原
生
省
人
口
問

題
研
究
所
、
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
を
経
て
、
私
共
の
大
学
の
人
口
研
究

所
に
研
究
所
教
授
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
っ

て
い
た
。
定
年
後
は
人
口
研
究
所
顧
問
と
し

て
大
学
院
生
の
教
育
‘
指
導
に
あ
た
り
、
本
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小林和正さんを偲ぶ

年
か
最
後
の
一
年
だ
っ
た
。

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
の
理

事
と
し
て
研
究
委
貝
会
の
活
動
に
も
参
加
し

て
戴
ぎ
‘
近
く
開
か
れ
る
予
定
の
専
門
委
貝

会
に
も
出
席
の
予
定
で
あ
っ
た
。

私
な
ど
と
同
じ
人
口
研
究
者
で
は
あ
る
が
、

自
然
科
学
部
門
の
人
類
学
の
出
身
で
あ
り
、

社
会
科
学
出
身
の
私
と
は
研
究
方
法
論
な
り
、

思
想
に
お
い
て
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
た
。

特
に
学
位
論
文
で
あ
る
日
本
人
の
古
代
の
寿

命
測
定
は
永
遠
に
そ
の
功
績
の
残
る
す
ば
ら

し
い
研
究
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
人
口

学
の
中
で
も
人
口
動
態
分
析
と
な
る
と
直
接
‘

間
接
私
の
研
究
と
も
深
く
か
か
わ
っ
て
く
る
。

特
に
、
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ

1
時
代
の
対
象
地
域
で
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
は

私
自
身
に
と
っ
て
も
特
に
関
係
か
深
か
っ
た

だ
け
に
、
小
林
さ
ん
の
束
南
ア
ジ
ア
人
口
学

は
私
に
と
っ
て
啓
発
的
で
あ
っ
た
。

点
都
大
学
定
年
後
、
日
本
大
学
研
究
所
教

授
と
し
て
人
LJ
研
究
所
の
専
任
教
授
の
地
位

の
下
に
研
究
を
続
け
て
賊
い
た
。
日
本
大
学

の
定
年
後
は
人
口
研
究
所
の
顧
問
と
し
て
、

二
年
任
期
の
第
二
期
目
の
最
後
の
年
か
本
年

度
で
あ
っ
た
。
顧
問
と
し
て
大
学
院
生
の
人

ロ
研
究
指
導
を
担
当
し
て
戴
い
て
い
た
。

小
林
先
生
に
は
自
然
科
学
部
門
の
人
類
学

の
出
身
者
と
し
て
の
す
ぐ
れ
た
学
風
が
あ
っ

た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
特
に
京

都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
に
赴
任

さ
れ
て
か
ら
は
い
わ
ゆ
る
京
都
学
派
的
思
考

の
影
響
を
受
け
ら
れ
、
小
林
人
口
学
は
一
層

洗
練
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
う
。

晩
年
、
国
際
協
力
事
業
団
の
依
嘱
を
受
け

て
、
中
国
の
人
口
調
脊
や
中
国
専
門
家
と
の

共
同
研
究
な
ど
で
二
回
に
わ
た
り
中
国
へ
行

を
共
に
し
た
。
特
に
‘
吉
林
省
で
の
吉
林
大

学
人
口
研
究
所
や
吉
林
省
計
画
生
育
委
貝
会

と
の
家
族
計
画
甚
礎
調
査
の
準
備
、
打
合
わ

せ
で
は
、
中
国
専
門
家
の
指
導
を
、
も
っ
ぱ

ら
小
林
さ
ん
か
中
心
と
な
っ
て
あ
た
っ
て
い

こ°t
 当
時
‘
す
で
に
心
臓
不
調
を
訴
え
ら
れ
て

い
た
か
、
た
し
か
一
九
八
五
年
の
二
回
目
の

中
国
研
究
旅
行
で
は
‘
四
川
省
の
成
都
の
諸

葛
孔
明
の
廟
参
観
の
際
、
人
口
の
石
段
の
所

で
座
っ
て
、
私
は
こ
こ
で
待
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
た
の
か
私
の
印
象
に
強
く
残
っ
て
い
る
。

ま
た
‘
描
陽
（
旧
奉
天
）
の
美
術
館
で
展
示

さ
れ
て
い
た
家
族
計
画
活
動
の
詩
‘
書
画
を

た
だ
御
冥
福
を

参
観
に
い
っ
た
時
、
出
口
て
私
共
一
行
は
揮

婿
を
所
望
さ
れ
た
。
”
小
林
さ
ん
I

代
表
て

書
い
て
下
さ
い
よ
“
と
俣
か
声
を
か
け
る
と
‘

”
冗
談
し
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
I

団
長
の
黒
田

さ
ん
書
い
て
下
さ
い
よ
“
と
に
べ
な
く
拒
わ

れ
、
止
む
な
く
苦
心
惨
櫓
の
上
、
汗
を
掻
き

な
が
ら
‘
漢
字
を
な
ら
へ
な
か
ら
、
中
国
計

画
生
育
政
策
の
成
功
を
確
侶
し
て
い
る
こ
と
‘

な
ぜ
な
ら
六
、

000-'lr
ロ
に
及
ぶ
万
里
の

長
城
と
一
、
七

0
0
キ
ロ
に
わ
た
る
大
運
河

の
建
設
と
い
う
人
類
か
そ
の
歴
史
で
想
像
し

え
な
か
っ
た
巨
大
事
業
を
達
成
し
た
中
国
民

族
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
わ
け
で
、

ペ
ン
害
を
筆
に
し
た
だ
け
の
拙
劣
な
文
字
て

あ
っ
た
。
小
林
さ
ん
も
私
の
書
く
の
を
心
配

し
な
が
ら
見
守
っ
て
戴
い
て
い
た
よ
う
で
あ

る。
入
院
中
、
小
林
さ
ん
か
新
し
い
小
林
人
口

学
の
構
想
を
練
っ
て
お
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
疑
い
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
構
想
に
つ

い
て
直
接
お
話
し
す
る
機
会
を
失
な
っ
た
こ

と
は
‘
私
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
っ

た
。
思
い
出
は
尽
き
な
い
。

祈
る
の
み
。
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【
ワ
シ
シ
ン

ト
ン
ー
日
小

松
浩
】
ク
リ

ン
ト
ン
米
大

統
領
II
似
顔

絵
1
1
は
三
十

H
、
連
邦
政
府
の
負
担
で

貧
し
い
女
性
の
中
絶
費
用
を
補
助
す
る

こ
と
を
認
め
る
方
針
を
決
め
た
。
一
九

七
六
年
に
成
立
し
た
ハ
イ
ド
修
正
条
項

は
、
母
体
に
差
し
迫
っ
た
危
険
が
な
い

限
り
‘
中
絶
費
用
を
出
せ
な
い
貧
困
層

の
女
性
へ
の
連
邦
政
府
の
資
金
援
助
を

禁
止
し
て
い
る
。
同
条
項
の
撤
廃
は
、

ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
選
挙
公
約
だ
っ

こ。f
 

一日（国連世界人口白書より）
300 

の

150 

100 

印21 25 
ー？
 
oo 21 5 
7
 
20 
碑幽細⑱

 
年

0

0

勁

5

人
口
•
億
人
ー

（
毎
日
新
聞
・
一
九
九
三
•
四
・
ニ
）

米
、
中
絶
費
用
補
助

貧

困

層

女

性

対

象

ヘ

に
ヵ
う
す
ふ
ぉ
ー
、
り
む

冷
戦
の
終
結
は
発
展
途
上
国
の
将
来

に
光
と
影
と
同
時
に
投
げ
か
け
て
い
る
。

民
主
化
の
進
展
や
軍
事
独
裁
政
権
の
崩

壊
を
＂
光
“
と
す
れ
ば
、
米
国
と
ロ
シ

ア
に
よ
る
賓
金
援
助
の
引
き
揚
げ
や
民

族
紛
争
は
“
影
“
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
一
層
深
刻
さ
を

増
す
と
み
ら
れ
る
人
口
問
題
、
そ
れ
に

八

0
年
代
初
頭
か
ら
続
く
累
積
債
務
問

題
も
な
お
煎
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

「二

0
五

0
年
の
人
口
が
現
在
の
米

国
並
み
に
消
費
す
れ
ば
、
世
界
の
石
油

埋
蔵
最
は
五
年
て
枯
渇
す
る
だ
ろ
う
」

ー

国

連

人

口

甚

金

(
U
N
F
P
A
)

は
人
口
問
題
に
指
導
者
の
関
心
を
引
き

寄
せ
る
た
め
に
JL
二
年
四
月
、
こ
ん
な

試
算
を
人
口
推
計
と
と
も
に
発
表
し
た
。

九
二
年
半
ば
の
世
界
人
口
は
推
定
五

十
四
億
八
千
万
人
。
九
八
年
に
は
六
ト

億
人
、
二

0
二
h
年
に
は
八
卜
五
億
人
‘

二

0
五

0
年
に
は
現
在
の
倍
近
い
百
億

人
に
な
る
と
い
う
の
が

U
N
F
P
A
が

最
も
確
率
か
高
い
と
見
る
ぶ
冗
訊
推
計
」

だ
。
「
高
位
推
計
」
な
ら
百
二
十
五
億

人
に
ま
て
膨
れ
上
が
る
。

毎
年
大
量
の
天
然
査
源
が
発
見
さ
れ

る
の
で
「
埋
蔵
最
」
は
な
か
な
か
減
ら

な
い
も
の
だ
が
、
「
発
見
」
の
ス
ピ
ー

ド
を
上
回
る
勢
い
で
人
日
の
絶
対
数
が

増
え
れ
は
‘
資
源
が
あ
っ
て
も
発
見
、

開
発
が
追
い
付
か
な
く
な
る
。

さ
ら
に
‘
水
‘
農
地
‘
森
林
と
い
う

再
生
可
能
と
思
わ
れ
る
資
源
で
す
ら
一

人
当
た
り
供
給
羅
が
減
り
、
人
間
の
生

活
に
支
障
を
き
た
す
。
人
LI
増
加
の
半

填
人
日
、
資
源
供
給
に
支
障

途輝
先

進

国

は

不

況

で

支

援

困

難
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米
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中
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人
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に
支
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章f
 

●
ア
ジ
ア
の
都
市
、
人
口
が
急

膨
脹
：
’
…
…
．．．．．．． 
,
 
．．．．．．．．．．． 
29 

•
8
0オ
以
上
が
急
増
・
・
・
・
・
・
東

.. 
,
 
.. 
30 

●
農
業
人
口
減
る
が
農
協
職
員

は

30年
で
倍
増
‘
... 、..... 、．．． 
會
•
3
0

●
女
性
に
深
刻
、
日
本
の
高
齢
30

●
不
景
気
で
減
る
引
っ
越
し
':32

●
子
供
の
人
口
ニ
―

1
0万
人

32

●
ピ
ル
早
期
”
解
禁
り
を
・
・
・
・
・
・
・
・
932

●
第
三
世
界
中
心
に
人
口
急
増
33

●
生
物
の

25％
が
絶
減
：
．．． 
‘
 
．．．．． 
33 

●
中
国
の
妊
娠
中
絶
を
米
非
難
33

●
途
上
国
、
女
性
の
地
位
向
上

で
人
口
爆
発
阻
止
：
．．．．．． 
隻
:
.. 
34 

●
中
国
、
人
口
問
題
で
国
民
生

活
向
上
に
重
荷
：
．
，
…
…
…•9
3
5

●
出
生
率
一
•
五
0
で
過
去
最
6
 

.•............ 

…
…
…
…
,
・
:
3
 

低
●
中
国
に
人
口
解
決
を
応
援
：
．

37

●
子
育
て
を
楽
し
め
る
雰
囲
気

7
 

が
な
い
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
…
…
…
…

3

●
米
、
人
口
政
策
、
転
換
ヘ
・
・
・
・
・
938

●
男
女
出
生
比
率
の
不
均
衡
・
・
939

●
人
口
の
東
京
集
中
鈍
化
…
... 39、

●
深
刻
化
、
中
国
の
環
境
汚
染
40

もくじ

分
は
ア
フ
リ
カ
、
南
ア
ジ
ア
に
集
中
し

て
お
り
、

U
N
F
P
A
の
推
計
で
は
‘

二
0
二
五
年
に
ア
フ
リ
カ
で
人
口
の
三

分
の
二
に
あ
た
る
十
億
人
以
上
が
水
不

足
に
苦
し
め
ら
れ
る
と
い
う
。
途
上
国

で
の
飢
餓
、
貧
困
問
題
は
一
層
解
決
困

難
な
問
題
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

冷
戦
終
結
で
軍
備
増
強
を
進
め
る
必

要
が
な
く
な
っ
た
い
ま
こ
そ
、
地
球
が

一
体
に
な
っ
て
人
口
や
環
境
対
策
に
乗

り
だ
せ
る
条
件
が
整
っ
て
い
い
は
す
だ

が
、
理
想
と
は
大
ぎ
く
隔
た
っ
て
い
る

の
が
現
実
だ
。
原
因
の
―
つ
は
先
進
国

の
不
況
と
大
最
失
業
で
、
超
長
期
的
な

人
口
問
題
か
各
国
の
政
策
の
中
て
高
い

優
先
順
位
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い

う
事
情
が
あ
る
。

ソ
連
の
崩
壊
で
、
発
展
途
上
国
の
自

立
や
地
球
規
模
の
問
題
解
決
に
貢
献
す

る
は
す
の

H
米
欧
主
要
先
進
国
は
自
国

の
経
済
へ
の
波
及
防
止
や
安
全
保
障
の

た
め
‘
何
よ
り
も
ま
す
ロ
シ
ア
を
は
じ

め
旧
ソ
連
諸
国
支
援
に
資
金
を
投
入
せ

ざ
る
を
え
な
い
現
状
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、
発
展
途
上
国
は
先
進
国

か
ら
の
支
援
を
受
け
に
く
く
な
っ
て
い

る
の
が
実
情
だ
。

世
界
銀
行
の
統
計
に
よ
る
と
‘
九
―
]

年
末
の
途
上
国
全
体
の
対
外
債
務
残
高

は
一
兆
七
千
億

'a。
経
済
立
て
直
し
が

進
む
中
南
米
諸
国
に
は
民
間
資
金
も
還

流
し
は
じ
め
た
が
、
中
近
東
、
ア
フ
リ

カ
地
城
、
特
に
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
諸

国
は
債
務
返
済
能
力
の
回
復
に
悪
戦
苦

闘
。
ア
ジ
ア
で
は
、
内
戦
後
の
復
興
を

は
か
る
カ
ン
ポ
ジ
ア
や
、
旧
ソ
連
に
よ

る
援
助
が
消
え
て
経
済
体
制
の
改
革
を

急
ぐ
モ
ン
ゴ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
も
新

し
い
ス
ポ
ン
サ
ー
を
探
し
求
め
て
い
る
。

七
月
の
東
京
サ
ミ
ッ
ト
（
先
進
国
首

脳
会
議
）
の
議
長
国
・
日
本
は
‘
ロ
シ

ア
支
援
や
マ
ク
ロ
経
済
問
題
と
あ
わ
せ

て
‘
冷
戦
終
結
後
の
途
上
国
援
助
問
題

を
主
要
議
題
の
―
つ
に
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
ロ
シ
ア
支
援
で
疲
れ
切
っ
た

欧
米
各
国
が
ど
こ
ま
で
こ
の
議
題
に
関

心
を
示
す
か
疑
問
視
す
る
声
も
出
て
い

る。

ア
ジ
ア
の
都
市
、
人
口
が
急
膨
脹

二
0
二
0
年
、
全
都
市
人
口
の
半
分
占
め
る

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
は
都
市
へ
の

人
口
流
入
か
激
し
く
、
二

0
二
0
年
に

は
世
界
の
都
市
人
口
の
半
数
以
上
が
こ

の
地
域
に
躾
中
す
る

I
。
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
は
十
九
日
ま
と
め
た
九
二
年
年

次
報
告
て
‘
ア
ジ
ア
の
都
市
膨
脹
に
ふ

れ
、
都
市
部
で
の
貧
困
が
今
世
紀
末
の

政
治
課
題
に
な
る
‘
と
警
告
を
発
し
た
。

同
行
の
試
算
に
よ
る
と
ア
ジ
ア
太
平

洋
の
都
市
人
口
は
今
後
三
十
年
間
平
均

三
・
三
％
で
増
加
し
‘
二

0
二
0
年
に

は
二
十
億
人
を
超
え
る
‘
と
い
う
。
一

九
六

0
年
の
都
市
人
口
は
全
体
の
一
八

％
だ
っ
た
が
、
九

0
年
に
は
三

0
%
、

―

;o二
0
年
に
は
半
数
以
上
が
都
市
に

集
ま
る
。

今
世
紀
末
に
は
ポ
ン
ベ
イ
、
カ
ル
カ

ッ
タ
、
上
海
で
人
口
か
千
五
百
万
人
を

超
え
、
バ
ン
コ
ク
、
北
京
、
テ
リ
ー
、

夕
ソ
カ
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
カ
ラ
チ
、
マ

ニ
ラ
、
ソ
ウ
ル
も
一
千
万
人
を
超
え
る
‘

と
み
て
い
る
。

蔑
村
て
は
人
口
増
に
見
合
う
土
地
を

確
保
で
き
な
い
こ
と
や
、
都
市
の
高
賃

金
に
あ
こ
が
れ
て
人
口
移
動
が
進
み
‘

す
で
に
生
産
の
五

0
％
以
上
、
国
税
の

I 

国
際
一
部

（
日
本
経
済
新
聞
・

一
九
九
三
•
四
'
-
=
-
）

樫
原
記
者

29 



80オ以上が

急増．”

米商務省

「世界人口報告」

一
九
九
＝
一
•
四
・
ニO
)

七
五
％
以
上
か
都

rh
て
ま
か
な
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
一
方
、
都
市
機
能
の
整
備

が
追
い
つ
か
ず
、
特
に
給
水
施
設
の
不

足
と
交
通
渋
滞
が
今
後
ま
す
ま
す
問
題

化
す
る
‘
と
指
摘
し
て
い
る
。

1
1
0
0
0
年
に
は
貧
困
家
庭
の
四
廿

％
が
都
市
部
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
幼

児
死
亡
平
‘
荊
気
の
感
染
‘
犯
罪
な
ど

か
増
加
し
大
き
な
問
題
に
な
る
‘
と
予

想
し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
・

【
ワ
シ
ン
ト
ン

19
日
共
同
】
米
商
務

省
統
計
局
は
卜
九

H

「
高
齢
化
す
る
世

界
•
第
二
部
」
と
題
す
る
冊
界
人
口
報

岩
を
発
表
し
‘
八
十
淡
以
上
の
占
め
る

割
合
が
急
増
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
‘
八
卜
歳
以
上
の
人

口
は
一
九
九
二
年
に
‘
六
十
五
歳
以
上

の
人
口
の
ニ
ハ
％
を
占
め
た
。
こ
の
割

合
は
‘
―

1
0
二
五
年
に
は
一
九
'
-
%

農協廠員数と農業就業者数の推移

91 

農
民
人
口
か
減
少
す
る
な
か
で
、
農

業
協
同
組
合
の
職
貝
数
が
逆
に
増
加
し

て
い
る
。

農
水
省
の
総
合
農
協
統
計
に
よ
る
と

全
国
に
約
三
千
あ
る
単
位
農
協
の
職
貝

数
は
九
一
事
業
年
度
末
て
過
去
最
高
の

ニ
ト
九
万
八
千
一
一
卜
四
人
と
な
っ
た
。

農
協
合
併
か
活
発
化
し
始
め
た
六

0
年

度
に
は
十
四
万
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の

で
約
三
十
年
で
は
ぽ
倍
増
し
た
。
同
じ

H
本
は
世
界
一
の
ス
ピ
ー
ド
で
世
界
最
高
の
超
高
齢
化
社
会
へ
の
道
を
歩
ん

独

居

．
 
寝

た

き

り

．
 
痴

ほ

う

女
性
に
深
刻
、

H
本
の
高
齢
化

農
業
人
日
減
る
が

農
協
職
員
は
30
年
で
倍
増

に
増
え
る
と
い
う
。

こ
の
割
合
の
伸
ひ
が
最
も
著
し
い
の

は
H

本
で
、
九
0
年
の
一
九
•
八
％
か

ら
‘
―

1
0
二
h
年
に
は
三
分
の
一
を
超

え
る
三
四
・
1

ハ
％
に
達
す
る
。
こ
れ
は

世
界
最
高
の
割
合
て
、
第
二
位
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
三
一
•
五
％
。

（
毎
日
新
聞
・
一
九
九
―
―
-
•
四
・
ニ
―
)

期
間
に
牒
業
就
業
者
数
は
半
減
し
て
お

り
、
農
薬
離
れ
が
進
む
な
か
で
漿
協
だ

け
か
肥
大
化
し
て
き
て
い
る
。

牒
協
の
職
貝
数
は
過
去
三
十
年
以
上

に
わ
た
り
は
ぽ
一
貝
し
て
増
え
て
き
た
。

こ
の
間
‘
規
楳
拡
大
や
効
率
化
を
め
ざ

し
て
合
併
は
進
み
‘
六
一
年
度
末
に
一

ガ
千
五
Ej
八
十
六
あ
っ
た
農
協
数
は
‘

九
一
年
度
末
に
は
三
千
三
百
七
十
三
と

約
四
割
ま
で
減
っ
て
い
る
。
し
か
し
職

員
数
は
合
理
化
効
果
か
慟
か
す
‘
増
え

て
き
た
。

牒
業
就
業
者
数
は
‘
六

0
年
に
は
千

四
百
九
十
四
万
人
た
っ
た
の
が
年
々
減

少
‘
九

0
年
は
五
百
六
十
五
万
人
に
な

っ
た
。
若
者
を
中
心
に
良
業
離
れ
か
進

ん
だ
が
、
牒
協
脱
貝
に
は
影
御
は
出
な

か
っ
た
。
一
定
以
上
の
農
地
を
所
有
し
て
い
て

農
協
の
正
組
合
員
と
な
っ
て
い
る
蔑
業

就
躁
者
の
数
も
緩
や
か
な
が
ら
減
少
傾

向
に
あ
る
。
職
員
一
人
あ
た
り
の
正
組

合
員
数
は
六
一
年
度
に
は
一

f-1八
人
だ

っ
た
か
‘
九
一
年
度
に
は
十
八
人
に
ま

で
減
少
し
た
。

金
融
自
由
化
の
な
か
で
農
協
の
収
益

環
境
は
急
速
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
て
は
信
用
、
保
険
事
業
で
利
益

を
上
げ
、
他
の
部
門
の
亦
字
を
補
て
ん

し
て
さ
c
て
い
た
が
、
自
由
化
で
金
融
部

門
の
利
益
率
が
悪
化
し
て
い
る
か
ら
だ
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率
化
が
迫
ら
れ
て

お
り
｀
職
貝
数
の
面
て
も
合
理
化
か
必

要
と
な
っ
て
ぎ
そ
う
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞
・

一
九
九
三
•
四
·
ニ
ー
l
-）

JO 
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（
単
位
：
百
万
人
）

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
女
性
の
平
均
紆

命
は
男
性
よ
り
長
く
、
死
亡
率
も
低
い

こ
と
か
ら
「
高
齢
人
口
の
女
性
化
」
が

深
刻
に
な
る
一
方
だ
。
夫
に
先
立
た
れ
、

独
り
暮
ら
し
の
女
性
が
増
え
る
中
て
‘

こ
う
し
た
女
性
の
介
護
負
担
が
新
た
な

問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

解

説

部

大

津

こ
の
は
ど
発
表
さ
れ
た
日
大
人
口

pJf

究
所
の
推
定
（
図
参
照
）
て
は
‘
平
均

寿
命
は
‘
二

0
0
0
年
に
は
男
性
七
十

七
．
h
九
、
女
性
八
十
三
•
八
五
‘
-
．

0
二
五
年
に
は
男
性
七
十
九
•
一
七
才
‘

女
性
八
卜
五
•
八
h
各
歳
と
な
り
、
六

茂
の
差
は
ほ
ぼ
現
在
と
変
わ
ら
な
い
。

と
こ
ろ
か
‘
今
て
も
高
齢
者
の
絶
対

数
で
女
性
が
男
性
を
卜
回
っ
て
い
る
の

に
‘
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
差
が
開
い
て

く
る
見
通
し
た
。
六
十
五
成
以
上
の
人

口
は
‘
九

0
年
に
は
女
性
八
百
九
十
二

万
対
男
性
六
百
一
万
（
恙
二
百
九
十
i

万
）
だ
っ
た
。
そ
れ
が
二

0
0
0
年
に

は
千
二

H
五
ト
Jj
対
九
百
十
’
ハ
万
（
差

―-.Ei三
卜
四
Jj)
、
二

0
二
五
年
に
は

T
八
百
九
十
ガ
対
千
四
百
三
卜
万
と
‘

そ
の
差
は
実
に
四
百
六
十
万
各
人
に
な

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
夫
に
先
立
た
れ
た
女
性
が
激

増
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

六
十
五
歳
以
上
の
独
居
名
人
の
比
率

は
、
女
性
の
方
か
は
る
か
に
高
く
な
り
‘

九
0
年
に
は
一
四
•
七
％
だ
っ
た
の
か
、

彬
裕

ニ
0
1
0
年
に
は
一
九
•
五
％
‘
―
1
0

一
五
年
に
は
ニ
―
•
八
％
（
男
性
は
一

ニ
・
三
％
）
と
な
る
。
高
齢
女
性
の
五

人
に
一
人
は
独
居
老
人
に
な
る
の
て
あ

る。
寝
た
き
り
老
人
も
痴
は
う
性
名
人
も

女
性
の
方
が
多
く
‘
二

0
二
五
年
に
は

そ
れ
ぞ
れ
百
四
十
五

Jj
、
二
百
ニ
ト
一

ガ
各
人
に
も
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

特
に
女
性
の
痴
ほ
う
性
老
人
の
出
現
率

か
増
え
‘
二

0
二
五
年
に
は
六
卜
五
歳

以
上
の
-
―
.
，
ハ
九
％
‘
つ
ま
り
十
人

に
一
人
強
が
ボ
ケ
る
と
い
う
悲
し
い

f

測
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
女
性
を
中
心
に
痴
ほ
う

性
老
人
が
増
え
る
の
は
‘
八
十
五
歳
以

上
の
「
ス
ー
ハ
ー
・
オ
ー
ル
ド
L

が
増

え
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
六
十

h

歳
以
上
か
「
オ
ー
ル
ド
」
で
、
七
十
五

版
以
上
は
「
オ
ー
ル
ト
・
オ
ー
ル
ト
L

と
呼
ば
れ
る
。
高
齢
者
の
中
で
今
後
一
二

十
五
年
間
で
最
も
高
い
増
加
率
を
見
せ

る
の
が
、
「
ス
ー
パ
ー
・
オ
ー
ル
ド
」

屑
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
独
居
‘
寝

た
き
り
、
痴
ほ
う

i

こ
の
二
軍
苦
‘

あ
る
い
は
三
重
苦
を
抱
え
た
高
齢
女
性

へ
の
社
会
サ
—
ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。

女
性
に
と
っ
て
も
う
―
つ
の
問
題
は
‘

こ
の
よ
う
な
寝
た
き
り
名
人
や
痴
は
う

性
老
人
を
介
護
す
る
負
担
が
か
か
っ
て

く
る
こ
と
て
あ
る
。
こ
の
負
担
は
、
現

布
て
も
そ
う
だ
か
、
そ
の

f
供
に
あ
た

る
四
十
改
代
の
専
業
主
婦
に
爪
く
の
し

か
か
っ
て
く
る
。

こ
の
年
齢
層
の
女
性
て
九

0
年
に
介

護
し
て
い
る
の
は
十
五
人
に
一
人
だ
っ

た
が
‘
1
:
0二
五
年
に
は
四
五
•
六
一
―
―

%
‘
は
ぽ
二
人
に
一
人
か
介
護
す
る
確

率
に
な
る
と
い
う
。

二
0
二
仕
年
に
四
十
成
代
に
な
っ
て

い
る
の
は
‘
現
在
の
小
学
生
て
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
女
性
の
高
学
歴
化
は
ま
す
ま

す
進
み
‘
少
子
化
に
よ
る
労
働
力
不
足

で
労
働
市
場
へ
の
女
性
の
進
出
は
は
る

か
に
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
確
実
。
四

十
茂
代
の
女
性
の
二
人
に
一
人
か
家
庭

で
介
護
に
当
た
る
こ
と
が
は
た
し
て
出

来
る
の
か
。

こ
ん
な
深
刻
な
予
測
を
出
し
た

H
大

人
LJ
研
の
つ
く
っ
た
人
ロ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

を
な
か
め
て
い
る
と
‘
二

o,
一
五
年
と

そ
の
前
後
の
日
本
の
社
会
と
女
性
の
う

め
き
さ
え
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。

（
読
売
新
聞
・

一
九
九
一l
l
•四
・
ニ
四
）

JI 



総
務
庁
は
一
日
、
平
成
四
年
の
住
民

基
本
台
帳
人
LJ
移
動
報
告
を
発
表
し
た
。

昨
年
一
年
間
に
全
国
の
市
区
町
村
間
を

移
動
し
た
人
の
総
数
は
、
前
年
よ
り
一

Jj
五
千
人
減
少
し
て
六
百
三
十
八
万
八

千
人
（
男
性
三
百
四
卜
八
万
千
人
、
女

性
二
百
九
十
万
七
千
人
）
。
全
人
口
に
対

す
る
移
動
者
の
割
合
を
ホ
す
移
動
率
は

五
・
一
七
％
で
‘
過
去
最
低
だ
っ
た
前

年
を
さ
ら
に

O
・
O
三
ボ
イ
ン
ト
下
回

り
、
昭
和
二
十
九
年
の
調
企
開
始
以
来
、

最
低
の
数
字
と
な
っ
た
。

同
庁
で
は
「
不
漿
気
で
新
規
就
業
や

住
宅
建
設
が
抑
制
さ
れ
た
の
が
原
因
で

は
な
い
か
」
と
分
析
し
て
い
る
。

同
じ
都
逍
府
県
内
で
の
移
動
者
は
前

年
比
で
0
•
三
％
増
加
し
た
が
、
都
道

府
県
間
の
移
動
者
は

O・

七
％
減
少
し

て
お
り
、
経
済
活
動
の
低
調
さ
を
反
映

し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
都
道
府
県
別

不景気で減る

0--
25年 45
昭和

55 60 2 4 
平成

総
務
庁
が
「
こ
ど
も
の
日
L

に
ち
な

み
四

H
付
で
発
表
し
た
「
わ
か
国
の
子

供
の
数
L

調
究
で
、
わ
か
国
の
子
供
(
+

五
歳
未
満
）
の
数
が
、
四
月
一
日
現
在

で
二
千
百
十
万
人
と
前
年
よ
り
五
十
三

万
人
減
少
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
も

前
年
を

O
'
五
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
一
六
'

九
％
と
‘
い
ず
れ
も
戦
後
最
低
を
記
録

し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

、
、
~
、
、
,
:
＇
~
‘
、
,
、

1
,

＾
'
‘

9
9
9
9
:

，
9
9
,
'
~
'

，
＇
：
'
‘
,
‘
べ
^
:
,
'
‘
‘
'
‘

'
V
、
~
、
、
、

ピ

ル

早

期
IJ

解
禁
“
を

厚

相

に

要

望

書

,
、
‘
‘
‘
〗
}
]
刃
’
、
ミ
翌
‘
}
、
、
＇
、
ヽ

エ
イ
ズ
の
ま
ん
延
か
懸
念
さ
れ
る
な
二
日
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
、
日
本

ど
と
し
て
‘
一
年
以
上
実
質
的
な
審
議
母
性
保
護
医
協
会
、
日
本
家
族
計
画
協

が
冷
凍
状
態
に
な
っ
て
い
る
ピ
ル
（
経
会
、
日
本
家
族
計
画
連
盟
の
四
団
体
が

口
避
妊
薬
）
の
早
期
認
可
を
求
め
て
十
厚
相
に
要
望
書
を
提
出
す
る
。
専
門
家

子
供
の
人
日
ニ

戦
後
最
低
●‘ ． 

lo万
人

15
オ
未
満
が

1717%

に
見
る
と
‘
転
入
者
が
転
出
者
を
上
回

っ
た
の
は
卜
七
県
で
‘
転
入
者
数
か
ら

転
出
者
数
を
差
し
引
い
た
「
社
会
増
」

は
‘
埼
玉
（
四
万
五
千
人
）
、
千
棄
（
三

万
三
千
人
）
、
神
奈
川
（
一
万
七
千
人
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
転
出
超

過
の
県
は
三
十
都
府
県
で
、
「
社
会
減
L

は
‘
束
京
（
五
万
千
人
）
、
大
阪
（
三
万

九
千
人
）
、
長
崎
（
八
千
人
）
の
順
。
一

位
の
東
京
の
減
少
数
は
前
年
の
三
万
六

千
人
を
上
回
り
、
三
年
間
続
い
て
い
た

都
民
人
口
流
出
の
減
少
傾
向
は
止
ま
り
‘

再
ぴ
増
加
に
転
じ
た
。
ま
た
‘
三
大
都

市
圏
で
は
‘
東
京
固
へ
の
転
入
超
過
は

四
万
三
千
人
に
達
し
、
大
阪
圏
（
二
万

四
千
人
出
超
）
、
名
古
屋
圏

(
h
千
人
入

超
）
と
比
べ
、
首
都
圏
一
極
集
中
の
傾

向
が
続
い
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
·
一
九
九
一
―
―
•
五
・
ニ
）

原
生
省
人
口
問
題
研
究
所
て
は
「
某

本
的
に
は
女
性
の
晩
婚
化
、
高
学
歴
化

に
伴
う
出
生
率
低
下
に
よ
る
も
の
だ
が
‘

教
育
費
の
高
騰
や
有
給
育
児
休
業
制
度

の
未
整
備
な
ど
環
境
が
整
っ
て
い
な
い

こ
と
も
背
娯
に
あ
る
」
と
分
析
し
て
い

る。
総
人
口
に
占
め
る
子
供
の
割
合
は
‘

第
二
次
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
の
一
時
期
を
除

い
て
、
戦
後
は
ほ
ぼ
一
貰
し
て
低

F
し

て
お
り
、
昭
和
六
十
三
年
に
は
二

0
%

を
下
回
っ
て
い
る
。

ま
た
、
諸
外
国
と
比
較
す
る
と
、
調

壺
年
次
は
異
な
る
も
の
の
、
主
要
国
の

中
で
は
ド
イ
ツ
(
-
六

・
O
％
)
、
イ
タ

リ
ア
（
一
六
•
三
％
）
に
次
い
で
低
い

水
準
に
あ
り
、
世
界
有
数
の
“
子
供
小

国
“
と
い
え
る
。

（
読
売
新
聞
・
一
九
九
＝
一
•
五
•
五
）
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の
団
体
か
ら
の
働
き
は
初
め
て
て
‘
認

AI
に
向
け
て
の
大
き
な
推
進
力
に
な
る

と
み
ら
れ
る
。

低
用
最
の
ピ
ル
は
一
J
L
八
七
年
か
ら

臨
床
治
験
が
行
わ
れ
、
中
央
秦
事
審
議

会
で
安
全
性
と
有
効
性
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
九
二
年
二
月
、

「
公
衆
衛
化
的
見
地
か
ら
」
、
エ
イ
ズ
予

防
の
た
め
認
叶
に
は
慎
重
に
な
ら
さ
る

を
得
な
い
と
し
て
継
続
審
議
扱
い
に
な

り
‘
今
に
至
っ
て
い
る
。

要
望
害
は
‘
「
ピ
ル
は
一
般
的
に
は
決

ま
っ
た
カ
ッ
プ
ル
の
間
て
利
用
さ
れ
る
。

エ
イ
ズ
予
防
は
正
し
い
知
識
の
普
及
や

啓
発
‘
性
教
育
の
推
進
な
ど
で
成
し
遂

け
ら
れ
る
も
の
て
あ
り
、
関
連
づ
け
て

論
じ
る
こ
と
は
困
難
し
と
速
や
か
な
審

議
再
開
を
要
望
し
て
い
る
。

坂
元
正
一
・
日
本
母
性
保
護
医
協
会

長
は
「
ピ
ル
の
使
用
で
性
的
行
動
が
積

極
的
に
な
る
と
い
う
文
献
は
今
の
と
こ

ろ
な
い
。
認
可
す
れ
ば
エ
イ
ズ
感
染
が

増
え
る
と
見
な
す
の
は
学
問
的
で
な
い

し
、
女
性
を
侮
辱
す
る
こ
と
だ
L

と
要

望
書
提
出
の
動
機
を
説
明
し
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
・

一
九
九
一l
-
•五
・

、こ

生
物
の

25
％
が
絶
滅

食
糧
間
題
の
恐
れ
も

●
ワ
シ
ン
ト
ン
に
本
部
の
あ
る
人
口
調

企
研
究
所
が

1
1
H
発
表
し
た
人
口
調
査

報
告
書
に
よ
る
と
‘
現
在
、
世
界
の
人

【
ロ
ー
マ

20
日
1
1
都
丸
修
一
】
国
連

食
椛
股
業
機
関

(
F
A
0
、
本
部
ロ
ー

マ
）
は
二
十
日
、
先
進
国
の
過
剰
な
消

費
な
ど
の
た
め
ぶ
地
球
上
の
生
物
の
四

分
の
一
か
、
今
後
三
十
年
間
に
消
滅
す

る
危
機
に
あ
る
」
と
発
表
‘
将
来
の
世

代
は
深
刻
な
食
糧
問
題
に
直
面
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
警
告
し
た
。
エ
オ
ア
ル
ド
・

サ
ウ
マ
事
務
局
長
は
「
先
進
国
と
発
展

途
上
国
で
生
物
の
多
様
性
を
保
護
す
る

た
め
‘
緊
急
に
共
通
の
政
策
を
つ
く
る

必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

F
A
0
に
よ
る
と
、
生
物
の
多
様
性

が
失
わ
れ
る
原
因
は
①
先
進
国
の
過
剰

な
消
費
②
貧
し
い
国
々
に
す
む
大
勢
の

人
口
急
増

第
三
世
界
中
心
に

FAO 

「危機」

と警告

口
は
過
去
最
高
の
ペ
ー
ス
て
増
加
し
て

お
り
‘
増
加
分
の

95
％
を
第
三
冊
界
の

国
々
の
人
々
が
占
め
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
報
告
書
に
よ
る
と
、
世
界

の
人
口
は
毎
年
9
0

0

 0万
人
す
つ
増

加‘

1
9
9
3
年
半
ば
に
は
55
億
人
に

達
す
る
。
（
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
）

（
毎
日
新
聞
・

一
九
九
l
-＿
•
五
・

~ 

飢
え
た
人
々
か
、
無
計
画
に
食
糧
を
求

め
ざ
る
を
得
な
い
現
状
③
人
日
の
急
増
‘

が
互
い
に
か
ら
み
合
っ
て
い
る
と
し
て

い
る
。F
A
0
の
推
定
に
よ
る
と
‘
問
題
は

農
産
物
の
原
種
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
、
今
恨
紀
だ
け
で
穀
物
の
原
種
の
七

五
％
が
消
え
た
と
い
う
。
一
八
四

0
年

代
に
百
万
人
以
上
の
餓
死
者
か
出
た
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
き
き
ん
の

よ
う
な
、
単
一
種
栽
培
に
よ
る
危
険
性

が
繰
り
返
さ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
。

F
A
0
は
‘
こ
の
ま
ま
の
人
口
増
加

が
続
け
ば
、
先
進
国
の
食
権
生
産
は
今

後
二
十
九
年
間
に
現
在
よ
り
六

0
％
増

●
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
米
国
務
長
官
は
18

日
、
米
下
院
外
交
委
員
会
で
の
証
言
て
‘

人
LI
抑
制
策
の
方
法
の
一
っ
と
し
て
中

国
が
進
め
て
い
る
妊
娠
中
絶
は
「
嫌
悪

感
を
も
よ
お
し
、
政
策
と
し
て
問
題
が

あ
る
」
と
述
べ
、
中
絶
に
反
対
の
立
場

を
表
明
し
た
。

（
毎
日
新
聞
・
一
九
九
三
•
五
・
ニ
O
)

中国の妊娠

中 絶 を

米が非難

や
す
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か

し
‘
牒
地
を
広
け
る
こ
と
は
限
界
で
、

漁
業
分
野
で
も
多
く
の
魚
が
什
綺
の
限

界
に
近
づ
い
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
‘

F
A
0
は
J
L
五
年
に
‘

植
物
原
種
保
存
国
際
技
術
会
議
」
を
開

催
す
る
計
画
だ
。

（
朝
日
新
聞
·
一
九
九
一l
-
•五
・
ニ
ー
）
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【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ニ
十
七
日
1
1
宮
田

一
雄
】
カ
イ
ロ
て
来
年
秋
に
開
か
れ
る

'
ヤ
定
の
「
世
界
人
口
会
議
」
の
第
二
圃

準
備
会
合
か
こ
の
は
ど
国
連
本
部
て
開

か
れ
‘
途
卜
国
の
女
性
の
地
位
向
上
か

会
議
の
中
心
テ
ー
マ
と
な
る
こ
と
か
確

認
さ
れ
た
り
カ
イ
ロ
会
議
は
．
一
ト
一
世

途上国、女性の地位向上で

人日爆発阻 止
冒:::111:,111111二i『備IIIM~~ほ1ift.fiil~i,~1\I胤11:鴫鯛Ii川 ii= `~ 
人隅

80

70 

の
人
口
燥
発
を
防
ぐ
た
め
の
今
後
二
十

年
間
の
世
界
の
人
口
政
策
を
決
定
づ
け

る
会
議
と
さ
れ
、
日
本
に
対
し
て
人
口

対
策
の
面
か
ら
も
途
上
国
液
金
援
助
の

要
請
が
強
ま
り
そ
う
だ
。

世
界
人
口
会
議
は
十
年
に
一
度
開
か

れ
て
お
り
‘
来
年
の
カ
イ
ロ
会
議
（
九

60 

50 

40 

月
H

|
＋
三

n)
か
二
皿
目
と
な
る
。

今
月
卜
日
か
ら
一
,
ト

-
H
ま
て
国
連
本

部
て
開
か
れ
た
準
備
会
合
て
は
‘
人
口

問
題
を
途

t
国
の
開
発
と
結
ひ
付
け
る

視
点
が
強
調
さ
れ
、
「
選
択
と
責
任
」
か

今
回
の
会
議
の
副
題
と
し
て
採
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

-s 

竺

8

4

n

 

•9 
W

5

4

3

2

 

現在 20/5 （年）

同
会
議
の
関
係
者
に
よ
る
と
‘
「
選

択
」
と
は
ー
子
供
を
何
人
廂
ん
て
育
て

る
か
」
の
選
択
、
つ
ま
り
家
族
の
規
校

を
決
め
る
選
択
権
の
こ
と
て
‘
こ
う
し

た
選
択
権
と
そ
れ
に
伴
う
責
任
を
女
性

が
持
て
る
だ
け
の
社
会
的
条
件
を
、
い

か
に
整
え
る
か
が
会
議
の
最
も
大
き
な

テ
ー
マ
に
な
る
と
い
う
。

途
卜
国
の
一
部
で
は
‘
乳
幼
児
の
死

亡
率
が
高
い
地
域
は
ど
何
人
か
の
子
供

か
死
亡
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
多
数

の
子
供
を
出
廂
す
る
と
い
う
傾
向
か
あ

り
‘
貧
困
ー
多
産
ー
貧
困
の
悪
循
環
が

人
口
煤
発
を
も
た
ら
す
結
果
に
な
っ
て

い
る
か
ら
だ
。

図
の
二

0
一
五
年
の
地
球
人
口
の
う

ち
、
中
間
値
七
卜
六
億
人
は
現
打
の
人

ロ
対
策
の
レ
ヘ
ル
を
落
と
さ
ず
に
努
力

を
続
け
た
場
合
、
最
も
高
い
数
字
は
何

も
せ
ず
に
ほ
う
っ
て
お
い
た
場
合
、
最

低
の
数
字
は
最
大
限
の
努
力
を
車
ね
た

場
合
ー
の
国
連
の
推
定
値
て
あ
る
。
最

高
他
で
推
移
す
る
と
将
来
的
に
地
球
人

口
は
．
一
百
五
十
億
人
に
ま
て
増
大
す
る

が
、
中
間
値
を
た
ど
る
と
約
Ei
十
三
億

人
で
ピ
ー
ク
に
逹
し
、
最
小
値
な
ら
約

八
|
七
億
人
で
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
。

会
議
の
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
テ
ィ
ク
事
務

届
長
は
報
告
の
中
て
、
今
後
二
十
年
間
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〔
第
二
子
を
産
む
と
多
額
の
罰
金
刑
〕

中
国
の
人
日
は
九
二
年
未
て
ト
一
億
七

千
万
人
を
超
え
た
。
世
界
の
人
口
五
十

五
億
の
約
五
分
の
一
を
占
め
る
。
巨
大

な
人
口
圧
力
は
国
内
的
に
は
各
分
野
に

重
い
負
担
に
な
っ
て
い
る
し
、
対
外
的

に
は
偽
装
難
民
の
流
出
な
ど
の
問
題
を

牛
ん
て
い
る
。

中
国
か
人
口
問
題
の
重
要
性
を
認
識

し
、
計
画
出
産
と
い
う
人
口
抑
制
策
を

本
格
的
に
採
り
始
め
た
の
は
七

0
年
代

初
め
に
な
っ
て
か
ら
て
あ
る
。
五

0
年

代
に
人
口
抑
制
論
を
毛
沢
東
か

1

人
の

多
い
こ
と
は
よ
い
こ
と
で
あ
る
し
と
し

て
退
け
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
人
口
膨

張
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

中
国
、

n
 

に
地
球
人
口
を
中
間
値
か
ら
最
低
値
の

レ
ヘ
ル
に
近
づ
け
て
い
（
た
め
に
は
‘

途
上
国
の
乳
児
や
妊
沌
婦
死
亡
率
‘
家

族
の
規
模
な
ど
を
先
進
国
並
み
に
近
づ

け
る
こ
と
か
必
要
と
強
調
し
た
。

ま
た
‘
こ
れ
ら
の
目
標
を
実
現
さ
せ

る
に
は
‘
先
進
国
は
政
府
開
発
援
助

(
O

D
A
)
の
四
％
を
途

t
国
の
人
口
問
題

に
あ
て
る
ぺ
苔
た
と
指
摘
し
た
。

H
本

は
国
連
人
口
基
令
に
対
し
て
は
約
四

f

五
百
Jj
ト
し
を
拠
出
し
て
最
大
の
拠
出
国

と
な
っ
て
い
る
が
、

O
D
A
総
額
と
の

比
率
て
い
う
と
、
直
接
‘
人
口
問
題
に

あ
て
ら
れ
て
い
る
査
金
は

0
•
六
I
O
.

七
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
・
一
九
九
三
・
五
・
二
八
）

七
0
年
代
初
め
か
ら
、
中
国
は
計
画

出
廂
の
宜
伝
＇
教
育
を
展
開
し
始
め
た
。

雌
任
‘
廂
児
制
限
の
サ
ー
ヒ
ス
を
無
料

て
提
供
し
た
り
、
人
日
を
経
済
計
向
に

も
組
み
人
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

七
八
年
以
後
、
計
画
出
所
を
基
本
的

な
国
策
と
し
、
関
連
法
令
を
制
定
し
‘

各
レ
ヘ
ル
の
計
画
出
廂
活
動
機
関
を
設

笛
し
た
。
人
口
増
加
の
目
標
を
定
め
‘

「
晩
婚
＇
晩
廂
＇
少
生
＇
優
生
」
政
策

を
採
り
、
七
九
年
か
ら
は
「
一
組
の
夫

婦
に
：
人
の
子
供
II
一
人
っ

f
政
策
」

を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
人
っ
子
政
策
を
守
れ
ば
‘
奨
励
金

や
栄
養
補
助
金
を
出
す
と
い
う
職
場
も

あ
る
し
‘
住
宅
や
医
療
‘
託
児
所
人
所
、

人

間

題

国
民
生
活
向
上
に
重
荷

で

入
学
な
ど
の
面
で
俊
遇
を
受
け
る
ケ
ー

ス
も
あ
岱
第
二

f
を
廂
む
と
、
優
遇

が
な
く
な
る
だ
け
て
な
く
多
訊
の
罰
令

を
科
す
地
方
も
あ
る
ほ
ど
て
あ
る
。

こ
の
た
め
処
罰
を
恐
れ
て
出
産
し
て

も
届
け
出
な
い
‘
な
ど
の
理
由
に
よ
る

ぶ
‘
み
っ

f
」
（
黒
核

f
)
が

T
五
百

万
人
に
も
達
し
て
い
る
。
な
お
、
人
口

抑
制
策
は
全
体
と
し
て
都
市
よ
り
も
農

村
に
対
し
て
緩
や
か
で
あ
り
、
漢
民
族

よ
り
少
数
民
族
に
対
し
て
緩
や
か
に
な

っ
て
い
る
。

〔
毎
年
、
千
五
百
万
人
増
加
〕
現
在

の
中
国
の
人
口
は
次
の
よ
う
な
特
徴
を

持
つ
。

194碑
“3 
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①
人
口
の
総
数
か
大
き
い
1
1
九
二
年
＇

末
の
人
口
は
ト
一
億
七
千
百
七
ト
一
万

人
に
達
し
て
い
る
。
約
二
十
年
間
に
わ

た
る
人
口
抑
制
策
の
実
施
て
、
人
口
増

加
を
一
定
水
準
に
抑
制
し
た
も
の
の
、

ま
だ
人
口
は
毎
年
千
五
百
万
人
前
後
増

え
続
け
て
い
る
，

②
出
廂
適
齢
期
の
女
性
の
比
率
が
高

い
1
1
九

0
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
総

人
口
に
占
め
る
出
産
適
齢
期
の
女
性
の

比
率
は
二
七
％
、
人
口
年
齢
の
中
央
値

は
一
―
卜
五
歳
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年

齢
構
成
は
今
後
十
年
程
度
、
出
生
率
が

高
い
水
準
を
維
持
す
る

nI能
性
を
示
し

て
い
る
。

③
農
村
人
口
の
比
率
が
高
い
1
1
中
国

て
は
現
在
、
六
四
％
の
人
口
が
農
村
に

住
ん
て
い
る
。
経
済
＇
文
化
の
立
ち
遅

れ
て
い
る
牒
村
の
現
状
は
短
期
間
に
改

善
て
き
な
い
。
農
民
が
根
強
く
持
っ
て

い
る
「
多
子
多
福
」

(
f供
が
多
い
は
ど

福
も
多
い
）
と
い
っ
た
伝
統
観
念
は
容

易
に
は
な
く
な
ら
な
い
。
男
尊
女
卑
の

観
念
に
よ
る
女
児
間
引
き
な
ど
の
問
題

も
あ
る
。
農
村
に
計
画
出
産
の
必
要
性

を
埋
解
‘
実
施
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て

困
難
で
あ
る
。

中
国
は
人
口
が
多
い
た
め
‘
耕
地
も

森
源
も
一
人
当
た
り
で
は
多
く
は
な
い
。
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経
済
・
文
化
水
準
も
ま
だ
低
い
。
巨
大

な
人
口
は
国
の
発
展
と
国
民
生
活
の
向

上
に
重
い
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

〔
「
最
大
扶
養
人
口
」
は
十
七
億
人

？
〕
中
国
の
耕
地
は
世
界
の
そ
れ
の
七

％
で
、
一
人
当
た
り
て

O
・
O
八
六
わ

で
あ
り
、
世
界
の
平
均
0
•
三
む
と
比

へ
か
な
り
少
な
い
。
こ
の
耕
地
て
世
界

の
二
二
％
を
占
め
る
人
口
を
養
っ
て
い

る。
人
日
は
毎
年
確
実
に
増
え
て
い
る
か
‘

耕
地
は
平
均
三
卜
万
じ
す
つ
減
少
し
て

い
る
。
今
後
と
も
耕
地
が
減
り
続
け
る

と
、
食
糧
問
題
が
深
刻
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
中
国
の
土
地
資
源
と
食
糧
の

最
大
生
産
能
力
か
ら
み
て
‘
養
え
る
最

大
人
口
は
十
六
億
—
十
七
億
人
と
い
う

研
究
も
あ
る
。

多
す
ぎ
る
人
口
は
就
職
‘
教
育
‘
住

宅
‘
交
通
‘
保
険
医
療
‘
社
会
福
祉
な

ど
各
分
野
へ
の
圧
力
と
な
っ
て
お
り
、

就
職
難
や
住
宅
難
な
ど
様
々
な
問
題
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
現
在
、
中
国
で
は

年
二
千
万
人
程
度
が
労
働
年
齢
に
逹
し

就
職
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、
慟
き
口

が
十
分
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
農
村
の

余
剰
労
働
力
は
一
億
人
を
超
え
て
い
る
。

中
国
は
八

0
年
に
―

1
0
0
0年
ま
て

の
人
口
を
ト
ニ
億
人
以
下
に
す
る
目
標

叶
年
一
年
間
の
全
国
の
子
ど
も
の
出

化
数
・
出
牛
率
が
史
上
最
低
を
記
録
し

た
こ
と
が
四

H
‘
厚
生
省
の
ま
と
め
た

盈
i

成
四
年
人
口
動
態
統
計
」
で
わ
か

っ
た
。
女
性
の
晩
婚
化
か
進
ん
で
い
る

う
え
、
結
婚
後
す
ぐ
に

f
ど
も
を
つ
く

ら
な
い
夫
婦
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど

か
影
脚
し
て
い
る
と
厚
牛
省
で
は
分
析

し
て
い
る
。

同
統
計
に
よ
れ
ば
‘
平
成
四
年
の
全

国
の
出
生
数
は
約
百
二
十
九
万
九
千
人
‘

前
年
よ
り
一
万
四
千
人
以
上
減
少
し
過

去
最
低
と
な
っ
た
。
母
親
の
年
齢
別
で

は
二
十
ー
ニ
十
四
歳
の
出
生
数
は
約
二

千
五
百
人
増
え
た
が
、
ニ
ト
五
ー
ニ
十

几
践
が
一
万
七
千
人
近
く
減
少
‘
―
―
-
+

ー
三
十
四
歳
も
約
五
百
人
減
り
、
全
体

の
出
生
数
が
下
が
っ
た
。

合
計
特
殊
出
生
率
（
一
人
の
女
性
か

一
生
で
産
む
子
ど
も
の
数
）
も
一
•
五

0
と
、
前
年
（
一
•
五
三
）
を
下
回
り

出
生
率

過
去
最
低
。
都
道
府
県
別
に
み
る
と
最

も
高
い
の
は
沖
縞
の
[
•
九
八
、
最
低

は
東
京
の
一
'
-
四
た
っ
た
り

婚
姻
件
数
は
昭
和
六
十
三
年
以
降
‘

再
ひ
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
四
年
は

約
七
十
五
万
四
千
組
て
、
前
年
（
七
十

四
ガ
ニ
千
組
）
よ
り
一
万
二
千
組
増
え

こ。f
 婚
姻
届
を
出
し
た
初
婚
の
女
性
は
二

十
五
ー
三
十
四
版
て
一
万
二
千
人
以
上

増
え
‘
二
十
四
歳
以
下
で
千
五
百
人
近

く
減
っ
た
。
初
婚
の
女
性
の
平
均
年
齢

は
戦
後
最
も
高
い
ニ
卜
六
•
O
版
と
な

り
‘
晩
婚
化
が
一
層
進
ん
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
男
性
の
平
均
年
齢
は
三

年
連
続
二
十
八
•
四
歳
だ
っ
た
＂

結
婚
件
数
が
増
え
て
い
る
の
に
反
し

出
牛
数
・
出
牛
率
が
低
下
し
た
こ
と
に

つ
い
て
‘
厚
生
省
は
「
女
性
の
晩
婚
化

や
、
す
く
に

f
ど
も
を
つ
く
ら
な
い
夫

婦
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
が
原
因
で

•
五0
で
過
去
最
低

女
性
の
晩
婚
化
と
熟
年
離
婚
も
増
加

を
掲
げ
た
が
、
実
際
は
十
三
億
人
程
度

に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

ジ
ェ
ト
ロ
中
国
経
済
研
究
会

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
一l一
•
五
•
三
ー
）

は
な
い
か
。
今
後
は
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ

ー
ム
冊
代
が
結
婚
適
齢
期
に
人
る
の
て
‘

出
生
数
の
低
下
な
ど
に
歯
止
め
は
か
か

る
と
息
う
」
と
み
る
。

一
方
‘
離
婚
件
数
は
前
年
よ
り
一
万

組
以
上
多
い
約
十

L
万
九
千
二
百
組
で
、

こ
れ
ま
で
一
番
多
か
っ
た
昭
和
h
十
八

年
を
抜
い
て
過
去
最
多
と
な
っ
た
り

lol

居
期
間
が
ニ
卜
年
以
上
の
”
熟
年
夫
婦
“
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にゅうすふぉーらむ

男

女

と

も

働

き

過

ぎ

男
性
の
家
事
、
育
児
参
加
の
必
要
性

を
訴
え
た

r
男
だ
っ
て
子
育
て
」
の
著

者
、
広
岡
守
穂
中
央
大
教
授
の
話

r
出

生
率
の
低
下
は
晩
婚
化
と
合
わ
せ
て
‘

日
本
の
女
性
が
働
き
な
が
ら
結
婚
し
て

子
育
て
を
す
る
の
が
い
か
に
難
し
い
か

を
示
し
て
い
る
。
男
女
と
も
働
き
過
ぎ

で
あ
り
、
労
慟
時
間
を
短
縮
し
‘
共
慟

き
の
夫
婦
で
も
家
事
‘
育
児
を
楽
し
め

る
よ
う
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
先
決
だ
」

（
産
経
新
聞
・

の
離
婚
が
前
年
よ
り
二
千
八
百
件
以
上

増
え
た
の
が
目
立
っ
た
。

こ
の
は
か
、
全
国
の
死
亡
数
は
高
齢

化
を
反
映
し
て
前
年
よ
り
二
万
五
千
人

以
上
増
え
、
約
八
十
五
万
五
千
人
と
な

っ
た
。
死
亡
原
因
別
で
は
が
ん
か
昭
和

五
十
六
年
以
来
ず
っ
と
ト
ッ
プ
で
、
全

死
亡
者
に
占
め
る
割
合
は
二
七
％
だ
っ

以
下
‘
心
臓
病
（
ニ
―
%
）
、
脳
卒
中

な
ど
の
脳
血
管
疾
患
(
-
四
％
）
の
順

位
は
六
十
年
以
来
‘
変
わ
ら
な
い
。
が

ん
の
部
位
別
て
は
最
近
急
増
し
て
い
る

二
位
の
肺
が
ん
が
約
二
万
九
千
人
と
前

年
よ
り
千
人
以
上
も
増
え
‘
一
位
の
胃

が
ん
（
約
三
万
五
百
人
）
と
の
差
が
さ

/、〉//‘̂
‘く、/‘‘‘、ぶ‘/;‘//、、、、/、、、

G

日
間
題
解
決
を
応
援

人゚

z
 

中
国
に
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
構
想

の本日、日本
の
戦
後
の
経
験
を
生
か
し
て
‘
協
力
」
の
拠
点
を
め
ざ
し
て
お
り
、
実

「
人
口
大
国
・
中
国
」
の
母
子
保
健
や
現
す
れ
ば
わ
が
国
の
非
政
府
組
織

(
N

家
族
計
画
の
推
進
に
役
立
た
せ
る
た
め
‘

G
O
)
に
よ
る
国
際
協
力
の
あ
り
方
に

中
国
に
「
I
P
教
育
・
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
も
一
石
を
投
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
た
。

を
設
立
す
る
構
想
が
日
中
間
で
す
す
ん
（
人
口
問
題
調
査
会
・
尾
崎
美
千
生
）

で
い
る
。
将
来
は
中
国
だ
け
で
な
く
、
日
中
間
で
セ
ン
タ
ー
設
立
の
交
渉
を

人
口
急
増
問
題
を
か
か
え
る
開
発
途
上
す
す
め
て
い
る
の
は
家
族
計
画
国
際
協

国
か
ら
も
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
「
南
南
力
財
団
（
ジ
ョ
イ
セ
フ
、
国
井
長
次
郎

ら
に
縮
ま
っ
た

一
九
九
~
―
-
'
六
•
五
）

理
事
長
）
。
同
財
団
は
、
戦
後
日
本
の

経
験
を
生
か
し
た
寄
生
虫
駆
除
を
糸
ロ

と
し
て
家
族
計
画
に
ま
で
つ
な
げ
る
「
イ

ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
I
P
)
」
運
動
を
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
‘

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
二
十
四
カ
国
で
実

施
し
て
い
る
。
寄
生
虫
駆
除
を
通
し
て

途
上
国
の
人
々
の
衛
生
観
念
を
高
め
‘

検
診
制
度
を
導
入
し
て
住
民
も
納
得
し

た
形
で
計
画
的
な
出
産
に
ま
で
つ
な
げ

る
、
い
わ
ば
‘
"
急
か
ば
回
れ
“
の
方

法。
中
国
で
も
一
九
八
三
年
に
‘
ジ
ョ
イ

セ
フ
と
中
国
計
画
生
育
協
会
と
の
間
で

交
わ
し
た
「
家
族
計
画
、
母
子
保
健
‘

寄
生
虫
予
防
I
P
実
施
に
関
す
る
覚
書
」

に
甚
づ
慈
、
山
束
省
と
江
蘇
省
で
開
始
、

現
在
で
は
十
六
省
十
八
地
区
に
拡
大
さ

れ
て
い
る
。
中
国
政
府
は
「
一
人
っ
子

政
策
」
に
対
し
て
欧
米
諸
国
か
ら
発
せ

ら
れ
る
「
人
権
無
視
」
と
の
批
判
に
応

え
る
た
め
に
も
I
P
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

「
I
P
教
脊
・
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
の

設
立
は
‘
六
月
十
一
日
、
北
京
の
人
民

大
会
堂
で
「
I
P
実
施
覚
書
調
印
十
周

年
祝
賀
大
会
L

の
席
上
‘
正
式
に
合
意

さ
れ
る
見
通
し
。
同
セ
ン
タ
ー
の
建
設

用
地
は
す
で
に
中
国
側
で
用
意
さ
れ
て

女
性
が
生
酒
に
産
む
子
供
の
数
は
一
・

五
人
と
過
去
最
低
に
な
っ
た
。
厚
生
省

の
一
九
九
二
年
の
人
口
動
態
統
計
調
査

の
結
果
で
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
れ

に
は
‘
子
供
を
育
て
に
く
く
な
っ
て
い

る
状
況
や
シ
ン
グ
ル
志
向
、
意
識
の
変

化
な
ど
が
背
漿
に
あ
り
そ
う
た
。
女
性

は
な
ぜ
子
供
を
産
み
た
が
ら
な
く
な
っ

た
の
か
‘
専
門
家
に
聞
い
た
。

ぶ
女
が
＋
ど
も
を
産
み
た
が
ら
な
い

理
由
」
（
晩
成
書
房
）
の
著
者
で
、
フ
リ

ー
ラ
イ
タ
ー
、
吉
廣
紀
代
子
さ
ん
は
「
予

生涯出産数1.5人
専門家に聞く

一
九
九
l
=
-
•
六
•
六
）

お
り
、
日
本
側
か
ら
は
‘
ジ
ョ
イ
セ
フ

を
は
じ
め
、
日
本
医
師
会
な
ど
の
協
力

を
得
て
検
診
シ
ス
テ
ム
、
診
療
サ
ー
ピ

ス
な
ど
の
た
め
の
専
門
家
を
派
遣
す
る

計
画
。
（
毎
日
新
聞
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想
さ
れ
て
い
た
数
字
な
の
て
別
に
賠
き

ま
せ
ん
。
あ
と
四
九
年
は
下
が
り
続

け
る
て
し
ょ
う
」
と
平
静
に
受
け
止
め

る
。
出
牛
率
帆
下
の
理
由
と
し
て
「
出

産
の
適
齢
て
あ
る
二
十
代
後
半
女
性
の

晩
婚
化
、
シ
ン
ク
ル
化
が
あ
る
。

H
本

は
欧
米
と
違
っ
て
結
婚
し
な
い
で
い
る

人
が

f
供
を
産
む
と
社
会
的
差
別
を
受

け
る
傾
向
が
あ
る
の
て
、
出
廂
に
踏
み

切
れ
な
い
」
と
指
摘
。
結
婚
し
て
も
‘

子
育
て
に
お
カ
ネ
が
か
か
り
過
ぎ
る
な

ど
の
面
も
あ
る
。
ま
た
ぶ
帥

rli部
で
は

子
育
て
に
は
家
が
狭
す
ぎ
る
。
学
歴
杜

会
か
徹
底
し
、
い
じ
め
も
あ
り
、
子
育

て
を
楽
し
め
る
雰
囲
気
て
は
な
い
。
老

後
の
面
倒
は
自
分
て
見
る
よ
り
は
か
な

v、
子
供
に
お
カ
ネ
を
か
け
ら
れ
な
い
」

と
分
析
す
る
。

一
方
‘
「
女
性
た
ち
が

f
供
を
産
ま

な
い
人
生
や
‘
廂
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て

楽
し
い
と
は
か
苔
ら
な
い
‘
と
気
つ
い

て
苔
た
」
と
い
う
の
は
東
京
都
思
田
区

の
同
愛
記
念
的
院
の
産
婦
人
科
朕
‘
丸

本
百
合
子
さ
ん
。

「
能
率
や
迅
速
付
ば
か
り
か
優
先
さ

れ
る
管
理
社
会
て
は
‘
子
連
れ
の
女
は

肩
身
の
狭
い
息
い
を
し
な
が
ら
生
き
て

い
か
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。
お
年
寄

り
や
障
古
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
こ
そ
、
女
が
安
心
し
て

f
供
を
産
め

る
社
会
だ
と
気
づ
い
て
は
し
い
」
と
訴

え
る
。社
団
法
人

H
本
家
族
計
画
連
盟
理
事

の
芦
野
由
利
子
さ
ん
は
「
『
廂
め
よ
増

ク
リ
ン
ト
ン
米
政
権
が
レ
ー
ガ
ン
‘

プ
ソ
シ
ュ
共
和
党
政
権
以
来
の
人
口
政

策
を
一
八

0
度
転
換
‘
再
ひ
米
国
が
世

界
の
人
口
問
題
解
決
の
先
頭
に
立
つ
姿

勢
か
明
ら
か
に
な
っ
た
。

先
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部

て
開
か
れ
た
国
際
人
口
開
発
会
議
に
向

け
て
の
第
二
回
準
備
会
議
に
米
国
代
表

と
し
て
出
席
し
た
テ
ィ
モ
ン
ー
・
ワ
ー

ス
国
務
次
官
（
地
球
規
模
問
題
担
当
）

は
新
し
い
米
国
の
人
口
問
題
に
対
す
る

基
本
方
針
を
ホ
し
た
。
そ
の
中
て
ワ
ー

ス
氏
は
「
今
世
紀
な
ら
ひ
に
次
の
冊
紀

の
最
大
課
題
に
米
国
か
手
を
こ
ま
ぬ
い

て
見
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と

し
て
ぶ
米
国
は
世
界
の
人
口
問
題
解
決

へ
の
努
力
に
率
先
し
て
参
加
す
る
決
慈

だ
」
と
宣
言
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
国

連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)

へ
の
拠

や
せ
よ
』
の
小
手
先
の
対
策
て
は
タ
メ
。

国
や
企
業
は
産
み
や
す
い
制
度
を
整
備

す
れ
ば
女
性
が
子
供
を
廂
む
‘
と
い
う

幻
想
は
捨
て
て
は
し
い
」
と
手
厳
し
い
0

（
毎
日
新
聞
一
九
九
一
―
-
·
六
•
八
）

出
再
開
、
国
務
省
の
再
椙
、
海
外
援
助

計
画
の
洗
い
直
し
1

な
ど
を
強
調
す

る
と
と
も
に
、
人
口
関
連
の
援
助
金
を

従
来
の
三
億
五
千
万
卜
に
一
億
，
；
を
積

み
上
け
、
四
億
五
千
ガ
ト
に
増
額
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
た
。

新
し
い
米
国
の
人
口
政
策
の
中
て
注

目
さ
れ
る
の
は
‘
ぶ
女
性
の
権
利
」
と

し
て
「
リ
プ
ロ
タ
ク
テ
ィ
プ
・
ヘ
ル
ス
」

（
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
健
康
）
の
視

点
を
強
く
打
ち
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
①
夫
婦
な
ら
ひ
に
個
人
が

自
分
の
家
族
規
校
を
決
め
る
権
利
と
能

力
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
②
公
共

お
よ
ぴ
民
間
組
織
か
質
の
高
い
家
族
計

画
サ
ー
ヒ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
③
子
供

の
生
存
を
厘
視
し
て
ブ
ラ
イ
マ
リ
ー
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
重
視
す
る
こ
と
ー
な

ど
で
あ
る
。

人
日
政
策
、
転
換

女

性

の

権

利

保

護

打

ち

出

す

ヘ

米政権

と
く
に
開
発
途
上
国
で
は
女
性
か
貧

困
や
差
別
、
暴
力
の
様
牲
の
対
象
に
な

っ
て
い
る
と
し
て
、
母

f
死
亡
率
の
低

減
‘
避
妊
サ
ー
ビ
ス
、
教
育
機
会
の
提

供
な
ど
を
打
ち
出
し
た
。

レ
ー
ガ
ン
政
権
は
‘
メ
ヤ
シ
コ
市
に

お
け
る
一
九
八
四
年
の
国
際
人
口
会
議

て
「
自
由
な
企
業
家
精
神
こ
そ
、
人
口

と
開
発
の
カ
ギ
を
捏
る
も
の
」
と
発
―
._-E

、

人
工
妊
娠
中
絶
を
家
族
計
画
の
方
法
と

し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
に
反
対
。
そ
の

後
同
政
権
は
‘
中
国
の
「
強
制
的
な
避

任
方
法
」
を
援
助
し
て
い
る
と
の
理
由

で
国
連
人
口
晶
金
お
よ
ひ
国
際
家
族
計

画
連
盟
へ
の
拠
出
を
停
止
、
プ
ノ
シ
ュ

政
権
も
こ
れ
ら
の
方
針
を
踏
襲
し
て
き

こ。f
 （
人
口
問
題
調
査
会
・
尾
崎
美
千
生
）

（
毎
日
新
聞
一
九
九

[
l一
•
六
•
八
）
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にゅうすふぉーらむ

中
国
系
の
香
港
中
国
通
信
社
が

9
日

報
じ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
‘

1
人
っ
子

政
策
を
進
め
る
中
国
て
、
男
女
の
出
生

比
率
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
拡
大
し
て
い

る
。
女
子
1
に
対
し
通
常
は

1
,
0
6
程

度
の
男
子
の
比
率
か
‘

1
9
9
0
年
に

は
1
,
1
2
弱
ま
て
卜
昇
、
同
通
信
社
は

1
,
2
を
超
え
る
と
社
会
的
に
悪
影
密

が
出
る
と
指
摘
、
国
民
の
意
識
を
変
え

て
ア
ン
ハ
ラ
ン
ス
を
是
正
す
る
こ
と
か

必
要
だ
と
し
て
い
る
。

男
子
の
超
過
傾
向
が
目
立
っ
て
き
た

の
は
1
9
8
0
年
代
半
ば
か
ら
。
同
通

信
社
電
は
原
因
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

な
い
か
、
そ
の
背
景
に

1
人
っ
子
政
策

か
あ
る
の
は
確
か
。
人
日
の

8
割
を
占

め
る
農
民
杜
会
で
は
労
慟
力
と
し
て
‘

ま
た
儒
教
道
徳
の
名
残
で
家
名
存
続
の

た
め
、
男

f
の
出
生
を
歓
迎
す
る
。
半

中 国

男女肌生比率(J)

不均衡拡大

-1人っ子政策

女子間引きに～

00
人
20
万

•.•••• 
f 

i"¥, 13040 
12835 

12361 
人
日

!0000 

地域別人口推計

8000 

第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
（
凹
全

総
、
八
七
年
策
定
）
の
総
点
検
作
業
を

進
め
て
い
る
国

t
審
議
会
（
首
相
の
諮

問
機
関
‘
八
十
島
義
之
助
会
k
)
調
介

部
会
は
十
四
日
、
中
間
報
告
を
発
表
し

た
。
報
岩
書
は
東
京
圏
へ
の
転
入
超
過

数
に
つ
い
て
「
八
七
年
を
ピ
ー
ク
に
減

I 

1960 70 80 90 2000 10 20年

面
‘
女
子
が
生
ま
れ
た
場
合
は
‘
出
生

届
を
出
さ
な
か
っ
た
り
‘
は
な
は
た
し

い
場
合
に
は

（
毎
日
新
聞

「
間
引
く
」
こ
と
も
あ
る
。

一
九
九

l―
-
·
六
•
十
一
）

少
を
続
け
‘
九
二
年
は
四
・
三
万
人
と

過
去
最
低
水
準
ま
で
低
下
し
た
L

な
ど

と
指
摘
し
、
東
京
一
極
躯
中
が
鈍
化
し

て
い
る
と
の
見
方
を
ホ
し
た
"

ま
た
、
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
と
と

も
に
、
出
生
率
低
下
で
人
口
減
少
地
域

が
拡
大
、
二

0
一
五
ー
ニ

0
1
!
0
年
に

の

東

京

集

中

鈍

化

87
年

以

降

、

流

入

減

少

は
「
全
国
の
ほ
ぽ
す
へ
て
の
市
町
村
て

自
然
減
状
態
に
な
る
」
と
試
算
し
て
い

る
。
最
終
報
告
は
年
末
に
な
る
か
、
国

上
庁
て
は
中
間
報
告
を
受
け
‘
「
四
全

総
」
策
定
後
の
経
済
・
社
会
環
境
の
急

激
な
変
化
に
対
処
す
る
た
め
、
数
年
の

内
に
「
五
全
総
’
の
策
定
準
備
に
入
る

方
針
だ
。

報
告
杏
は
「
東
京
一
極
艇
中
鈍
化
L

の
背
景
に
つ
い
て
‘
①
工
場
の
地
方
立

地
促
進
な
ど
で
地
方
の
就
業
機
会
が
増

加
し
た
②
地
方
経
済
か
中
枢
•
中
核
都

市
を
中
心
に
強
化
さ
れ
、
転
職
者
の

U

タ
ー
ン
‘

J

夕
—
ン
か
増
え
た
③
菓
務

管
埋
‘
情
報
管
理
と
い
っ
た
高
次
都
市

機
能
の
一
部
に
地
方
分
散
化
の
兆
し
か

あ
る
ー
な
ど
と
説
明
olol
時
に
東
京

圏
へ
の
転
入
人
口
の
大
半
を
占
め
る
若

年
層
が
今
後
、
減
少
す
る
こ
と
か
ら
「
東

京
圏
へ
の
転
入
超
過
数
が
再
ひ
八

0
年

代
半
ば
ほ
ど
の
規
模
に
逹
す
る
こ
と
は

な
い
し
と
明
言
し
て
い
る
。

し
か
し
‘
依
然
転
入
超
過
か
続
い
て

い
る
点
も
強
調
。
こ
れ
を
転
出
甚
調
に

転
lUl
さ
せ
る
た
め
、
東
京
圏
化
ま
れ
の

若
者
を
地
方
に
引
き
つ
け
る
「
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
」
を
提
言
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
一
l
-
•六
•
一
五
）
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深
刻
化
す
る
中
国
の
環
境
汚
染

貴
州
省
で
は
人
口
の

45％
が
人
体
に
異
常

【
香
港
十
七
日
1
1

相
馬
勝
】
中
国
の

環
境
汚
染
か
深
刻
化
し
て
い
る
。
公
害

は
工
業
先
進
地
の
沿
岸
地
域
ば
か
り
か
‘

内
陸
部
で
も
大
気
汚
染
や
水
質
汚
染
‘

土
壌
汚
染
か
あ
る
こ
と
が
当
局
に
よ
り

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
旧
ソ
連
と
そ
の
衛

星
国
の
公
害
対
策
を
無
視
し
た
急
速
な

工
業
化
に
よ
る
重
度
公
害
ぶ
り
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
が
、
中
国
て
も
同
様

に
公
害
対
策
が
忘
れ
ら
れ
た
結
果
だ
。

生
産
優
先
：
・
対
策
置
き
去
り

に
つ
な
が
り
‘
被
害
総
額
は
‘
十
億
元

（
二
百
億
円
）
以
上
に
上
る
L

と
語
り
、

中
国
の
汚
染
実
態
に
つ
い
て
政
府
高
官

と
し
て
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
、

揚
子
江
沿
い
に
あ
る
四
川
省
や
下
流
の

上
海
市
な
ど
十
五
省
＇
自
治
区
の
河
川

域
（
二
十
九
河
川
、
計
二
千
八
百
平
方

斗
口
）
で
魚
類
が
危
機
状
態
に
あ
る
。

ま
た
、
河
南
省
や
快
西
省
、
貰
州
省
、

内
蒙
古
自
治
区
な
ど
十
省
＇
自
治
区
で

は
‘
産
業
廃
棄
物
に
よ
る
カ
ド
ミ
ウ
ム
‘

亜
鉛
や
鉛
‘
水
銀
で
土
壌
が
広
範
囲
に

わ
た
っ
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
‘
人
体
に
も
悪

影
響
が
出
て
い
る
よ
う
だ
。
香
港
の
週

刊
誌
「
中
国
時
報
」
に
よ
る
と
‘
賞
州

省
で
は
燃
焼
す
る
と
有
害
な
気
体
を
発

す
る
石
炭
を
長
年
に
わ
た
り
使
用
し
た

た
め
、
背
景
や
腰
の
骨
が
曲
が
る
は
か
‘

内
腺
に
異
常
を
来
す
症
状
に
苦
し
ん
で

い
る
住
民
が
同
省
の
総
人
ロ
一
千
四
百

万
の
う
ち
四
五
＇
六
％
に
も
達
し
て
い

る
。
（
産
経
新
聞
・
一
九
九
―
―
-
·
六
•
一
八
）

＇索＾、',,

会員の特典
,,,,',,,,,,,,,、ヽ

.・・ ら：へ; ..''',、''
ヽ ‘/ ”‘ ヘヽ

' , ,, ゃ:ヘダ

会費や寄付金には4
しての認可を受げ
置がとられていま9
季刊誌f、人口と開＇
られますo、
人口と開発に関す'
ます:J・ 、ヽ ミぐ ヽヽ 、 ‘、‘ヽ、へ,',

＾ヽ＾、＾

ふ,,,,,''',' 
l口 5o,, 0.0 0円（年額）賛助会費

免税措置；当法人は` 所得税法施行令第
i I l条第1項第3号及び法
人税法施行令第77条第1項
第3号に掲げる特定公益増進
法人ですO、

人
口
問
題
は
‘
二
十
．
批
紀
の
人
煩
生
什
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
阻
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
'
'
"
'
九
三
年
の
世
界
人

n
は
五
五
億

A
,
-
I
L
九
八
年
に
は
六

0
億
人
を
超
え
る
と
推
計

さ
れ
て
お
り
ま
す
，
ア
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
ll
の
六

0
％
を
山
め
て
お
り
ま
す
C

人
口
の
増
加
は
‘
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

世
界
人
口
の
大
平
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
、
人
煩
生
什
の
カ
ギ
を
捐
っ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
c

い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
”
環
境
問
題
“
も
、
人
Ll
の
増
加
が
大
き
な
恨
本
原
因
な

の
で
す
。
人

n
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
巣
や
、
沢
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
局
な
ど
多
く
の

南
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
‘
地
球
環
境
の
悪
化
は
‘
も
う
こ
れ
以

t
放
償
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
逓
発
的
に
人
口
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日

本
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
子
供
が
欲
し
く
な
い
と
い
う
夫
婦
が
ふ
え
て
い
る
地
域
、
こ
の
こ

と
が
も
た
ら
す
高
飴
化
現
象
に
伴
う
労
約
力
不
足
や
福
祉
費
の
増
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
顕
大
な

社
会
＇
経
済
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
恨
源
は
、
す
べ
て
ケ
人
口
＂
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
．

3

A
P
D
A
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
さ
ぐ
り
協
調
す
る
た
め
、
日
夜
‘
貞
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
年
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
末
来
と
‘
共
什
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

碩
い
い
た
し
ま
す
。

A

P

D

A
賛

助

会

員

5
;‘r
)

入

会

の

お

＜申込先＞
〒暉東京都千代田区永田町2.-10-2 
永田町raRピル710号室
財団法人アジア人口 •開発協会

(AP DA ） 
T .El 03-3581-7770 

f AX 03-3581ー7796

しヽ

く

頁原

I 
... ヽ今拿..今●..  今●今●そ今..今ヽ..今令..今争令 9 今ぞ令●今...今ヽ今● ..  今............●今●..  今．」
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2. 東南アジア諸国等人ロ・開発基礎調杏報告占

インド[ti

Repo,t on the Basic Su,vey of Population and 

Development in Southeast Asian Count,ies 

— India--

3. 中華人民共和国人ロ・家族計画第て次基礎調査報告書

Basic Su,vey(II) on Population and Famil,-Planmng 

m the People's Repubhc of China 

生育牢和生活水平芙系第二次中日合作凋査研究根

告名 （中国語版）

4. ネパール£国人口• 家族計画基礎調査

Basic Su,vey Repo,t on Population and family 

Plannmg in the Kingdom of Nepal (英語版）

乍犀鰭~~り:ii準良； ，: lllり!翡~,
昭和58年度

1. 中華人民共和国人口家族計画基礎調査報告内

Bas,c Su,vey on Population and Fam,ly Plann,ng 

m the People's Repubhc of Chma I英語版）

生育率和生活水平芙系中日合作渇査研究恨告井

（中国語版）

昭和59年度

1. アジア諸国の農村人nと農梨開発に関する調社報告苔
インド国

Report on the Survey of Rurnl Population and 

Agncultural恥velopmentin Asran Countries 

5. 日本の人口都市化と開発 I -lnd;a (英語版）

U1ban; ねt1onand Development ;n Japan (英語版）

2. 東南アジア諸国等人口• 開発基礎調査報告書

6. パンコクの人口都市化と生活環境• 福祉調査 ＿クイ国

ーデータ楊 I Repoct on the Basic Su,vey of Population and Deve 
Survey of Urban;,abon, Uvmg Env;ronment and 

Welfare ;n Bangkok Data~ 

（英語版）

7. スライド

H本の都市化と人口 1日本語版）

Urbani叫 ionand Population in Japan I英語版）

H本的城市化与人口 （中国語版）

Urbani唸siDan kependudukan Dr Jepang 

（インドネシア語版）

昭和61年度

l. アジア諸国の農村人口と農莱開発に関する調査報告古

…インドネシア国

Repo,t on the Sumy of Rurnl Population and 

Ag,lculturnl DeYelopment m As,an Countnes 

- Indonesia一.(英語版）

,. 束南アジア諸国等人口• 開発枯礎調企報告書

インドネシア国一一

Repo,t on the Basic Sumy of Population and 

Development in Southeast Asian Count,ies 

Indonesia I英語版）

3. 在 H留学生の学習と生活条件に関する研究

人的能力開発の課題にR[Jして一一

4. H本の労釣力人口と開発

Labo, Fo,ce and Development in Japan (英語版）

5. 人口と開発関連統計集

“ 

Demogrnphic and Socio-Economic lndicatorn on 

Population and Development (英語版）

lopment in Southeast Asian Countnes 

Thailand 

3, 日本の人日転換と農村開発

Demogrnphic Trnnsition m Japan and Rurnl Deve 

lopment I英語版）

4 . Survey of Fertihty and Living Standards in Chinese 

Rural Areas -Data - All the households of two 

villages in Jilm Province surveyed by quest,onnaires 

（英語版）

芙干中国衣村的人口生育中与生活水平的i周査恨告

一対千吉林省丙↑村避行全戸面談i問企的結果

＝坑 it 堪~ (中国語版）

5' スライド 日本の農業、農村開発と人口

＿その軌跡ー I"本語版）

Ag,iculturnl & Rum! Development and, Populat,on 

m Japan I英語版）

H本衣立衣村的友展和人口的推移（中国語版）

Pe,kembangan Pe,tanian, Masyarnkat Desa Dan 

Ke図ndudukanDi Japang Iインドネシア語版）

（以上4カ国版スライ Fは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました,)

昭和60年度

1. アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

—クイ国

Repo,t on the Su,vey of Rurnl Population and 

Ag,iculturnl Development in Asian Count,ies 

-Tha,land I英語版）



2. 東南アジア諸国等）、日• 開発基礎調査報告書

~ー中華人民共和国

Repo,t on the Bas,e Smvey of Pop1,lation and 

Development in Sootheast Asian Countries 

China- I英語版）

3. アジア諸国からの労慟力虎出に関する詢企研究報告書

タイ同一

4, 日本の人nと家族
Population and the Family in Japan 1英語版）

5. アジアの人 U転換と開発·—統計駐ー·

Dcmogcaphic Trnnsition and Development in Asrnn 

Coonllies Ovccview and Statistical Tables 

（英語版）

6. スライド

H本の人口と家族 Ill本語版）

Family and Population in Ja四0

Asian Experience (英語版）

H本的人口与家庭（中国語版）

Peoduduk & Kelua,g,1 Jepang Iインドネシア語版）

7. ペルー共和国人口家族計画甚礎調査

平成元年度

1. アノア諸国の農村人口と農呆間発に関する調介報告書

パングラテシュ同ー・

Repo<t on the Sumy of Rurnl Population and 

Agnculturnl 氏velopment Bangladesh 

（英語版）

2 東南アノア諸国等）ヽu,r,1発J屈礎調査報告占
--ーネパール国—-、心•

Re1mt on the Basic Smvey of Population and 

Development in Southeast Asian Count,ies 

Nepal I英語版）

3. アジア諸国からの労動）J流/IIに関する調査研究報告書

マレ・ーシア国

4. 日本の人口構浩変動と開発

高節化のアジア的視点— -

Sirnetu,al Change In Populailon and Development 

Japan's Experience In Aging I英語版）

5. スライド

必飴化社会への H本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して （日本語版）

Agiog in Japan - Challenges and Prn,pects-― 
（英語版）

辺人高齢化社会的H本正面佃桃故

追求具生命意人的と年生消一（中国語版）

6. スライ I' H本の廂菜開発と人II

-—その原動）)• 電気 I a本語版）
lodostnol Development and Popnlo!ion m Japan 

The P,ime 11ove,-Elect,iいty I英語版）
B本的戸立友展り人口

jし原功}J一曳勺 （中国語版）

Pemb,ngunan Indust,1 den ke1沿ndudukendlJep,ng 

Peoggernk Utama-Teoga List,ik 

（インドネシア語店）

7. ネハール王田人口家族計画坑―”次甚礎調査

Complcmcnta,y Bas;c Somy Hepo,t on Popolal<on 

, md Fomdy Plann;ng ;,, the k;ngdom of Nepal 

昭和62年度

I. アジア諸国の伐村人口と農菜間発に関する調介報告書

一中華人民共和国

Repo,t oo the Sun-ey of ffornl Population and 

Agncultu「alDevelopment in i¥s,an Coonhies 

China I英語版）

2. 東南アノア諸国等人口• 開発甚礎調査報告書

中華人民共和国

Re1x,,t on the Basic Sucvey of Population end 

凶,•elopment in Southeast A勺,mCountcis 

--China I英語版）

.1. アジア諸国からの労ai!J流Iiiに関する調査研究報{';-;I}

•ーフィリピン ~I -

4曹 日木のI、lJと農策間発

Popolation and Agnrnltuml Development in Japan 

（英語版）

5, ネハールの人口，開発・環境

Popubtion, Dmlopment and Envirnnmont in Nepal 

（英語版）

6. スライド

H本の人口移動と経済発展 IH本語版）

The Migrnto,y Movement ,md Economic Develop 

men! m Japan I英語版）

日本的人口移功与経済友展 （中同語版）

Pe1pindahan Penduduk Dan Pe,kembangan Ekonom, 

Di Jepang Iインドネシア語版）

7. トルコ国人U家族計画基礎詞査

昭和63年度

1. アジア諸同の農H人口と農光開発に関する調査報告書

ネパール国

Repmt on the Sw,・ey of Rurnl Population and 

Agncultmal Development ,n Asian Cow,t,ies 

Nepal----I英語版）
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'・ アジア諸国からの労約））流出に関する調査研究報告書

ー 中華人民共和同

4. 日本の地抜開発と人口 1990年代の展惰

Regional De,,elopmeot and Populく礼icm in Japan 

Tcends and Prn, 区ctsin the 1990s 

（英語版）

5曹スライド

H本の地域開発と人口（日本語版）

Reginal Development and Populat,on in Japan 

（英語版）

日本的区域升友和）ヽ"I中国語収）
Pe,mbangcman Daernh dan Populas, di Japang 

（インドネシア版）

6. アジアの労佑力移動

Labo, M叩ation;n A,;a (英語版）

平成 4年度

l. アジア諸国の農村人口と農菜開発に関する調査報告,~

マレーシア屁

Re図,t on the Su,vey of Rurnl Populatwn and 

Agciculturnl Development 

（英語版）

Malays;a 

2. 東南アジア諸1,-)等人口，開発基礎調在報告i}

＿トナム国

Repo,t on the Basic Sumy of Population and 

Oe,•elopment in Southeast A,wn Countries 
一 -VietNam I英語版）

3_アジア諸国からの労豹力流出に関する調査研究報作肉

ーーースリランカ国

4, アジアの所菓転換と 1、ti

Indust,ial Tcansition and Populotion in As,a 

（英語版）

5. スライド
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H/JOに牛きる 0 本の産業転換と人ロー—-

（日本語版）

Li,•ing fo, Tnmo,mw -- -Ind,,,t,ial 

Trnnsition and Population in Japan 

（英語版）

牛活在明J( 0本的戸立跨換り人ロー一●ー--

（中国語版）

Hidup Untuk Han Esok --Pernhhan Strnktm 

lndust,i Dan Populasi Di Je1沼ng

（インドネシア語）

加 ntangan"fosyarnkat Laniut usia ]cpang 

（インドネンア語版）

6'アジア諸国の農菓開発 5ヵ国の比較

Strntegic Me心 ucesfo, the Ag,iculturnl De,・elopment 

Compecatiw St,udies on Fn・e A況eoCmmtoes 

I英語版I

1本作品は、 1990年帥H本視聴覚教育栴会主催I憂秀映

像教H選奨社会教育部門で優秀賞を受凡I

平成 2年度

l アンア諸困の農村人口と農業開発に関する調丘報告書

フィリピン国

Repo,t on lhe Sumy of Rurnl・Populahon and 

Ag,fculturnl Dei・elopment Phflfppfne 

（英語版）

2 東南アノア諸固等I、tl・ 開発Jよ礎調査報告8
パングラデシュ

ReJJOJt on the Basfc Su>"ey of Populatfon and 

Development fn Southeast Asfan Countries 

Bangladesh --I英語版）

3 ア；；ア諸国からの労術力流/iiに関する調査研究報告内
インドネシア同

4 -H本の人口，開発， J閑境 アジアの経験

Population, Development and Envirnnment m 

Japan -- Asian Expe,ience- I英語版）

5. スライド

H本の環境・人口，間発 (fl本語版）

Envirnnment, Pop≫lation and Development m 

Japan I英語版）

日本的町、境・人ロ・升友（中国語版）

Lingkcmgan, Pendじdukdan Pembangunan ]cpang 

（インドネシア語版）

1本作品は、 1991年帥日本視聴詑教育協会主催優秀映

像教材選癸lt会教背部門で優秀賞を受賞。）

6. アジアの人口都市化 統計集

Prns区ctsof U,bani,ation in Asia I英語版）

平成 3年度

1. アジア諸国の農村人口と晨巣開発に関する調査報告書

スリランカ国

Repmt on the Swvey Rurnl Popc,lation and 

Agricul turn! Development Srilanka― 
（英語阪）

2. 東南アジア諸国等人n-開発基礎調査報告書
--フィリピン国――--

Report on the Ba退 Swveyof i'opc,Jation and 

Development in Southeast Asian CowHries 

Philippines I英語版）



◇
最
も
確
率
が
高
い
と
い
わ
れ
る
「
中

位
推
計
」
に
基
く
恨
界
人
口
は
国
連
の

推
計
で
二

0
二
五
年
に
八
十
五
億
人
に

逹
す
る
。
地
球
上
の
人
口
を
扶
養
で
き

る
食
糧
の
限
界
は
‘
八
十
億
人
か
ら
八

十
五
億
人
が
せ
い
い
っ
ぱ
い
、
と
い
わ

れ
る
か
ら
‘
冊
界
人
口
の
六
割
を
占
め
、

人
口
煤
発
の
続
く
二
十
一
世
紀
の
ア
ジ

ア
の
発
展
途
上
国
の
食
糧
不
足
は
深
刻

で
、
危
機
的
様
相
を
呈
す
る
こ
と
が
十

|』-
APDA —日 志――――口

後編

じ11111μ 嬰

6
月
2
2
8

6
月
17
日

5
月
31
日

4
月
27
日

事
務
局
長
補
来
所
。に

つ

マ
ー
ク
・
ラ
ス
キ
ン

I
P
P
F
（
国
際
家
族
計
画
連
盟
）

広
瀬
常
務
理
事
と
国
際
協
力
活
動
に
つ
い
て
懇
談
。

本
協
会
理
事
会
開
催

H
職
員
退
職
手
当
支
給
規
定
の
一
部
変
更

口
平
成
4
年
度
事
業
報
告
並
ぴ
に
収
支
決
算

曰
平
成
5
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
総
会
開
催

り
国
連
人
口
甚
金
へ
の
拠
出
に
つ
い
て

□
平
成
4
年
度
活
動
報
告
並
び
に
収
支
報
告

平
成

5
年
度
活
動
計
画
並
ひ
に
収
支
計
画

曰
平
成
4

年
度
活
動
報
告

•
5

年
度
活
動
計
画

「
イ
ン
ド
人
口
•
開
発
事
情
視
察

L

報
告

ぶ
第
9
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
代
表
者
会
議
L

報
告

「
人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
4
回
大
会
L

い
て

安
藤
博
文

U
N
F
P
A
（
国
連
人
口
甚
金
）
次
長
、
ジ
ョ
テ
ィ
・
シ
ン
技
術
評

価
局
長
来
所
。
広
瀬
常
務
理
事
と
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
。

分
予
想
さ
れ
る
。

◇
"
人
口
の
父
“
と
い
わ
れ
る
福
田
赳

夫
元
首
相
は
、
先
の
北
京
で
開
か
れ
た

O

B
サ
ミ
ッ
ト
（
元
大
統
領
、
首
相
会

議
）
で
「
二
十
一
世
紀
の
最
大
の
政
治

課
題
は
‘
人
口
と
食
糧
問
題
の
解
決
に

あ
る
」
と
先
見
の
明
を
訴
え
た
。
人
類

の
近
い
将
来
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら

す
＂
人
口
と
食
樺
“
問
題
を
、
全
世
界
の

政
治
家
は
是
非
と
も
政
治
課
題
の
「
中

心
」
に
据
え
て
、
有
効
適
切
な
施
策
を

果
敢
に
実
践
し
て
は
し
い
も
の
だ
。

◇
天
皇
ご
一
家
が
、
お
揃
い
で
人
口
問

題
に
深
い
ご
関
心
を
お
持
ち
に
な
っ
て

い
る

rー
黒
田
悛
夫
博
士
の
園
遊
会
原

稿
に
は
脱
帽
し
た
。
人
類
の
平
和
と
福

祉
の
向
上
を
希
求
さ
れ
る
ご
一
家
の
思

慮
深
さ
に
、
心
の
安
ら
ぎ
を
覚
え
る
。

◇
も
の
静
か
で
、
シ
ャ
イ
で
、
哲
学
者

の
風
ぽ
う
で
、
じ
っ
く
り
と
人
口
学
と

取
組
ま
れ
た
小
林
和
正
博
士
（
本
協
会

理
事
）
逝
く
。
先
生
の
「
日
本
人
の
古

代
の
舟
命
測
定
」
は
前
人
未
踏
の
研
究

成
果
で
あ
り
、
こ
の
分
野
で
の
碩
学
を

失
な
っ
た
こ
と
は
‘
か
え
す
が
え
す
も

残
念
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
る
。
(
T
.
H
)
 

表紙の写真説明

人口と開発・春季号〈通巻45号〉

1993年7月1日発行〈季刊〉

●編集発行

財団法人 アジア人口，開発協会

〒100東京都f代田区永田町2-10-2 
永田町 TBRヒル710号
TEL (03) 3581 - 77701代）

FAX (03) 3581 - 7796 

●印刷

文化印刷株式会社

スリランカは、ほぼ北海道ぐらいの面積で、

インド洋に浮ぶ"真珠“とも呼ばれる小さな

島固である。スリランカは、セイロン茶の輸

出国として世界的に有名である。

19世紀初頭、イギリス統治下のプランテー

ションではコーヒーの裁培が行われていたが、

病害が多発してコーヒーの生産が中止された。

こうした苦い経験を克服して、セイロン茶の

生産国に転換した。セイロン茶の輸出は、建

国以来農産物輸出の第 1位の座を保っている。

セイロン茶は、海抜1,000メートル以上の高

原で裁培される。

茶畑で慟く女性労働者は、最大人口規模を

持つシンハラ人に雇われたタミール人によっ

て占められ、ここ、ヌワラ・エリアの茶摘み

は、炎夭下をものともせず、男性リーターの

もとですすめられている。
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い
ろ
ん
な
咎
ら
し
が
あ
っ
て
、

誰
も
が
、
も
っ
と
索
敵
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こころのふれあう冊界、ひろげたい。

C&C 
for日u111a11Potential 

＼
 

ill: 界中の人々 が、こころとこころでふれあえたら、とても索敵です。

t、つでも、どこでも、言虻や距離の咽を越えてわかりあえ、

さまざまな出会t、の中でひとりひとりの個性がより輝きをましてゆく,..。

¥!ECはCxCをとおして、肌界の人々が相止に理解を深め、

人間性を十分に発揮できる豊かな社会の実現に貢献してまいります。


